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社内恋愛なんて










軋きしむ助手席




　車のフロントガラスに土砂降りの雨が叩たたきつけられる。ワイパー速度をハイスピードにしても、前が見えないほどの豪雨だった。

　私・湯ゆ浅あさみあは上司の車の助手席に座り、とても整った顔立ちをしている彼の横顔を、チラチラと盗み見しながら身体を強ばらせていた。

　どうしてこんな状況になったのか。それは約三十分前に遡さかのぼる。




　――大手電子機器メーカーの人事部で事務として働いている私は、新卒採用の問い合わせの電話が長引き、残業していた。

　気がついたら外は暴風雨となっていて、困っていた私に「送るよ」と声をかけてくれたのは人事部長だった。

　人事部長・剛ごう田だ誠せい一いち郎ろうは、今年営業部から人事部に異動してきて、三十四歳という異例の早さで部長に昇進したかなりのやり手だ。さらに、筋の通った高い鼻に、切れ長の瞳が涼しげで、見つめられると吸い込まれそうになるほど魅惑的な風貌の持ち主でもある。

　営業から人事という畑違いとも思える部署に異動してきたのは、彼の性格が実直で真面目だからというのも一因だと思う。最初は『若すぎて大丈夫なのか』という声もあったけれど、全体を見回せる能力と冷静でミスなく仕事する彼に、今では誰も文句を言う人はいない。

　寡か黙もくで無愛想な部長とは仕事の用件以外で話したことがなかったので、私はその意外な申し出に驚いた。

　ふたりきりの車内。会話は持つだろうか。

　そんなことが頭をよぎったけれど、私は思わず「お願いします」と返事をしていた。

　……部長のことが、好きだったからだ――。




　静かな車内には、フロントガラスに叩きつける雨音と、遠くの方で雷の唸うなるような低い音が聞こえていた。

　部長の運転はアクセルを踏むタイミングもハンドルさばきも上手で、とても乗り心地がよかった。

　あからさまに顔を直視することはできないので、視線は自然とハンドルを握る手を追ってしまう。

　大きな手に、長い指、男らしくゴツゴツとした節骨。ホームページの社内報に部長の顔写真が載るとアクセス数が上がるくらい誰が見てもかっこいい彼の顔を見ないようにしているというのに、指先や腕からも色気が放たれているから否が応にも心拍数が上がる。

「着いたぞ。ここでいいのか？」

　部長は私が住んでいるマンション内の駐車場に車を停めた。

「ありがとうございます。あの……」

　私はシートベルトに手をかけたまま部長を見つめた。

　まだ帰りたくはなかった。もっと一緒にいたいと思った。だけど……。

「どうした？」

　部長は不思議そうに私を見据える。

　こんなチャンスは二度とないかもしれない。でも、私はもう社内恋愛なんてしないって決めたもの。部長との距離を縮めるべきじゃない。

　仮に私が縮めたいと思っても、部長は女子社員から憧れの存在で、地味な私なんか相手にされるわけがない。

「いえ、なんでもないです。ありがとうございました」

　部長から視線を外し、急いでシートベルトを外した。

　その時、窓ガラスが光り、すぐ後に大きな雷音が鳴り響いた。

「きゃっ」

　思わず部長の胸に顔を寄せ、スーツのジャケットを握りしめていた。爽やかでほんのり甘い香水の匂いが、ふわりと鼻び腔くうを掠かすめる。

　雷音が止み、冷静さを取り戻すと、なんてことをしてしまったんだと青ざめた。

「すみません！」

　慌てて離れようと背中を仰のけ反ぞらせる。

　すると部長は片手で私の肩を掴つかみ、そのまま自分の胸に私の身体を引き寄せた。

　心臓の音が聞こえる。速いリズムで鳴るこの音は、私の心臓か、それとも……。

「……部長？」

　恐る恐る呼びかける。

　嫌なわけでは決してない。でも、どうしてこんな体勢のままでいるのかを聞かずにはいられなかった。

　けれど部長はなにも答えない。胸に私を引き寄せた状態で、空いているほうの手で自分のシートベルトを外す。そのまま助手席のレバーに手を回してシートを倒した。そして、私を助手席のシートに仰向けに寝かせ、押し倒した。

　ギシリと音がして助手席が軋む。その音が妙にいやらしく耳に届いた。

　驚いたのも束の間、部長は真剣な眼差しで私を見つめ、そしてゆっくりと顔が近づいてくる。

　ふたり分の身体の重みで、またギシリと助手席の軋む音が聞こえた。その音を聞いた途端、私の頭の中でなにかが弾け飛んだ。

　唇には柔らかな感触。部長の体重を感じると、途端に身体の奥が熱くなった。

　触れ合うようなキスは、すぐに熱く激しいものへと変わった。舌先が口内にするりと侵入し、粘膜の気持ちのいい部分を掻かき乱す。

　気がついたら部長の背中に手を回して、ぎゅっと抱きしめていた。

　久しぶりのキスに溺れていた。部長からも我を忘れているのが伝わってくる。

　激しい息遣いに、暴れる舌先。スーツ越しでも体温が上がっているのが分かる。

　私で欲情してくれているのが嬉うれしかった。

　車の中で、助手席のシートを倒しながら密事にふける。

　相手は憧れていた上司。身体が熱くなるのを止められるわけがない。

　部長の手が、なにかを探るように私の太ももを這はった。タイトスカートがめくれ上がって、今にも下着が見えそうで恥ずかしい。でも下着の奥はとても熱くなっていて、拒む気持ちを消し去ってしまう。

　何度も顔の向きを変え、舌を絡め合う。私の全身が、部長を求めていた。

　その時、トントンと車の窓ガラスを叩く音が聞こえて、私たちはハッと我に返った。ふたりとも慌てて上体を起こし、乱れた髪や服を整える。

　部長は運転席側に戻り、窓ガラスを開けた。

　すると、黒い傘をさした中年男性が車内を覗のぞき込むように顔を寄せた。

「困るんですよね～、ここに駐車されると」

　顔を見ると、話しかけてきたのは大家さんだった。

「でもここ、来客用駐車場ですよね？」

　部長が落ち着きはらった顔で応対する。

「そうですけど、使う時は予約してくれないと」

　大家さんが不快感を露あらわにした顔で言ったので、私はふたりの間に割り込むように慌てて身を乗り出した。

「すみません！　私、ここの住民なんですけど、送ってもらっただけで。もう降りますから！　すみません！」

　何度も頭を下げながら謝った。

　こんなことでトラブルを起こしたくないし、部長に迷惑をかけたくない。

　助手席のドアを開けて、勢いよく外に出る。雨は強く、すぐにびっしょりと濡ぬれた。

「部長、ありがとうございました」

「礼はいいから、早く建物に入れ」

　深々とお辞儀をすると、部長は急せかすように早口で言った。

「はい」

　部長に再び頭を下げて、不機嫌な表情の大家さんにも頭を下げて、四階建てマンションの入り口に走った。屋根の下に入り、息を切らしながら振り向くも、暗くて部長の顔は見えなかった。

　大家さんに睨にらまれているのが気まずいのか、すぐに部長はエンジンをかけて車を発車させた。

　きちんと会話もできないまま呆あっ気けなく別れてしまい、ため息が漏れる。

　おぼつかない足元で部屋に入ると、そのままベッドにダイブした。

　胸の鼓動がまだバクバクと鳴っていた。そっと指先で唇に触れると、部長の唇の感触を思い出して、途端に顔が赤くなった。

　……キス、しちゃった。

　枕に顔を埋める。

　なんてことしちゃったんだろうという気持ちと、恥ずかしい気持ちと、嬉しい気持ちが相まって、意味もなく叫びたい気分だった。

　大きな声を出す代わりに、足をバタバタさせる。

　キスされたくらいで、思春期の女の子みたいに動揺している。でも、恋愛経験が浅い私にとっては一大事件だったのだ。

　付き合ってもいない人とキスするのは初めてだった。しかも、ただのキスじゃない。身体の芯が燃え上がるような激しいキス。

　それに加えて、部長の手は私の太ももを触っていた。もしもあの時、大家さんが来なかったらどうなっていたんだろう……。

　そこまで考えると、私はまた叫び出したくなった。

　恋人でもない人と、なんてことをしてしまいそうになったんだろう。その上、部長は私の上司だ。

　でも、どうして部長は私にキスなんてしたんだろう。しかも、突然に。

　考えても考えても、理由は分からなかった。

　ただ、ひとつだけはっきりしているのは、明日も部長に会うということ。それも、当たり前だけど、会社で。

　何事もなかったかのように振る舞わなきゃいけないし、仕事もしなきゃいけない。

　だけどこんな気持ちのまま、仕事なんかできそうにない。

　ここまで会社に行くのが憂ゆう鬱うつになったのは、三年ぶりかもしれない。

　あの時のことを思い出すと、今でもズキリと胸が痛む。

　でも、三年前の憂鬱さとは少し違う。

　部長に会うのは気まずいけれど、嫌ではない。会えることが、どこか嬉しい気持ちもある。

　それでも……社内恋愛なんて、したいとは絶対に思わないけれど。










元彼は同期




　都心の一等地にそびえ立つ、グッドデザイン賞を受賞した二十三階建ての本社ビル。その上部の外壁には、『エリオスター』と社名が大きく飾られていた。

　電子機器を扱うエリオスターの知名度は高く、就職したい会社トップテンに毎年ランクインしている。

　そんな会社に奇跡的に就職できた私は、白を基調としたオシャレで近代的なデザインのオフィスの片隅で大きなため息を漏らしていた。

　分厚い書類の束をシュレッダーにかけながら、寝不足の目を擦こする。

　先月に二十八歳の誕生日を迎えたから、就職して早六年になる。

「なんてことしちゃったんだろう、私は……」

　昨日の出来事を思い出すと、頭が痛くなる。

　いくら雷に驚いたからといって、後先考えない行動を取ってしまったことが嫌になる。

　悩みの種の相手である部長を目で追うと、彼は自分のデスクに座り、パソコンと向かい合って黙々と作業をしていた。眉間に皺しわを寄せた顔には、いつものように、〝話しかけるなよオーラ〟が漂っている。

　最初は苦手だったのにな……。

　そう思いながら見つめていると、彼が突然顔を上げた瞬間、目が合った。

　うわっ！と心の中で叫びながら、慌てて目を逸らす。そして、すぐに後悔した。

　あからさますぎだ。もっと自然に目を逸らせばよかったのに。これでは、じっと見ていたことがバレバレだ。

　ああもう、だから嫌なんだ。社内の人と〝男と女〟を意識する関係になるのは。

　胸が痛いくらい鳴る心臓を必死で静めて、今度は気づかれないように様子を窺うかがうと、既に彼は何事もなかったかのように仕事を続けていた。

　いつも眉間に皺を寄せていて、寡黙で無愛想。でも、顔はとびきりかっこいい。

　ただでさえ近寄りがたいのに、イケメンだとなおさら敬遠してしまう内気で地味な私にとって、部長は遠い存在だった。その上、仕事はミスなくパーフェクトにこなすし、なにを考えているのか分からないし、とにかく怖くて苦手だった。

　でも一緒に仕事をするうちに、部長は感情表現が苦手なだけで、本当は優しくて器の大きい男らしい人なんだということが分かってきた。

　その頃から、苦手だった上司が尊敬する上司に変わって、どんどん憧れるようになった。気づけば、部長に褒めてもらいたくて仕事をしている自分がいた。

　ああ、まずいと思った時にはもう遅かった。好きになっていた。

　社内の人だけは好きにならないと決めていたのに。三年ぶりに恋した相手が、まさか自分の上司だなんて。

　コントロールできない自分の感情に、我ながら呆あきれかえる。

　……昨日、どうしてあんなことになったんだろう。私たちはただの上司と部下で、それ以外のなにものでもなく、特に仲がよかったわけでもなかったのに。

　どうして部長は、私にキスなんてしたんだろう。

　書類の束を抱えながら、一枚一枚シュレッダーにかけていく。

　私のもやもやとした恋心も、こんなふうに破かれてしまえばいいのに。そうしたら、こんなに悩むことはなかった。

「はあ……」

　本日何度目かのため息を盛大に吐き出した。

「湯浅」

　優しい声色がして振り向くと、ため息の源が私の後ろに立っていた。

「部長！」

　私は一歩仰け反って、驚きの声を上げた。

「これも、シュレッダーにかけておいてくれないか？」

　十枚ほどの書類を部長の手から受け取る。

　ここは会社。私情を持ち込んではいけない場所だ。

「はい、分かりました」

　必死に作り笑いを浮かべる。

「さっきからため息ばかりしているようだが……」

　部長が一歩近づいて、私の顔を見つめる。

　ため息してるの見られてたんだ！　ていうか、そんなにため息ついてたんだ。しっかりしろ、私！

「それに、なんだか目が少し赤い。寝不足か？」

　部長は指先でそっと私の前髪を上げ、覗き込むように顔を近づけてきた。

　近い、近い！　顔が近すぎます、部長！

「いえ、違います！　えと、花粉症で！」

　顔が赤くなっているのを気づかれたくなくて、咄とっ嗟さに顔を背け、部長から距離を置いた。

「そうか、大変だな」

　背が低い私の顔を覗き込むように見ていたせいで少し屈んでいた姿勢を正し、直立した部長。その姿を目の前にすると、やっぱり大きいなと見上げてしまう。

　私の身長は一五三センチで、部長はたぶん一八〇センチくらいはあると思う。

　長身で端正な顔立ちに、抑えようとしていても胸がときめいてしまう。

「どうした？」

　じっと部長の顔を見つめる私を不審がって、再び部長がぐっと顔を近づけた。

　思わず昨日のキスを思い出してしまい、かあっと顔が赤くなり身体が固まった。

「顔も赤くなっているようだが。風邪でも引いたのか？」

　顔を近づけたまま、やたら優しい声色で部長は言う。

　顔が赤いのは、あなたのせいです！　なんてことを言えるはずもなく、身体を硬直させたまま、やっとのことで言葉を吐き出した。

「だ、大丈夫です。ご心配なく……」

　まるでロボットのように口だけを動かす。

「そうか、あんまり無理するなよ」

　ポンッと私の頭を撫なで、今まで見たこともない格別の笑顔を見せて去っていく部長。

　私は放心状態でしばらく動けずにいた。

　ええと、ええと、ちょっと待って、なんであんなに優しいの？

　部長は寡黙で無愛想で、一見怖そうに見えるけど本当は優しい人で……。そう、優しい人なんだけど、あんなふうに優しいわけではなくて。……ええと、ええと、あれはいったい、あの笑顔はいったい、あの〝頭ポン〟はいったいっ！　ああ、もう、頭ぐちゃぐちゃで、わけ分かんないっ！

　私は固まったまま、頭はフル稼働で支離滅裂なことを考えていた。

「お～い、みあ！」

　遠くから自分を呼ぶ声がして、ハッと我に返る。

　入り口のドアを開けてオフィスの中に入ってきた人物は、私が我に返ったことを知ると大きく手を振った。

　狩かり倉くら 守まもる。私の同期で、営業部のエースだ。人懐っこい性格の爽やかなイケメンで、彼のファンはとても多い。

　人事や総務の机が並んだオフィスを横切りながらこちらに向かってくる間に、知り合いを見つけては手を振り、挨拶しながら進んでくる。

　オフィスの片隅にいた私のところにようやく辿たどり着いた時、私はあからさまに嫌な表情をした。

「会社で、下の名前で呼ぶのやめてよ」

「ああ、ごめん、ごめん。でも、みあだって俺のことを守って呼んでるだろ」

　会った途端に私に怒られて、守はバツが悪そうにポリポリとこめかみを掻いた。

「そうだけど、皆に聞こえるような大きな声では呼んでないでしょ」

「大丈夫だよ。誰も気にしてないって」

　確かに、オフィスに響き渡るような大きな声で平然と下の名前で呼ぶのも、守のキャラクターが周知されているからか、誰にもなんとも思われていない。

「まあ、いいけど。なんの用？」

　私は守に背中を向けてシュレッダーをかける作業を再開した。

「なんだよ。今日は機嫌が悪いな」

　そりゃ悪くもなりますよ。社内恋愛恐怖症になった元凶が目の前に現われたら。

　無視して作業を続ける私にひるむことなく、馴なれ馴れしい口調で話しかけてくる。

「今夜の同期会、みあも来るよな？」

　今から夜が待ちきれないといった様子で、声が弾んでいる。

　……同期会。そうだった。昨日の出来事が強烈すぎて、すっかり忘れていた。

　なんだか気が乗らないけれど、幹事に出席の返事を出してしまっていたから、今さら変更するのも気が引けた。

「うん、行く予定」

「やった！　行く楽しみが百倍増えた」

　守は喜びを噛かみしめるように、両手で拳をぐっと握った。

　なんで私が行くことで、楽しみが百倍も増えるのよ。ていうか、百倍って。

　あまりに子どもっぽい表現に、真面目に受け取ることがバカらしくなる。

「皆で集まるの久しぶりだもんね」

　さっきの言葉をスルーする。いちいち真に受けていたら、会話にならない。

「そうだよな。一年ぶりくらいじゃないか？」

　流された本人も、まったく気にしていない様子だ。

　軽いなぁ。守は誠実で一いち途ずそうだと周りから思われているみたいだけど、なんで皆そう思うのか不思議。まあ、かくいう私も三年前まではそう思っていたけど。

　誠実で一途そうっていうのは、部長みたいな人のことをいうんだと思う。だって部長は嘘うそなんてつけなさそうだし、歯の浮くような甘いセリフなんか言いそうにないもん。実直で真面目で、不器用で……。

　ああ、また部長のことばかり考えてる。もしかして、完全に好きになっちゃったってこと!?　どうしよう。

「――みあ！　みあ！」

　守から二回も名前を呼ばれて、我に返る。

　しまった、完全にひとりの世界に入ってた。

「ああ、ごめん」

「どうした？　さっきもボーッとしてたし。悩みごとでもあるのか？」

　心配そうに顔を覗き込まれて、慌てて笑顔を作って手を横に振る。

「ううん、ちょっと寝不足なだけ。悩みなんてあるわけないじゃん」

　守は口を真一文字に結んで、じっと私の顔を見つめた。

「なに、そんな真面目な顔して。守らしくない」

「……みあは、いつもひとりで抱え込むから心配なんだよ。『悩みごとなんかない』って、いつもニコニコ笑ってるけど、人一倍傷つきやすくて悩むタイプだって知ってるから」

　そう言われて、胸が大きくドクンと鳴った。

　これだから元彼って存在は嫌。私のことを知りすぎてるから。気を張っている時にそんなこと言われたら、泣きたくなるじゃない。

「俺には弱みを見せていいんだからな」

　守の真剣な眼差しに、付き合っていた頃を思い出す。

　私が落ち込んでいると、いつもそう言って支えてくれた。

　そんな優しい守が大好きだった。とても頼りにしていたし、彼の前ではありのままの自分でいられた。

　あの頃の気持ちを思い出して、苦しくなる。

　別れてから三年も経つのに。早く忘れてしまいたいのに。守はこうやって相変わらず私の前に現れて、治りかけていたかさぶたを剥はぎ取ってしまう。

「……そういうこと、言わないで」

「え？」

　ボソリと呟つぶやいた言葉は、守には聞こえていなかったみたいだ。

　でも、それでいい。今は、ただの会社の同期。恋人でも友達でもない。もう二度と守に本音は話さないって決めているから。

「ううん、なんでもない。本当に大丈夫だから心配しないで」

「でも――」

「今日の夜楽しみにしてるね！　じゃあ私、忙しいから！」

　なにかを言いかけた守の言葉を掻き消すようにして、早口で言った。笑顔を作って、逃げるように自分のデスクに戻る。

　まだシュレッダーをかける作業は終わっていなかったけれど、今すぐ終わらせなければいけないものじゃない。守が自分の部署に戻っていってからやればいい。それよりも、今は開いた傷口がこれ以上大きくならないように自分を守らないと。

　逃げることも大事。これは、辛かった三年の間に学んだことだ。

「ああ、またな……」

　守は口を閉じて、下を向きながらオフィスから出ていった。

　私以外の人には分からないだろうけれど、守が落ち込んでいるのは、背中を見るだけで分かる。だって、二年半も付き合っていたから。

　だからきっと、守も私の作り笑顔が分かったんだろう。

　分かってほしいと思っていないのに、バレてしまう。分かりたいとも思っていないのに、気づいてしまう。

　だから嫌なんだ、社内恋愛ってやつは。忘れたくても忘れさせてくれないから。

　会社から歩いて十分の居酒屋。よくウチの社員が利用しているので融通が利く馴染みの店だ。

　隠れ家的な外観で、創作料理がおいしく価格も良心的。ゆっくり落ち着いた雰囲気で大人数が飲めるこの店は、同期会にはぴったりだった。

　終業時間が午後六時で、午後七時スタートだったにも関わらず、メンバーのほとんどが仕事を早く終わらせて店に到着していた。

　今日来る予定の人数は二十三人。

　地方や海外で働くメンバーや、技術や研究で工場に行っているメンバーも入れたら、実際の同期数は三百人以上いる。けれど、本社に勤務しているのは三十人足らず。最初は四十人以上いたのだけれど、転職や寿退社などでだんだん減っていった。

　残っている同期は戦友みたいなもので、他の社員よりも特別な存在。だから皆、忙しい中でもこうして集まったんだと思う。

　三つ並んだ八人がけのテーブルにめいめいが座り、近くの席になった人と談笑していた。

　店内を見渡すけれども、守の姿は見えなかった。

　楽しみにしてるって言ってたのにな、と思いつつも、いなくて少し安心している自分もいた。

「守っち、まだ来てないね」

　女の子数人が残念そうに肩を落とした。

「守は営業だから、そんな簡単に抜けられないだろ。先に始めてようぜ」

　幹事の言葉に皆が納得して、店員に次々とドリンクを頼んでいく。

　守は、プロダクトマネージャーと呼ばれる、ひとつの製品に特化して開発やマーケティングも行う営業マン。略して『ＰＭ』と呼ばれる部署は営業の中でも花形職で、私たちの年代からは守しか採用されなかった。

　入社当時から将来有望だった守は、当然女の子たちからすごくモテる。だから、社内で私と守が付き合っていたことを知る人は、守の親友・吉よし川かわ君と、もう辞めてしまった美み奈な子こ、ふたりの同期だけ。

　地味で目立たない私が人気者の守と付き合っているなんて知られたら、変なやっかみを受けるかもしれないと思ったから、内緒にしようと私が提案したのだ。

　乾杯をしてから三十分後。

　どんどん盛り上がっていく店内に、守が走って入ってきた。

「ごめん、遅れた！」

　息は上がってるし、額には汗がじんわり浮き出ている。会社から店まで走ってきたのかもしれない。

「守っち、遅ーい」

　少し酔っぱらい始めた女子たちが口々に言った。

「わりぃ、わりぃ。定時前に急な仕事が入って」

　守は絡んできた女性たちが座っているテーブルではなく、まっすぐに私のいるテーブルに腰を降ろした。

「それでよくこの時間に帰れたな」

　入社当時からの守の親友、吉川君が言った。

　吉川君は経理部で、眼鏡をかけていていかにも真面目そうな顔をしている。守とは正反対の性格のように見えるけれど、不思議と気が合うらしい。

「気合で終わらせてきた」

「さすが守」

　吉川君の隣に座った守は「あっちぃ」と言いながら、中指で豪快にネクタイを緩めた。

　第一ボタンが外され露わになった鎖骨と突起した喉仏に、つい視線が集中してしまう。

　すると、私の視線に気がついたのか、こちらを見てニッと笑って手を上げた。

　私は気がつかなかったふりをして、乾杯してからまだ半分しか減っていない生ビールをゴクリと飲んだ。

　私と守との距離は、同じテーブル席といっても斜め向かいの端同士。できれば別のテーブルになりたかったけれど、仕方がない。

　きっと守は吉川君がこの席にいたから、こちらのテーブルを選んだんだ。深い意味なんてなにもない。だから、守のことを必要以上に気にするのはやめよう。

「守っち、こっちおいでよ～」

　女子五人が集まって飲んでいる席からお呼びの声がかかった。

　正直少しほっとした。

　同じテーブルに座っていると、嫌でも会話が聞こえてくるし、会話に入らなければいけない場面が絶対にくる。

　でも、守は苦笑いをしながら首を振った。

「吉川と話したいことがあるから、ごめん」

「え～」と非難めいた声が上がったけれども、別のテーブルに座っていたふたりの男子が生ビール片手に「俺らで我慢しろよ～」と女性たちのテーブルに移動した。

　すると彼女たちはまんざらでもなさそうな顔で「仕方ない、我慢してやるか～」と言って楽しそうに飲み始めた。

　守は安あん堵どした様子で、届いたばかりの生ビールを一気に半分ほど飲んだ。

「話したいことってなんだよ」

　吉川君が訝いぶかしげに言う。

「ないよ、そんなの」

「けっ、相変わらずモテるね～」

「好きな子からモテなきゃ意味ないし」

　守は憮ぶ然ぜんとした顔で、枝豆をポリポリ食べている。

　すると吉川君は驚いた顔をして、守にずいと近寄った。

「えっ！　好きな子できたの!?」

　守は大きな声を出した吉川君の顔を、さも迷惑そうに眉をしかめて見つめ返した。

「ずっと前からいるし。変わってねぇよ」

　守の言葉に、吉川君は「なんだ」と言って椅子に深く座り込んだ。

　……好きな子、いたんだ。まあ、彼女がいるって言われたって、別に落ち込むことはないけれど。

「いい加減、そろそろ諦めればぁ？」

　吉川君は呆れたように言った。

　守は相変わらずの表情で、枝豆を口に運ぶ。

「諦められないから、今でも好きなんだよ」

「守は一途だねぇ」

　ふたりの会話を聞いていた同じテーブルに座っている人たちが、うんうんと吉川君の言葉に賛同するように頷うなずいた。

　私は守を一途だとは思わない。どんなに長い間、報われない相手に恋をしていたとしても。絶対に、なにがあっても、思わない。

　守の話の流れで、話題が皆の恋愛話へと移行した。結婚している人もいるけど、まだ独身の比率のほうが多い。

「みあちゃんは、彼氏いるの？」

　向かいの席に座っている総務部の望もち月づきさんに聞かれた。

　吉川君と守の動きが不自然に止まる。

「ううん、まだいないの。最近は、勇気を出して合コンとか街コンとかに参加するようになったんだけど、全然ダメ」

　私は苦笑いしながら言った。

「そうなんだ。じゃあ、誰かいい人いたら紹介するね」

「うん、ありがとう」

　私の恋愛話はなんのおもしろみもなく膨らみそうにもなかったので、望月さんは次は私の隣の席の梅うめ本もとさんに彼氏の有無を聞いている。

　皆の豊富な恋愛話を笑顔で聞きながら、少し焦りを感じていた。

　出会いを求めていることは事実だ。社内恋愛はしたくないけれど、恋愛はしたい。恋愛というか、結婚がしたい。

　ただ、焦ってはいるけれど、職場以外に出会いを求めても全然いい人が現れない。しかもかなり近いところに、剛田部長という素敵すぎる独身者がいる。つい比べてしまって、恋愛にまったく発展しなかった。

　そういえば部長、どうしてるかな。

　部長のことを思い出すと、ほっこりした気分になって頬が自然と緩んでしまう。

　これを恋と呼ばずしてなんと呼ぶのか。

　ああ、なんで部長と同じ会社なんだろう。でも、同じ会社じゃなければ出会ってなかったもんなぁ。

　皆の話を聞いているふりをしながら、ちゃっかり部長のことを考えていたら、名前を聞くだけで鳥肌が立つ人物の話題が上がった。

「そういえば、知ってる？　美奈子、離婚したんだって」

「え～！」と驚きの声が一斉に沸き立った。

　彼女の近況なんて聞きたくなかった。

　守を見ると、彼も私と同じように青ざめている。

　その姿を見ると、いてもたってもいられなくなって、ぐいっと生ビールを飲み干した。

　お酒に弱くて生ビールなんて本当は飲めないけれど、乾杯の時くらいは飲めるようになりたいと思って頼んだそれを、初めて飲みきった。なんだか無性に喉が渇いて、すぐにおかわりを注文する。

「なんで離婚したの？」

「それは分かんない」

　隣のテーブルの会話なのに、やけに耳に入ってくる。

　すぐにおかわりの生ビールが届いて、またゴクゴクと半分ほど飲んだ。

「みあ、そんなに飲んで大丈夫か？」

　守が心配そうに私に聞いてくる。

「大丈夫。お酒に強くなったの」

　私の口調には棘とげがあった。

　なんともないふりをしたいけれど、今でも震えるくらいトラウマなのだ。私が社内恋愛を頑かたくななまでに避ける理由は、守と、そして美奈子のせいでもある。

　心の傷は身体の傷と違って、なかなか治ってはくれない。

　そのうち、話題は経理部の杉すぎ原はらさんの恋こい話ばなに移って、ほっとしたのも束の間、今度はなんだかおかしなくらい心臓がバクバク鳴っていた。

　最初は美奈子の名前を聞いたせいだと思っていたけれど、どうやらこれは生ビールのせいらしい。頭がフラフラしてきて視界が歪ゆがむ。

　これはまずいと思って席を立ち、化粧室に向かった。

　皆の前ではなんとか平気なふりをして歩いたけれど、化粧室に続く細い廊下で、店内からこちらの様子が見えないことを確認すると、ほっと安堵して壁に手をついた。

　足がガクガクしている。本当はまっすぐ歩くのも難しかった。

　ああ、まずい、どうしよう。帰りたくても、とてもじゃないけれどひとりで駅まで歩いて帰れる状態じゃない。お酒が弱いのに、生ビールを一気に飲むんじゃなかった。

「大丈夫？」

　後ろから声をかけられて、慌てて姿勢を直して振り向く。

　そこには、首を傾げて心配そうに見ている吉川君がいた。

「うん、全然平気！」

　こんな状態になってしまったのは自己責任なので、迷惑をかけるわけにはいかない。しかも友達との飲み会ならまだしも、社内での飲み会だ。なんとかこの状態を皆にバレずに切り抜けたい。

「それならいいんだけど。なんか辛そうに見えたから」

「そんなことないよ。どうしたの？　吉川君もトイレ？」

「いや、湯浅に聞きたいことがあって……」

「聞きたいこと？」

　吉川君は言いにくそうに私から視線を外して、頬をポリポリと掻いた。

　わざわざ皆から見えないところで聞くほど言いにくいことってなんだろう。

　なかなか言いださない吉川君に催促したいのをぐっと堪こらえて、彼が話すのを待った。

「……守のこと、どう思ってる？」

　ようやく聞けた質問が守に関することで、なんだか拍子抜けした気分だった。

　どうもこうも、守とはとっくに終わっている。それは吉川君も知っているはずだ。

「どうも思ってないよ。守とはただの同期だもん」

　すると、吉川君は複雑そうな表情を浮かべた。

「守は、まだ湯浅のことが好きなんだ」

　吉川君の言葉に唖あ然ぜんとした。

　好き？　守が私を？　さっき、ずっと好きな人がいるって言ってたのは、私のことだったの？

「まさか。吉川君の勘違いじゃないの？」

　私の顔は引きつっていた。

　だって、守と私は三年も前に終わっている。

「いや、勘違いなんかじゃない。守は湯浅と別れたくなかったんだ。別れた後もずっと好きだって言ってた。ずっと好きでい続けるとも言ってた」

　吉川君の告白に、私はなにも答えることができなかった。

　守が私と別れたくなかったことは知っている。別れる時に何度も『やり直したい』と言われた。

　誰かに好意を持たれるのは嬉しいけれど、守は別だった。むしろ、なにを言っているの？と怒りたい気分だった。

　どの口が言うの。あなたは、自分がなにをしたのか分かっているの？

「そんなこと聞いても、もうどうにもならないよ。私と守は、三年前に終わっているんだから」

　冷たく言い放つと、吉川君はすがるような眼差しで私を見た。

「守がしたことを許せない気持ちは分かる。でも、人間誰でも間違いを犯すことはあるだろ？」

　……間違い。あれは間違いなのだろうか。

　心がますます冷えていく。

「取り返しのつかない間違いだってある」

「人生に、取り返しのつかないことってあるのか？　あるんだとしたら、守はこの先どうやって生きていけばいいんだよ」

　吉川君の目にうっすらと涙が浮かんでいた。

　私だってずっと聞きたかった。私はこれからどうやって生きていけばいいんだろうって。今ようやく前を向いて恋愛したいとまで思えるようになったのに、また傷口をえぐられるようなことを言われて、私だって泣きたいよ。

「吉川君が守のことを心配していることは充分分かった。でも、私の気持ちは変わらないから」

　私は吉川君の顔を見ずに、踵きびすを返して化粧室へと向かった。

　女子トイレの中に入り、壁にもたれかかりながら、ずるずると下がってしゃがみ込む。三年前の感情が溢あふれ出してくる。

　お願いだから、その話題には触れないで。もう思い出したくないの。こんな感情も、思い出も、なにもかも。

　私だって必死に生きてきたんだから。世界が一瞬にして絶望に変わったあの日から、這いつくばってここまで来たんだから。

　涙が溢れて止まらなかった。

　私はいつになったら呪じゅ縛ばくから解き放たれるのだろう。守と一緒の会社にいる限り、やっぱり終わらないのだろうか。

　何度も何度も考えて、いつもすんでのところで思いとどまっていたことを、また再び考える。

　……会社、辞めようかな。

　フラフラと立ち上がり、泣いて化粧が落ちたところを簡単に直す。

　やっぱり今日はもう帰ろう。幹事にだけ帰ることを告げて、店を出たらタクシーを拾おう。それまでなんとか気を保たなきゃ。会社を辞めるか辞めないかは、また明日考えよう。

　下を向いたまま女子トイレから出たので、男子トイレから出てきた人とぶつかってしまった。

「あっ、すみません」

　慌てて顔を上げ、ぶつかった相手を見て心臓が胸から落ちそうになる。

「ぶ、部長!?」

　私が驚いて声を上げると、同じく部長も驚いた顔で私を見下ろした。

「湯浅。どうしてここに？」

「同期会をこのお店でやっていて……。部長こそ、どうしたんですか？」

「俺は営業部時代の後輩と飲んでいて、今帰るところだったんだ。どこら辺にいたんだ？」

「あそこです」

　私は皆がいる方向を指さした。

　胸がドキドキ高鳴っている。ずっと落ち込んでいたのに、部長の顔を見ただけで気持ちが色めきだす。

　部長は私が指さした方向を見て、「ああ、そっち側にいたのか。俺は反対側にいたからまったく気がつかなかった」と言った。

　パーテーションで区切られていたから、私も他のお客さんをまったく見ていなかった。

　ここは会社から近いし利用している社員が多いから、部長がいても不思議ではないけれど、まさか一緒のお店にいたなんて。

「なんか顔が蒼あお白じろい気がするんだが、大丈夫か？」

　突然、顔がぐいと近づいてきたので、びっくりして後ずさった。すると、ただでさえフラフラなのに、急に動いたせいで足がカクンとなった。

「きゃっ」

　尻餅をついて倒れそうになったとき、すんでのところで腕と腰を支えられた。

「大丈夫か!?」

　部長が緊迫感のある声で言った。

「あ、はい、すみません」

　本気で心配してくれているのが伝わってくるので、なんとか平気なふりをしたいのだけれど、気持ちとは裏腹に身体の力が抜けていく。立ち上がりたくても立ち上がれず、そのまま座り込んでしまった。

「具合が悪いのか？」

　部長も膝をついて、私の目線に合わせてくれる。

　部長の顔を見ると、無性に抱きつくたくなった。

　抱きついて、その胸の中で大声を出して泣きたい。でも、この衝動的な気持ちは封印しなくちゃ。理性を保たないと。

　首を振って、「大丈夫です」と繰り返す。

　何度も言っている時点で、『大丈夫じゃない』と言っているようなもの。それは頭の片隅では分かっているのだけど、お酒の回った頭は、半分は理性があっても半分は自分でもなにをしているか分からない状態になっていた。

「分かった、帰ろう」

　部長はひょいと私を持ち上げて、いわゆるお姫様抱っこをして立ち上がった。

「え!?　待ってください。後輩と一緒にいるんじゃないんですか!?」

「さっきトイレに行く前に会計を終わらせてきたんだ。急用ができて先に帰るとメールすればいいさ」

「で、でも！」

「こんな状態の湯浅を放っておけるわけないだろ」

　子供を叱りつけるような、有無を言わせない表情。

　心配してくれているのは嬉しいけど、部長に迷惑をかけるわけにはいかない。

「大丈夫です、本当に。大丈夫ですから！」

　慌てて降りようとする私に、部長は「危ないから動くな！」と一喝した。

　部長にお姫様抱っこされているなんて、夢みたい……じゃなかった。部下としてまずいでしょ！

「降ろして降ろして降ろして～！」

「だから、危ないから動くなって言ってるだろ！」

　部長とバタバタとやり合っていると、後ろから「ふたりでなにしているんですか？」という冷静な声が聞こえた。

　ああ、会社の人に見られてしまった。こんな失態、恥ずかしすぎる！

　恐る恐る部長の肩越しに後ろを覗くと、そこには部長を睨みつけるように仁王立ちしている守の姿があった。

「守っ！　なんで!?」

「みあが帰ってくるの遅いから心配して見に来たんだよ。まさか部長といちゃついてるなんて思わなかったから」

　守はかなり不機嫌な様子だった。

　けれど部長は、お姫様抱っこをしている姿を見られても焦る様子はないし、下ろしてくれる気配すらない。

「いちゃついてるんじゃなくて、これは――」

「湯浅が立っていられないほど酔っているようだから、上司として部下を送ろうとしているまでだ」

　酔っぱらっている上に、こんな姿を見られて動揺してしどろもどろになっている私の代わりに、部長が私の言葉を遮るように説明した。

「ああ、そうだったんですね。じゃあ、もう大丈夫です。俺が送りますから」

　守は、部長から私を引き取ろうと近づいた。

「いや、俺が送る。君は宴会の途中だろ？　俺はもう帰るところだったから」

「部長もこの店で飲んでたんですね。でも、酔った相手を介抱するのは一緒に飲んでた人間の責任です。みあの上司だろうと、この場では関係ない」

　険のある言い方に、見ているこちらがハラハラするくらいだった。

　けれど、部長も負けずに強い口調で言い返す。

「いや、俺が送る」

「どうして」

「こんな状態の湯浅を放っておけないからだ」

　守は驚いて、言葉を呑のんだ。

　部長の言葉はまるで、私のことが好きだと言っているように聞こえた。

　私も一瞬ドキリとしたけれど、そんなことあるはずがないと、すぐに疑問を打ち消した。

「それは上司としてではなく、男としてみあを放っておけないって意味ですか？」

　守は、ケンカを吹っかけるように睨みつけて言った。

　なんてことを聞くのよ、守は！

　私は慌てて会話に入り込んだ。

「あのっ！　ふたりとも、私はひとりで帰れます！　というか帰ります！　部長、そういうわけなんで下ろしてください！」

「ダメだ」

　一刀両断される。

「ダメって……そんな……」

「ほら、帰るぞ」

　守とのやりとりはこれで終わりとばかりに、部長は私を抱えたまま歩きだした。

　守はあまりにも強引な部長に呆気にとられて、無理やりにでも止めるべきか考えあぐねている様子だった。

　その横を、部長は私を横抱きにして悠然と通り過ぎる。そして、二、三歩進んだところで足が止まった。

「ああ、そういえば、さっきの返事をしてなかったな」

　部長はひとり言を呟くように言った。

『さっきの』って、上司としてじゃなく男としてなんちゃらかんちゃらってやつだよね。もう、上司としてに決まってるでしょ。答えるまでもないですよ、部長。

　守は振り向いて、固かた唾ずを飲んで部長の次の言葉を待っている。

　部長は、一拍分置いて口を開いた。

「もちろん、男としてだ。だから君には送らせない」

　そう言うと、部長はすっきりしたように軽快に歩きだした。

　守も私も驚いて言葉が出なかった。

　心臓が暴れだして、顔が一瞬にして火ほ照てる。

　きっとこれはお酒のせいだ。

　そう思わないと、叫び出してしまいそうだった。

　部長は店の通路を渡り、出入り口に向かっていく。

　同期たちがいるところとは反対の場所を通ったので社員に見られることはなかったけれど、店にいるたくさんのお客さんにお姫様抱っこで運ばれる姿を目撃された。

　背が高く、人目を惹ひきつける容姿とオーラがある部長はただでさえ目立つのに、私を横抱きにして歩いているのだから注目度は半端じゃなかった。

　それなのに、部長はまったく気にする様子もなく堂々と歩いている。

　店を出て大通りを歩くと、さらにたくさんの人目に晒さらされた。

「ああ、もう恥ずかしくて死んじゃいそう」

　思わず本音が零こぼれてしまった。

「そんなに恥ずかしいなら、俺の胸に顔を押しつけておけばいい。周りが見えなければ案外気にならないものだ」

　部長は前をまっすぐに見て、こともなげに言う。

「部長は恥ずかしくないんですか？」

　見上げて言うと、部長は『当たり前だ』と言わんばかりのポーカーフェイスで言った。

「気にしている場合じゃないだろう。湯浅がこんな時に」

　私のことを第一に考えてくれているのが優しい口調から伝わってきて、胸がトクンと高鳴る。

「私は、大丈夫ですよ」

　嬉しいけれど、やせ我慢を言う。恥ずかしさの裏返しだ。

「完全に酔っているヤツほど、自分は大丈夫だと言うんだ。俺が見る限り、大丈夫そうにはまったく見えない」

「でも私は大丈夫なんです。まだ理性は残ってるし……」

「じゃあ、まっすぐ歩けるか？」

「……それは、無理かもしれないですけど」

「ほら、大丈夫じゃないだろ」

　部長は笑った。

　部長と話していたら、もう周りが気にならなくなった。しかも、いつもより自然に話せているのが嬉しい。

「お、タクシーが来たぞ」

　見ると、前からちょうど空車のタクシーが走ってきた。

　部長が手を挙げてタクシーを止める。そして私をゆっくりと後部座席に座らせると、私の隣に座り、運転手に行先を告げた。

　送ってもらったばかりなので、安心して任せられる。

　車が発進すると、急に眠くなってきた。これでようやく帰ることができると思うと、気を張っていた糸が切れてしまったようだ。

　後部座席にもたれかかりながら、うつらうつらしていると、部長の優しい声が聞こえてきた。

「着いたら起こすから、寝ていいぞ」

　落ち着く部長の声。

　寝不足だったから、一気に疲れが出てきたのかもしれない。お言葉に甘えて寝てしまおう。

　部長がいれば安心だ。無事にマンションまで送り届けてくれる。

　どこかの道で急カーブがあったみたいで、身体ががくんと反対に傾いた。

　部長の匂いがする、温かい。もしかして部長の肩にもたれかかってしまったのかもしれない。ああ、でももう眠い。ちょっとだけ、お借りしてもいいですか？　すぐに起きますから。ちょっとだけ……。

　眠りの中にほとんど落ちてしまっている私は、部長に語りかけているつもりが声になっていなかった。

　そして私は……幸せな夢を見た。部長と手を繋つなぎ、身体を寄せ合っている夢だった。










シングルベッドで腕枕




　目が覚めると、そこには知らない男がいた。

　……なんて、お酒の失敗談でよく聞く話。

　へえ、本当にそんなことがあるんだぁと友達のリアルな経験を感心しながら聞いていたけれど、自分には絶対そんな日は訪れないと思っていた。

　だって今までお酒に酔って理性をなくしたことなんてないし、記憶だって飛んだことがない。貞操観念だってしっかりしているほうだと思うし、そこまで酔い潰れるほど、バカみたいに飲む性格でもない。

　それなのに、なぜか今、ベッドの中で男の人に腕枕をされている。

　今日は土曜日だから会社に行く必要はないし、このまま二度寝をしようかと思って布団を引き上げた時、首のあたりに硬いなにかを感じた。なんだろうと思って目を斜め下に向けると、それはどう見ても男の人の手だった。

　恐る恐る振り向くと、やっぱりそこには男の人が眠っていた。けれど、俯うつむいて眠っているので顔がよく見えない。

　覗き込んで顔を確認しようとすると、「んんっ」と低い声と共に動いたので、慌てて身体の向きを元に戻した。心臓がバクバクと鳴っている。

　この人はいったい、誰？　昨日、どうやって帰ってきたんだっけ。トイレに行ったところまでは覚えてるんだけど……。

　昨日のことを思い出そうとして、まずはゆっくりと深呼吸をした。

　確か、トイレから出てきたところで誰かにぶつかって……。ああ、そうだ、部長！　部長とぶつかったんだ！　それで、なぜか部長にお姫様抱っこされてタクシーに乗って……。

　断片的な記憶だけれど、そこまでは思い出すことができた。でも、タクシーに乗った以降の記憶が、キレイになくなっていた。

　ということは、私のベッドで一緒に寝ている後ろの人物はまさか……。

　もう一度、ゆっくりと後ろを振り返る。

　するとそこには、毎日きちっとスタイリングされている髪が乱れ、前髪が額にかかり、いつもより幼く見える部長の端正な寝顔があった。

　やっぱり！

　再び私は身体の向きを変えた。

　部長と一夜を過ごしてしまっただなんて、とんでもない失態だ。知らない男の人と一夜を共に過ごすより部長とのほうが何倍もいいけれど、なかったことになんて絶対できない。きっと会社で顔を合わせるたびに思い出してしまう。

　なんてことをしてしまったんだろう、私は。しかもまったく覚えてない。

　やっちゃったんだろうか、部長と。キスだけではなく、最後まで。

　震える手で、布団の中をめくって服を確認する。

　ブラウスと、下着のみ。ブラジャーとパンツはつけているけど、ストッキングは穿はいていない。

　……ああ、終わった。

　私はうなだれて布団に顔を突っ伏した。

　私が動いた反動のせいか、部長が再び「んんっ」と声を上げて動いた。

　わわ、どうしよう。起きちゃった？

　慌てて息を殺して石化する。

　すると部長の手が伸びてきて私の肩を掴み、くるりと回転させて自分の胸へと引き寄せた。

　ベッドの中で抱きしめられる。

　たぶん寝ぼけているだけだから深い意味なんてないんだろうけど……。

　部長の胸は素肌だった。

　部長の匂い。部長のぬくもり。包み込まれるような感触が心地いい。

　この胸の高鳴りは絶対に恋だ。どうしよう、好きな気持ちを抑えられない。

「おはよう、湯浅」

　部長の胸に顔を押しつけていたら、耳元で囁ささやかれた。仕事で聞く声とは違う優しい声で、耳元に息を吹きかけられるようなくすぐったい気持ちがした。

「起きてたんですか!?」

　驚いて顔を上げると、部長はとても穏やかな顔で微笑んでいた。

「さっき起きた」

　寝起きの部長は、独特の色気を身にまとっていた。アンニュイな様子がどこかセクシーで、落ち着いた大人の男の余裕さえ感じられる。

　寝ぼけてはいないようなのに、抱きしめた手を離してはくれない。

　やっぱり私たちは昨晩、深い仲になってしまったんだろうか。

「あの、部長、私、昨日……」

　途切れ途切れに話して、部長の様子を窺う。

　部長はなにひとつ変わらぬ顔で、「ああ、うん」とだけ言った。

　それだけじゃあ、私が昨日なにをしたのか分からない。

「私、昨日、部長になにしました？」

　思いきって尋ねると、部長はきょとんとした顔で私を見て、それからニヤリと顔を綻ほころばせた。

「……すごかったよ」

　すごかった!?　なにが!?

　顔がん面めん蒼そう白はくになる。

　私はいったい、なにをしたの？

　動揺する私に、部長は昨日あったことを話しだした。

「『帰らないで』って泣きながら抱きついてきて……」

「えぇ!?」

　大きな声を出して驚く私を見て、部長はおもしろそうに笑いながらさらに言葉を続ける。

「抱いてって言うからさ……」

　やだ、私、自分から誘ったの!?

「嘘っ！」

「うん、嘘」

　部長は平気な顔をして言った。

「なにが嘘なんですか？　からかわないで本当のこと教えてください！　私、全然覚えてなくて……」

　思わず眉間に皺を寄せて、部長を睨みつけた。

「すまん、すまん。抱いてっていうのは嘘。でも、『帰らないで』って泣きつかれたのは本当だ。本当は送り届けたらすぐ帰る予定だったんだ。勝手に上がった上、泊まってしまってすまなかったな」

「いえ……。私のほうこそ迷惑かけたみたいで。じゃあ、昨日はなにもなかったってことですか？」

　私の問いに、部長は一瞬視線を泳がせた。

「セックスしたかどうかってことを聞いてるんだよな？」

　直接的な言葉にドキリとした。部長の口からその言葉が出てくると、なんだか戸惑ってしまう。

「は、はい」

「それならしてないよ」

『それなら』って、どういうことだろう。でも、ひとまず安心した。酔って覚えていないけれど、部長としてしまったわけじゃなくてよかった。

「でも、どうして私、脱いでるんですかね？」

「それは……。湯浅が『暑い』って言って突然脱ぎだしたんだよ」

　またしても、顔から血の気が引いていく。

　なんてことをしたんだ、私は。

「すみません！」

　勢いよく頭を下げて謝る。

　すると部長は私から視線をずらして、「いや、俺のほうこそ……」となにか後ろめたいことでもあるかのようにボソボソと言った。

「もしかして、やっぱりなにかあったんですか？」

　探るような上目遣いで部長を見る。

「酔い潰れている女性を無理やり襲うほど鬼畜じゃないさ」

　部長は苦笑いしながら、ベッドから起き上がった。

　スラックスは穿いていたものの、上半身は裸。やっぱりなにかあったんだろうかと思ったけれども、部長の言うように、酔い潰れている女性を襲うような人じゃない。疑うほうが失礼というものだ。

　私から背を向けてワイシャツを着る部長の後ろ姿を見ていると、後ろ髪が寝癖で跳ね上がっていることに気がついた。

「部長、もしよければシャワー浴びていきますか？」

　部長は振り向くと、遠慮がちに口を開いた。

「いいのか？」

「はい。いろいろとご迷惑をおかけしましたし。嫌でなければ使ってください」

　部長は少し考えるように間を置いて、「すまない。使わせてもらう」と言い、お風呂場に向かった。

　部長がいなくなり、少ししてからシャワーの流れる音が聞こえてくると、ほっとしてベッドから起き上がる。

　ブラウスを着ているとはいえ、こんな格好で部長の前には立てない。

　部屋着に着替えて身なりを整えると、冷蔵庫を開けてなにを作ろうか考えた。

　部長はたぶん洋食より和食派だろうな。あんまり待たせてもいけないから、手早く作れるものにしよう。

　数十分後、スラックスにワイシャツ姿の部長が戻ってきた。

　お風呂上がりで髪の毛をセットしていないためか、いつもより柔らかい雰囲気に見える。

「ドライヤーとタオルも貸してもらった。すまない」

「いいえ、とんでもないです。今、朝ご飯を作っているので、そこで座って待っててください」

　私の部屋は十四畳のワンルームで、奥の壁際にベッドがあり、中央には丸テーブルと低めのソファが置いてある。キッチン側には小さめのダイニングテーブルと、友達が来た時用に椅子は二脚添えられている。

　座ってもらおうとソファを指さすと、部長は感心した顔つきでエプロン姿の私を見た。

「朝食も作ってくれているのか。申し訳ないな」

「私のほうこそ、ご迷惑をかけた上に醜態を見せてしまったようなので、これくらいさせていただかないと会社で合わせる顔がないです」

　部長がソファに座ったことを横目で確認すると、コーヒーメーカーで作った、淹いれたてのエスプレッソをカップに注ぎ、丸テーブルにそっと置いた。

「部長はブラックでしたよね？」

「ああ、すまない」

　部長は、普段の威厳のある姿とは違い、気まずそうにかしこまっていた。

　そんな様子がおかしくて、お盆で口元を隠しながら「ふふふっ」と笑うと、部長は不思議だという顔で私を見た。

「なんだか今日の部長、『すまない』ばかり言っています」

「それは、そうなるだろう」

「いつもは怖い顔して仕事してるのに。今の部長はまるで借りてきた猫みたいですよ」

「怖い顔とは心外だな。まるでオフィスではいつも威張っているようじゃないか。ただ真剣に仕事すると口数も減るし、目つきが鋭くなってしまうんだ」

「ええ、知ってます」

　いつも一生懸命にがんばっている部長を、近くで見ていましたから。最初はただ怖いと思っていたけれど、不器用な優しさもひたむきさも、今では誰よりも理解しているつもりです。

　そう心の中で呟いた。

　すると部長は照れたように視線をずらして、「そうか」とひと言だけ発した。そしてカップを摘み上げ、微笑みを浮かべた。

「ありがとう。いただくよ」

　部長は会社でも、デスクにコーヒーを持っていくと、どんなに忙しくても必ず顔を上げて目を合わせてからこの言葉を言ってくれる。

　とっつきにくい印象で恐れていたのだけれど、毎回きちんとお礼を言ってくれるので、もしかしたら見た目が少し恐いだけで、根は優しい人なのかもしれないと思ったのは、このコーヒータイムがきっかけだった。

「ええ、どうぞ」

　私はつい癖で、一礼してから踵を返した。キッチンに戻り、もうすぐご飯が炊けることを確認して最後の仕上げに取りかかる。

　炊きたてのご飯としじみのお味み噌そ汁。そして、作り置きしてあった大根の漬物と、ひじきと豆の煮物、さっき簡単に作ったなめこのおろし和えをひと口サイズの小鉢に入れた。最後に、鮭さけの塩焼きに大葉と大根おろしとすだちを添えて完成だ。

　ついでに冷蔵庫に明太子もあったので出しておこう。

　小さめのダイニングテーブルに並べると、時間をかけずに作ったにも関わらず、なかなか豪華な見た目になった。

　ソファから移動してきた部長は、出来映えに目を丸めた。

「すごいな、こんな短時間で」

「たまたま作り置きしてあった食材があったので。残り物ですみません」

「そういえば、毎日弁当作ってきてるもんな」

「はい、料理を作るのは昔から好きで、なにより節約になりますし」

　部長と私は朝食を前にして、向かい合わせに座った。

「それに、趣味は掃除なんだろ？」

「趣味というか、ストレス発散方法が掃除なんです。力を込めて雑巾がけするといい運動になるんですよ。あっ、冷めちゃうので食べましょう」

　ふたり揃そろって「いただきます」と手を合わせると、食事に手を付けた。

　部長はお味噌汁をすすると「うまい！」と大きな声で言ってくれた。

「いい奥さんになりそうだな」

　部長は目を細めて、とてもおいしそうに食べながら言った。

　喜んでくれているのが伝わって、くすぐったいような嬉しさが込み上げてくる。

「もらってくれる人がいないんですけどね」

　照れ隠しに自じ嘲ちょうしながら言った。

「もらっていいなら、ぜひとももらいたい」

　真面目な顔をして言うので、つい笑ってしまうと、「わりと本気なんだが……」と部長は呟いた。

　部長でも冗談を言うんだと思うと、なんだか新鮮だった。

　しかも、女性を持ち上げるようなセリフ。お世辞だと分かっていても、嬉しくなってしまう。

　部長はご飯をおかわりして、出した食事を全部食べてくれた。そして食後に急須で淹れたお茶を飲んで、少しゆっくりしてから帰っていった。

『駅まで送ります』と言ったのだけれど、頑として断られた。

　食事が進まない私を見て、二日酔いしていると気づかれてしまったようだ。あまり長居してはいけないと気を使ったのかもしれない。

　部長がいなくなると、少し寂しくなった。

　もしも部長と付き合えたら、こんな感じに過ごすんだろうなと想像して、付き合えたらきっと幸せだろうなと思った。

　だけど……怖い。付き合うことも怖いし、好きになって傷つくのも怖い。

　好きと言われたわけでもないのに、付き合うことを考えてしまっている自分に呆れる。

　それでも、どうしてもいろいろと考えてしまう。

　芽生えた恋心が完全に花開いてしまった時、どうやって枯らしたらいいのだろう。

　本当は枯らしてしまいたくないからこそ、苦しくて切なくて、どうしようもないほどやるせなかった。

　自分の心臓から部長に対する恋心をむしり取って、海に投げ捨てられたらいいのに。でも、もしそうできたとしても、私はきっと捨てることなんてできない気がする。投げ捨てようと振りかぶって、そして握りしめたままどうすることもできずに立ち尽くすんだ。

　部長に対する想いはそれほどまでに大きくなっていて、私にとってとても大切なものになっている。

　好きです、部長。

　そう言いたくて、たまらない。










記憶のない一夜　～部長目線～




　俺は、彼女のマンションを出て駅に向かってひとり歩いていた。昨日と同じスーツは、少しくたびれてしまっている。

　しかし、俺の心は不思議と爽やかだった。それは彼女への想いが、さらに深まったからかもしれない。

　彼女は前から気になる存在だった。なにに対しても一生懸命で、気が利いて優しくて……。目立つような美人ではないけれど、彼女の笑顔は人をほっとさせる不思議な魅力を持っていた。

　いいなと漠然と思っていたけれど、『好き』とはっきり言えるほど強い気持ちではなかった。プライベートでの彼女のことはいっさい知らないし、よく話す間柄でもなかったから。

　けれど、一昨日――雷雨が激しかった夜から一変した。

　彼女に抱きつかれた瞬間、突然俺の中でなにかが弾けて彼女にキスをした。

　そして、俺の中ではっきりと分かったことがある。

　彼女のことが好きだ。正確には、好きになってしまったというほうがしっくりくるかもしれない。

　久しぶりに人を好きになった。

　今までは仕事のことばかり考えていて、恋愛をする気さえ起きなかった。あまり気が多いほうではないから、人を好きになること自体が少ない。その分、一度好きになるとその気持ちはなかなか消えない。

　昨晩は、酔った彼女を家まで送り届けてそのまま帰るつもりだった。彼女のことは好きだが、好きだからこそ大切にしたいと思っていた。突然あんなキスをしてしまったから、なおさらその気持ちは強かった。

　なのになぜ、あんなことになってしまったんだろう。どうすることがよかったのだろう。

　俺は、彼女はまったく覚えていないと言った昨夜の出来事に思いを巡らせた。




　――乗り込んだタクシーは、目的地である彼女のマンションに向かって走りだした。

　発車してほんの数分ほどでうつらうつらとまどろむ彼女。

　かなり酔っているなと思っていたけれど、もしかしたら予想よりもきつい状態だったのかもしれない。彼女はいつだって無理をしてしまう性格だから。

　急カーブで車体が揺れて、彼女の身体が俺にもたれかかってきた。

　彼女は俺の肩に頭を寄せながら、寝息をたてる。

　無防備なその寝姿がかわいくて、思わず微笑んだ。

　俺はタクシーの運転手に道順を教えながら、どさくさに紛れて彼女の手を握る。強引だったけれど、送っていけてよかったなと思った。

　昨日、彼女とキスをして確信した。

　俺はこの子が好きだ。

　今までは、部下だからとか、まだ彼女のことをよく知らないし、などと理由をつけて、この気持ちから逃げていた。気になる存在だったけれど、確信を持って『好きだ』と言えるほどの強い気持ちではなかった。

　でも昨夜、抑えきれなくなった理性に気づかされた。分かったからには、もう気持ちは抑えない。

　マンション前に到着し、彼女に何度声をかけても揺り動かしても、まったく起きる気配がない。とりあえず外の空気に当たれば起きるかと思い、再び彼女を抱きかかえてタクシーを降りる。

　冷たい夜風を浴びた彼女は、「う～ん」と眉間に皺を寄せて半分ほど目を開けた。

「おい、着いたぞ。歩けるか？」

「……歩けない」

　まだ完全に酔っている。

　こんな彼女を放っておけるわけがないので、彼女の部屋まで送ることにした。

「部屋はどこだ？」

「四階……です」

　目は瞑つむっているが、眠っているわけではなさそうだ。完全に寝てしまわないうちに部屋まで行かないと、中に入れなくなる。

　四階に着き、「部屋はどれだ？」と聞くと、部屋番号を言った。

　その部屋のドアに行き、「鍵はどこだ？」と問う。

　すると、カバンを指さした。どうやらカバンから取れと言いたいらしい。

　仕方なく彼女を一回地面に下ろして、カバンを開ける。

「中を見るぞ。いいんだな？」

　彼女は壁に寄りかかったまま、うんともすんとも言わない。

　すまん、と一応心の中で謝ってからカバンの中を探す。

　中はキレイに整頓されていて、鍵はチャックのついた小さなポケットの中に入っていた。

　鍵を取り出し、ドアを開ける。彼女を玄関に座らせ、靴を脱がした。

　さすがに中に入るのはまずいだろうと思いながらも、靴を脱いだそばから玄関で寝てしまっている彼女を見て、また心の中ですまんと呟いて中に入る。

　彼女を抱きかかえ、通路を進みドアを開け、ワンルームの部屋に入った。

　落ち着いた色合いで統一された女の子らしい部屋。散らかっている様子もなく、彼女の几き帳ちょう面めんさが表われていた。

　彼女をベッドに横にさせ、布団をかけようとして手が止まる。

　ジャケットは脱いでおかないと皺になるな。

　ジャケットを脱がすと、白いブラウスから胸の形が見えて、ドキッとする。

　いかん、いかん。よこしまな気持ちは慎まないと。ただでさえ、昨日大変なことをしてしまったのだから。

　布団をかけて、彼女の寝顔を見つめる。寝息をたてている唇が半開きで、思わず吸い込まれそうになった。

　もう一度、キスしたい。

　そう思ったけれど、酔った彼女を部屋の中まで送った挙句、黙ってキスしたらさすがにまずいだろう。

　次にキスをする時は、彼女に了解を得てからだ。『好きだ』と告げて、恋人になれたら、その時は思う存分キスしよう。だから今は我慢だ、我慢。

　寝ている彼女の頭を撫で、欲望を押し止とどめるように大きく深呼吸した。

「じゃあな」

　そう言って、立ち去ろうとした瞬間、腕をがしりと掴まれた。驚いて彼女を見ると、うっすらと目を開けて俺のことをじっと見上げていた。

「帰らないで」

　とても切ない表情をしながら訴えかけられる。

「だが……」

　彼女の手をやんわり解ほどくと、彼女は上半身だけ起き上がり抱きついてきた。

「ひとりにしないで……」

　彼女はか細く震えながら、俺を放すまいと必死で抱きついている。まるで子供が母親から離れるのを嫌がるみたいに。

　そんな彼女を見ていたら、胸が痛くなってきた。

「どうしたんだ」

「一緒にいて。もうひとりは嫌」

「そうはいっても……」

「お願い、帰らないで」

　彼女は何度も「帰らないで」と繰り返しながら、しくしくと泣きだした。

　泣き上じょう戸ごなのだろうか。

　困り果てながら、子供をあやすように彼女の頭を撫でる。

「分かった、帰らない。一緒にいる」

　すると彼女はピタリと泣き止んで、俺の手を引っぱりベッドに招き入れようとする。

「待て待て、それはまずい」

　俺がベッドに入ることを拒むと、彼女はまた泣きだした。

　泣き真似などではなく大粒の涙を零しながら傷ついている表情を浮かべるので、根負けしてジャケットだけ脱いでベッドの中に入った。

　彼女は俺の胸に顔を寄せながら、満足そうな笑みを浮かべて瞳を閉じる。

　彼女のベッドの中で彼女に抱きつかれながら、天井を見上げてため息を吐いた。

　この状況はいろいろとまずい。

　もちろん嫌なわけではないし、嬉しい気持ちも当然あるわけだが、それ以上に性欲を我慢するのがきつかった。

　酔った部下を送っていき、同じベッドで寝るなんてダメだろ。

　そう思っていたはずなのに、彼女の涙を見たら帰れなくなってしまった。

　酔いすぎて泣いているだけには見えなかった。彼女の表情から、逼ひっ迫ぱくしたなにかを感じた。

　いつもの柔和な笑顔に隠されている心の痛みのようなものが垣間見えてしまったから、そばにいてほしいと望むなら叶かなえてあげたいと思ってしまった。それがたとえ、自分の倫理に反していても。

　羊が一匹、羊が二匹……。

　天井を見上げながら、できるだけ彼女のぬくもりを意識しないように努める。できるだけ、よこしまな考えが浮かばないように。

　羊が三匹、羊が四匹……。

　腕に当たる彼女の胸のふくらみに意識が向かないように。

「暑い……」

　突然彼女がむくりと起き上がって、おもむろにストッキングを脱ぎ始めた。

　確かに、ストッキングをしたまま寝るのは暑いし窮屈だろう。

　脱ぐのを止めずにいたら、今度はスカートも脱ぎ始めたので、さすがに慌てた。

「待て待て！　それはさすがに……」

　狼ろう狽ばいしながら止めにかかると、彼女は何事もなかったかのようにベッドの中に滑り込んだ。そして再び俺を抱き枕代わりにしながら、満足げに眠りについた。

　慌てたせいで、心臓がバクバクと高鳴っている。

　しっかりと見てしまった柔らかそうな白い太ももと、チラリと見えた薄桃色の下着に下尻……。もはや、羊が一匹と数えることすら不可能なほど動揺していた。

　大きく息を吐いて起き上がりベッドを出ようとすると、彼女が起きてしまった。

「帰るんですか？」

　彼女も上半身だけ起き上がり、心配そうな目で俺を見つめる。

「いや、帰らないよ。ここにいる。ただ、俺は床で寝るから」

　なるべく彼女を不安にさせないように優しい口調で言った。

　それなのに彼女は俺にすがりつくように抱きついてきた。

「嫌です。隣で寝てください」

　まいったな……。

　俺は天井を見上げながら、大きなため息を吐いた。

　昂たかぶる気持ちを抑えすぎて、もう余裕がなかった。それなのに、こんなに煽あおるようなことをされては、『襲ってください』と言われているようなものだ。

　酔っている女性に手を出してはいけないと分かってはいても、これはさすがにひどすぎる。

「自分がなにを言っているのか分かっているのか？　酔っているとはいえ、男にそんなことを言うものではない」

　つい、きつめに言ってしまった。彼女を大切に想うからこそ、自分を大切にしてほしかった。

　すると彼女はじっと俺の顔を直視して、ゆっくりと口を開いた。

「……部長だからです。ここにいるのが部長だから、そばにいてほしいんです。他の人には、こんなこと言わないです。部長じゃなかったら、家まで送ってもらったりしません。部長だから――」

　その瞬間、また俺の中でプチッとなにかが切れた。彼女が言い終わらないうちに、言葉を塞ぐように口づけた。

　もう止められない。こんなことを言われて、止められるわけがない。

　彼女をベッドに押し倒し、深い口づけをする。舌を絡め、彼女を求める。彼女の指に自分の指を絡め、空いているほうの手で自分の体重を支えた。

　ふたりの吐息とリップ音が部屋に響き渡る。

　車の中での出来事が思い出される。彼女を助手席に押し倒して何度もキスをした昨夜の感情が、まざまざと甦よみがえるようだ。

　あの時は大家の登場で我に返り止めることができたが、今度はもうなにも止めるものはない。

　自分の服を脱ぎ、上半身だけ裸になった。そしてキスをしながら、彼女の胸をブラウス越しに揉もみ上げる。

「あっ……」

　すると、彼女の口から吐息ではない高い声が漏れた。顔はとろんとしていて、目は虚ろだ。

　首筋にキスを落とすと、彼女の背中が仰け反った。

「つっ……」

　震えているような声に、俺はハッとして顔を上げた。

　すると彼女は先ほどまでの表情とは打って変わって、怯おびえたように泣いていた。

「どうした？」

　彼女の顔がよく見えるように顔を近づける。

「ごめ……なさい……」

　彼女は両手を口に当て、抑えきれなくなったのか激しく泣き始めた。

「俺のほうこそすまない。無理やり……こんな……」

　目を伏せて、反省した。

　やっぱりするべきではなかったのだ、こんなこと。彼女も熱くなっているから、てっきり同じ気持ちだと思っていた。でも、俺はなにひとつ確認していなかった。

　深く落ち込む俺に、彼女は泣きながら首を振った。

「違うんです。怖いんです」

「怖い？　俺がか？」

　彼女は再び大きく首を振った。

「……セックスが、怖いのか？」

　言うのが少しためわれた。

　もしかしたらなにかトラウマがあるのかもしれないと思った。性的被害にあったとか、そういう類たぐいのトラウマを想像したのだ。

「違うんです。傷つくのが……怖いんです」

　傷つくのが、怖い？

　いったいどういうことなのか、まったく分からなかった。

　その理由を問おうにも、彼女が嗚お咽えつするほど激しく泣きだしたため、これ以上追及するのはやめた。ただ彼女と共に横になり、気持ちが落ち着くまで頭を撫で続ける。

　もう抑えきれないほどの欲求はなくなっていた。震えるように泣き続ける彼女がとてもはかなく見えて、守ってやりたいと思った。

　彼女がなにを抱えているのかは分からないけれど、支えてあげられる存在になりたい。もっと彼女を知りたい。〝みあ〟を、俺が守りたい。

　そんなことを思っていたら、彼女は俺に腕枕をされながら眠りについて、俺も気がついたら眠ってしまっていた。

　そして今朝、起きたら記憶がないと言った。

　まあ、あれだけ酔っていたら当然のような気もするが、ほっとしたような残念なような複雑な気持ちだった。

　彼女のぬくもり、彼女の声、彼女の肌。そして、彼女の涙さえもすべてが愛おしい記憶だ。

　だからこそ、俺だけが覚えていることが少し悲しくもあった――。




　駅に到着し、改札を抜ける。そして運よくすぐに来た電車に乗り込み、座席に腰かけ目を閉じた。

　彼女を前にすると歯止めがきかなくなる自分に呆れ果てる。それほど、彼女を好きになってしまったのだろう。

　昨夜の俺の行動は、よかったのか悪かったのか。たぶん、よくはなかった。しかし、また同じ状況になったら、きっと同じことをするだろう。

　だからもう、考えることはやめよう。それよりも、これからを考えよう。

　前向きな〝これから〟を。










社内恋愛はしたくない




　週明けの月曜日。

　私はいつもより早く起きて、家を出た。

　今日は朝から新卒採用説明会の手伝いで、本社から三駅ほど離れた場所にある説明会会場に行かなければいけない。

　説明会では、部長が学生たちに会社説明をするらしい。

　元は営業だったので、部長のプレゼンはとてもうまいともっぱらの評判だった。

　だから、オフィスで仕事をする部長とは違った一面が見られるかもしれないと、前から楽しみにしていたのだ。

　でも、あんなことがあったばかりだから、部長に会うのは少し気まずい。もちろん、会いたい気持ちはある。照れくさい気持ちもある。

　いろいろな感情でぐちゃぐちゃになりながら、電車を乗り継いで会場へと向かった。




　説明会会場へ来るのは初めてだったけれど、迷わず着くことができた。

　エレベーターに乗って最上階へと向かう。

　もしかしたら部長はもう来ているかもしれない。そう思うと、そわそわする。

　最上階に到着し会場内に入ると、女の子三人が忙しそうに受付のセッティングをしていた。

　彼女たちは私を見ると、笑顔で挨拶してくれて、私も慌てて挨拶と自己紹介をする。

　……今年も美人を揃えたなぁ。

　思わず感心してしまうほど、彼女たちは全員美人だった。

　新卒採用の受付のために短期派遣契約で雇った彼女たち。短期とはいえ、説明会から面接までお世話になる方たちだ。

　学生たちが最初に見る会社の顔となる人なので、顔がキレイというだけではなく素養もしっかり備わっている。

　こんな美人に囲まれて部長はこれから仕事するのかと思うと、どうせ私なんか……、と卑屈な気持ちが出てしまう。去年までは美人な派遣さんを見て、目の保養になるなぁとオジさんくさいことを思っていたのに。

「おはよう」

　突然後ろから聞き覚えのある声がしたので、心臓がドクンと大きく跳ねた。

　……部長だ！

　一気に頬が赤くなる。

　振り返り、挨拶を返そうと口を開くと……。

「おは――」

「おはようございますっ！」

　最高の笑顔で挨拶する美人さんたちに、私の声はかき消された。

　気のせいか、彼女たちの声はワントーン高く、ピンクがかっているように聞こえた。

　部長は私を含めた全員にニコリと微笑むと、そのままなにも言わず踵を返して控室に行ってしまった。

　ただ『おはよう』と言われて最後に微笑まれただけなのに、胸がキュンとときめいてしまう。

　それは彼女たちも同じだったようで、部長がいなくなってからきゃっきゃと騒ぎ始めた。

「やっぱり素敵、剛田部長」

「あの若さで部長で、しかも独身でしょ」

「スーツが似合う～」

　やっぱり部長、人気なんだ。

　モテることは前から分かっていたはずなのに、胸がズキリと痛む。

　私なんかが、本気で相手にされるはずないよね。

　付き合いたいけど社内恋愛は無理だと悩んでいたのがバカらしくなる。なんだか一気に力が抜けた。

　余計なことばっかり考えてないで、仕事しよう、仕事。

　それからは、プロジェクターを準備したり椅子の配置を整えたりなど、率先して下働きをした。身体を動かしていれば余計なことを考えずに済む。

　時々、視界に部長が見えたりしたけれど、私は目の前の作業に没頭するようにした。

　やがて会社説明会の受付時間になり、リクルートスーツに身を包んだ初々しい姿の学生たちが続々と会場に入ってきた。

　私はその様子を会場の隅に立ちながら眺めていた。

　今日、来る予定の学生は千五百人弱。午前の部と、午後の部が二回あるので、合計三回に分けて説明会は行われる。

　さらに説明会は数日に渡って行われるので、数千～数万人の学生がウチの会社に入りたいと思いエントリーしてくれたことになる。そして、この中から激戦を制した者がエリオスターに入社することができるのだ。

　毎年この時期になると、自分が学生だった時のことを思い出す。

　記念受験のつもりでエリオスターにエントリーして、あれよあれよという間に選考が進み、まさかの内定をもらうことができた。

　どうしてもこの会社じゃなければ嫌だというわけではなかったけれど、エリオスターに内定をもらったと言うと、みんなが驚き祝福してくれた。特にウチの親は、泣いて喜んでくれた。

　だから、この会社で働けるということがとても誇らしく嬉しかった。

　学生たちを見ていると、その時の気持ちを思い出して初心に返り、気持ちを引き締めることができる。辛くて辞めたいと思ったことは何度もあったけれど、そのたびに踏んばってこられたのは、こうして初心を思い出す機会があったからかもしれない。

　憧れの会社で働ける幸運を大事にしよう。そう思えるこの時期が、私はとても好きだ。

　学生たちが席に着き、いよいよ説明会が始まった。

　部長が登場すると、自然と拍手が涌き起こる。

　その拍手に応えるかのように、まったく萎縮することなく堂々と挨拶する様子は、まるで場慣れしている芸能人のようだった。

　いつもオフィスで見せる怖い顔と違って、優しい笑顔を惜しげもなく学生たちに向ける部長。

　その場にいる誰もが彼の虜とりこになっていた。

　部長は、プロジェクターで投影されたパワーポイントを使いながら、途中にジョークを入れつつ、分かりやすくスピーチしていた。プレゼン能力はピカイチと言われているだけあって、会社の短所でさえもうまく長所として説明して聴衆を惹きつけている。

　そんな部長の姿を見ていると、胸が苦しいほどキュンと締めつけられる。

　部長とキスしたこと、部長に腕枕されていたこと、それらはもしかしたら夢だったんじゃないかと思うほど、部長が遠い存在に見えた。




　無事に説明会が終わって、後片付けをしていた。総務部の部長と営業部の男性社員もいたのだけれど、説明会が終わると真っ先に帰ってしまった。

　時刻は午後七時を回っていて、午後六時までが契約の受付の女の子たちを先に帰すと、大きな会場がしんと静まり返る。さっきまで学生たちで賑にぎわっていた会場内に、ぽつんと私だけが取り残されてしまったかのようだ。

　オーディオアンプを持ち上げた時、ビルの管理人に挨拶に行っていた部長が戻ってきた。

「まだ帰ってなかったのか？」

　部長は、学生たちに見せていた明るい笑顔ではなく、オフィスにいる時の表情ひとつ変えない真面目な顔で私に近づいてきた。

　きっとこの顔が、部長の素なんだろう。

「はい。でも、これを片付けたら帰るところでした」

　すると部長はなにも言わずに、私からひょいとオーディオアンプを取り上げて、スタスタと備品庫に向かって歩いていく。

　私は慌てて部長の後を追った。

「あ、大丈夫です。私が片付けますから」

「いいよ。重いだろ」

　部長は振り返りもせずにそう言うと、備品庫にオーディオランプを置いてきた。

「他には？」

　会場内を見渡しながら、部長が聞く。ぶっきらぼうな物言いだけど、不器用な優しさが伝わってくる。

「もう大丈夫です。ありがとうございます」

　私がお辞儀をしてお礼を言うと、部長は腰に手を当てて、遠いところを見るようにして言った。

「じゃあ、帰るか。送っていく」

「え？」

　当然のように言われて、私は驚いて聞き返してしまった。

「駐車場に車を停めてある。このまま帰ろう」

　私は慌てて両手を振った。

「いいです、大丈夫です。私、会社に戻ってやることがあるので！」

　本当はこのまま直帰しようと思っていたのだけれど、断る言い訳がこれしか思いつかなかった。

　部長の申し出は嬉しいけれど、これ以上距離を縮めたくなかった。前みたいに、ただの上司と部下の関係にならないと、いつか好きな気持ちが溢れ出てしまいそうだったから。

「そしたら、会社まで送っていく」

「そんな面倒かけられません。部長、疲れているはずですし」

「少し遠回りになるくらい全然平気だ。面倒だとも思わない」

「でも、本当に、大丈夫なんで……」

　どうしよう。うまい言い訳がもう思いつかない。

「俺の車に乗るのが嫌なのか？」

　頑なに断る私の態度に、さすがに部長もおかしいと思ったらしい。私の顔を窺うようにして聞いた。

「そういうわけではないんですけど……」

　私、とても失礼な態度取っているよね。でも、一時的な感情に流されちゃいけない。

「分かった。無理にとは言わない」

　煮え切らない言葉に部長は諦めたようで、私はほっとした。しかし……。

「その代わりと言ってはなんだが、今度の週末空いてるか？」

「え？」

　突然の申し出に驚いて、思わず部長の顔を見上げる。

　部長は恥ずかしそうに、こめかみを指先でポリポリと掻いていた。

「今週がダメなら、来週でもいいんだ。仕事以外で、会いたいんだ」

　これって、もしかして……デートのお誘い？

　鼓動が高鳴る。

「あ……えっと……」

　今週も来週も空いている。基本、大した用事なんてない。いつでも変更可能な用事ばかりだ。だから、すぐにでも了承の返事をしたいところだけど……。

「ごめんなさい……」

「忙しいなら、来月でも――」

「ごめんなさいっ！」

　部長の言葉を遮って、私は大きな声で謝った。

　最初、部長は驚いた顔をしていた。けれど、すぐに私の意図を汲くんでくれたようだった。

「……そうか、分かった」

　部長は、睫まつ毛げを伏せて呟くように言った。

　私はこの場にいるのが耐えられなくなって、「じゃあ、私、会社に行かなきゃいけないんで！」と言って、逃げるように会場を出た。

　ビルを出て、夜空を見上げる。高層ビルの最上階はまだ明かりがついていた。

　あそこに、部長がいる。

　そう思うだけで、泣けてきた。

　泣くくらいなら、断らなければいいのにと自分でも思う。

　これから、なにかが始まりそうだったのに。部長は、私をデートに誘ってくれたのに。このままうまくいったら、付き合えたかもしれないのに……。

　私は自分で、そのすべてを台無しにした。

　好きだけど……。好きだけど、ダメなんだ。

　社内恋愛はできない。

　社内恋愛だけは、どうしてもできない。




　部長の誘いを断ってから、四日が過ぎた。

　あれからまだ、部長とは会っていない。

　というのも部長は説明会に出ていて、私は初日の混乱を防止するために呼ばれただけなので、もう説明会に顔を出すことはない。

　会えなくて、寂しいようなほっとするような複雑な気分だった。

　部長との〝これから〟をふいにしたのは私なのに、切なくてどうしようもなかった。忘れようと思っていても、好きになった気持ちは簡単には消せない。

　もともとあまり恋をしないほうだった。一度好きになると、ずっと好きでいるタイプだから恋愛経験も少ない。

　この恋はどれくらい引きずるのだろうと思うと、ため息が出る。

　午後八時を過ぎると、オフィスからどんどん人が少なくなっていた。

　私も早く帰ろうと思って、終わった仕事を整理して帰る準備をしていた。

　パソコンの電源を切ったところで、書物庫から借りていた資料を返し忘れていたことに気づく。

　面倒くさいなと思いながらも、資料を抱えて小走りで書物庫に向かった。

　カードキーをかざし、書物庫の扉を開けると中は真っ暗だった。

「電気、電気」と呟きながら、壁に手を当ててスイッチを探す。

　スイッチを見つけてカチリと押すと、ぱっと電気が点いた。

　書物庫は四畳半くらいの小さな部屋だ。壁一面に本棚が備え付けてあり、そこにさまざまな本やＤＶＤなどの資料が置いてある。

　借りていた資料を元にあった場所に戻そうとしたけれど、一番上の棚なので届かない。しかも、いつもは置いてある踏み台もなぜか見当たらなかった。

「最悪……」

　せっかくここまで来たのに。

　低い身長を恨めしく思った。

「ん～！」

　必死で背伸びして、資料を上の棚に置こうとする。

　もうちょっとなんだけど……。

「なにしてんの？」

　突然扉の方から声がして、驚いて肩がビクッと上がった。

　振り返ると、そこには守が佇たたずんでいた。

「守！　どうしてここに？」

「課長が借りてた本を返してくるように言われて」

　守はそう言って、分厚い本を掲げて見せた。顔は少しふて腐れている。

　要はパシリかと思って、少し笑った。

「なに、届かないの？」

「そう。踏み台がなくて……」

「踏み台なんか必要ないだろと思ってたけど、必要とする人もいるんだな」

　失礼な、と思って睨みつけてやったけど、守はおかしそうに笑っている。

「貸して。この棚に置けばいいんだろ」

　守は私から資料を受け取ると、一番上の棚に難なくしまった。

「ありがとう」

　少し癪しゃくではあるけれど、一応お礼は言わないと。

「どういたしまして。小さなお嬢さん」

　お礼なんか言わなきゃよかった。

　私はぷいと顔を逸らして、帰ろうと一歩を踏み出した。

　すると、守がぐいと私の腕を掴んだ。

「待って」

「なに？」

　突然腕を掴まれたことに動揺する。

　守の顔は、真剣な表情に変わっていた。

「剛田部長と付き合ってんの？」

「は？」

　なにを言っているんだろうと思ったけど、そういえば居酒屋で部長に横抱きにされながら出ていくところを見られたんだった。

「……守には関係ないでしょ」

「やっぱり付き合ってるんだ」

　守は少し怒っているような表情をして、私を痛いほど見つめてきた。

「付き合ってないよ」

　本当のことを言う義理はないけれど、変な噂うわさを流されても困るので事実を伝える。

「本当に？」

　そう念押しされて、なんだかイラッときてしまった。

　元はといえば、あなたのせいで社内恋愛恐怖症になったのよ。守のことさえなければ、もしかしたら部長と付き合えてたかもしれないのに。

　そう思うと、理不尽な怒りが込み上げてきた。

「本当もなにも、守には関係ないって言ってるじゃん！　もう私に関わらないでよ！」

　できれば、声もかけてほしくない。会いたくもない。でも同じ会社に勤めている限りそんなことは無理だし、気まずくなるのは嫌だからずっと堪えてきた。

「そういうこと言うなよ……」

　守はひどく傷ついた目をして、弱々しく言った。

　ほら、そういうふうに傷ついた顔をするから、きつく言えないのよ。そうして私は、いつも自分の気持ちを溜ためてしまう。

　私が一番傷ついたあの時でさえも、守が悲しい顔をするから、なにも言えなくなった。本当はヒステリックに罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけて、部屋中にあるものを投げつけてやりたかったのに。いろいろな気持ちを全部呑み込んで、ただ静かに別れることを選んだんだ。

「……とにかく、私が誰と付き合おうが守には関係ないでしょ。ていうか本当に付き合ってないし。もういいでしょ。離して」

　掴まれた手を振りほどくようにして言った。

　けれど守は手の力を強めて、放してはくれなかった。

「好きだ」

　突然の言葉に、固まってしまう。

　守は真剣な表情で、切羽詰まっているようにも感じられた。

「今さらそんなこと言われても……」

　守の気持ちは吉川君から聞いていた。だからすごく驚いたわけではないけれど、実際に本人の口から言われるとうろたえてしまう。

「俺はずっとみあが好きだから。プロポーズした時の言葉は嘘じゃない。俺は、一生みあだけを好きでいるから」

　守の言葉で、一気に過去の思い出が甦ってくる。




　――守と付き合って二年が過ぎた頃の出来事だ。とても寒い夜だった。

　私が仕事でミスをして落ち込んでいると、守が私の家に来て、突然夜景を見に行こうと言いだした。

　疲れていたし、なにより寒かったからあまり気乗りはしなかったのだけれど、守なりに私を元気づけようとしてくれているのが嬉しくて、夜中だというのに車を走らせた。

　くねくねと曲がった細い道をどんどん登っていくので、どこまで行くのだろうと思いながら助手席に座っていた。

　ようやく山頂に着いて車から出ると、凍えるような冷たい風が吹いてきた。

「寒～い」と言いながら身を縮まらせると、守は自分が着ていたマフラーを私の首にぐるぐるに巻いてくれた。

「ごめん、ちょっとだけ付き合って」

　私を慰めるために連れてきてくれたのに、『ごめん』なんて変なのと思いながら、守の後に付いていく。

「あっ、ここからは目を瞑って」

　そう言われて、私は素直に目を瞑って、守に手を引かれながら歩いていった。

「まだ～？」

「まだ。もうちょっと」

　楽しみな気持ちがどんどん膨れ上がっていく。いつしか嫌なことも忘れて、笑顔が零れていた。

「ここでいいかな。目を開けて」

　守の優しい声に促されて目を開けると、想像していた以上の絶景が広がっていた。

　まるで空と地上が反対になったみたいに、真下には建物の灯りが星々のように光り輝いている。

　寒い夜のおかげで、遠くまで夜景が見渡せた。

「キレイ……」

　あまりにも美しすぎて泣きそうになった。

　山頂には私と守しかいない。こんな素敵なところに、大好きな人と一緒に見に来られて幸せだった。

「ありがとう、守」

　私は守の肩に耳をくっつけながら言った。胸がいっぱいで、寒いことなんて忘れるくらい心がぽかぽかしていた。

「なぁ、みあ。真剣に聞いてくれる？」

「急になぁに？」

　私は顔を上げて、守の目を見つめる。

　守は慈しむような瞳で、私を見下ろした。

「結婚しよう」

「え？」

　サラリと言われて、私は世界が止まったかのように感じた。

「俺は、一生みあだけを好きでいる。みあを守れるのは俺だけだって自信がある」

　守の顔はとても優しくて、私を全部包み込んでくれるような温かさがあった。

　ねぇ、守。そんな嬉しいことを立て続けに言わないでよ。

　胸が苦しいほど感動して、涙が溢れてくる。

　ねぇ、守。大好きだよ。これからもずっと、一緒にいられるの？　一緒にいてくれるの？

「返事は？」

　守は私の涙を指ですくって、笑いながら聞いた。

　そんなの、守が一番分かってるでしょ。嬉しすぎて言葉が出ないよ。言葉にしたら、もっと涙が溢れてきちゃうよ。

「守……っ！」

　返事の代わりに、私は抱きついた。ぎゅーっと力強く抱きしめる。

　愛してる、守。私、きっと日本一幸せな花嫁さんになれるね。ずっとずっと一緒にいようね。ずっとずっと、好きでいてね――。




　あの日のことを思い出して、泣きたくなった。胸が苦しくて、痛い。

「放してっ！」

　渾こん身しんの力で守の手を振りほどいて、私は走って書物庫を出た。

　……守の嘘つき。みあを守れるのは俺だけだって言ったじゃん。守るどころか、私を一番傷つけたのは誰？

　信じてたのに。幸せになれるって思ってたのに。ううん、幸せだったのに……。

　一夜にして私の世界は崩れ去った。幸せだったなにもかもが、恨めしい存在に変わった。結婚も、仕事も、大好きな守でさえも。

　もう遅いよ、守。もう、元には戻らない。




　あ～、なんか嫌なこと思い出しちゃったな。

　暗い気持ちになりながらオフィスに戻ると、既に皆帰ってしまっていた。

　しんと静まり返ったオフィスは、人がいないというだけでまったく別の場所に見えた。

　私も早く帰ろうと荷物の整理をしていると、エレベーターに通じる出入り口の自動扉が開いた。

「あっ」

「あ……」

　お互いの顔を見て、一瞬固まる。

　まったく同じ反応をしてしまったことが妙に照れくさかった。

「部長、今日は直帰じゃなかったんですね」

「ああ。溜まっている仕事が気になってな」

　部長は鉄仮面を被っているようないつもの平静な顔で、自分のデスクに向かって歩いていく。

　部長に会えて嬉しい気持ちもあるけれど、それよりも気まずい気持ちのほうが大きかった。自分から距離を置いたくせに、近づけないことが寂しくて仕方ない。

　部長は、私を気にも留めない様子で自分のデスクにある資料を見始めたので、さらに寂しさは強くなった。

　思わずため息が出そうになって、慌てて深呼吸をする。

　今さらなにを求めているんだろう。自分の感情の起伏についていけない。

　部長から視線を外し、バッグを肩にかける。

　すると、おもむろに部長が顔を上げた。

「本当は帰ろうかと思ったんだが、会社に寄ってよかった」

　なにかトラブルでもあったんだろうかと思って、再び部長の顔を見ると、優しげな微笑みを浮かべていた。

「湯浅に会えたから」

　胸がドクンと大きく鳴った。普段見せない笑顔でそんなことを言われたら、心拍数が上がってしまう。

　胸の鼓動はどんどん速くなって、顔が熱くなっていく。

　頬が赤くなっていることに気づかれたら恥ずかしいので、慌てて下を向いた。

「俺は、諦めるつもりないから」

　なんのことだろう。

　疑問に思うも、まだ顔は上げられない。

　これ以上甘い言葉を言われたら心拍数が大変なことになってしまうというのに、部長はたたみかけるように言う。

「湯浅のことが好きだ。振り向いてもらえるように、何度でも言う。俺はお前が好きだ」

　直球すぎる告白が衝撃的すぎて、思わず顔を上げて部長を見ると、とても真剣な目で私を見つめていた。

　部長がこんなに熱く愛の言葉を投げかけるなんて……。

　意外すぎるギャップに、目の前がくらくらする。ときめきすぎて倒れそうだ。

「返事はいらない。今もらっても、断られることは分かっているからな。俺と付き合うという了承の返事以外は受け取らない」

　なんて俺様発言！

　これまた意外すぎる言動に、もはや心拍数は上がっているのか止まっているのか分からないくらい動揺していた。

　言葉が見つからずに目を泳がせている私に対して、部長は余裕ある笑みを浮かべた。

「気をつけて帰れよ」

　逃げ道を用意してくれたことに感謝をするべきなのだろうか。

　私は、『お先に失礼します』の言葉さえも言えずに、勢いよく頭を下げて自動扉に突進していった。

　扉が開くのが遅くて、あやうくぶつかりそうになりながらも、すぐに開いたエレベーターに乗り込む。

　エレベーターが下降していくと、私はようやく息を吐き出すことができた。

　あやうく酸欠になるところだったかもしれない。

　私は壁に背をもたれかけながら、大きく深呼吸した。

　……今日は二回も告白された。そういうおかしな星のめぐり合わせの日だったのだろうか。それなら、今朝見た星占いで教えてほしかった。

　ああ、頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　どちらの告白も、私をひどく混乱させた。

　部長のことは好きだけれど、素直に嬉しいとは思えない。だって、気持ちに応えられない。

　好きになればなるほど、傷つくのが怖い。またあんなことがあったら、私は二度と恋愛なんてできないかもしれない。……もうあんな思いはしたくない。

　胸が、本物の針で刺されたように痛くなった。

　思い出したくなんかないのに、頭が勝手に過去の記憶を映しだす。

　このフラッシュバックに何度も苦しめられてきた。まるであの時にタイムスリップしたかのように生々しく思い浮かぶ。

　色や匂い、そして感情までも鮮明に。残酷なまでに。










裏切られた過去




　守との出会いは、もちろん会社。同期入社で、研修の時にたまたま隣の席になったことから、急速に仲よくなった。

　ずっと女子校だったから男の人と話すことが苦手だったのに、守とは不思議と馬が合った。好きなアーティストが一緒だったこと、好きな漫画が一緒だったこと、好きな食べ物が一緒だったことから、すごく話が盛り上がり自然に打ち解けていった。

　最初からこんなに楽しく話せたのは、女の子を含めても守が初めてだった。

　守はいつも皆の中心にいて、いつも誰かを笑わせていて、常に笑顔を浮かべていた。人見知りで、なかなか皆と打ち解けられずにいた私を、「みあ！」と呼び捨てにして、手招きして輪の中に入れてくれた。

　守の放つ雰囲気が好きで、守のそばにいると安心できた。

　でも守は当時からモテていたから、自分なんか相手にされないだろうと思って恋愛対象から外していた。

　守のそばにいられればいい。守とずっと友達でいたい。そう思っていた。

　今考えれば、最初から恋をしていたのかもしれないけれど、恋愛経験が極端に少なかった私は自分の気持ちに気づかなかった。いや、気づかないように蓋ふたをしていたのかもしれない。私は小さい頃からとても臆病だったから。

　それなのに、入社半年が経った頃に突然告白された時は、とても驚いた。

　私よりかわいい子は守の周りにはいっぱいいて、私を好きになるなんて物好きな男ぐらいしかいないと思っていたから。

　戸惑ったけれど、私はその場で「はい」と返事をしていた。考えるよりも先に、言葉が口をついて出た。

　私の返事を聞いた守は、思いきり抱きしめた。

　守の身体は大きくて、すっぽり包まれてしまう感覚がした。びっくりしすぎて頭が真っ白になってはいたけれど、胸がきゅーっとときめいた。

　ああ私、守のこと好きだったんだ、とその時初めて気がついた。そうしたら嬉しさが込み上げてきて、私も守をぎゅっと抱きしめ返した。




　それから順調に付き合っていって、二年の月日が流れた。

　同じ会社だから仕事の悩みも相談しやすいし、共通の知り合いも多いからいつも話題は尽きなかった。忙しくてなかなか会えない時も、会社でほんの少しだけ顔を合わせるだけで幸せな気分になれた。

　本当に楽しかったし、この幸福がずっと続くと思っていた。

　守からプロポーズされて、後日一緒に指輪を選びに行き、お互いの両親にもきちんと報告した。

　どちらの親も喜んで私たちの婚約を祝福してくれた。

　だけど幸せだった毎日は、あの日、あの時、あの一瞬で崩れ去った。

　私は二度と、あの頃のように無邪気には笑えない。それでも、知らなければよかったなんて思わない。

　だって、大げさじゃなく死ぬほど辛い思いをしたけれど、守と別れたことは今でも後悔していないから。

　あの日は、久しぶりに守が私のマンションに泊まりに来ていた。

　最近、メールの返事が遅くて、少し寂しく思っていた。でも、忙しいという守の言葉を疑いもしていなかったし、あまり負担をかけたくなくて、私からも連絡を控えていた。

　だから、守に会えることが純粋にとても嬉しかった。夕食も張りきってたくさん作った。

　もうすぐ結婚するからと料理教室に通いだしたことを、守には内緒にしていた。教室で習ったおかずのあれこれを守に披露して驚かせたかったから。

　準備を全部整えて待っていると、玄関のチャイムが鳴った。

「は～い！　今行くね」

　新調したエプロン。守、気づいてくれるかな？

　玄関を開けると、少し疲れているようだけれど、笑顔を浮かべている守がいた。

「ただいま、みあ」

　新婚さんみたいに、玄関に入るなりチュッと軽いキスをくれた。

　それだけで、今まで寂しかった思いが浄化されるみたいになくなった。

「久しぶりだね。お疲れ様。お腹空いてない？　いっぱいご飯作ったんだ」

「まじか。サンキュー。腹ぺこぺこ」

　私は守に笑顔を向けてから、夕食を温めるためにキッチンへと小走りで向かった。

　それからふたりでご飯を食べながら、他愛のない話に花を咲かせる。

　最近あまり話せていなかったから、話したいことがたくさんある。その多くは結婚式のこと。誰を呼ぶかとか、どの会場にするかとか、お色直しはどうするかとか……。

「あのね、相談したいことがあるんだけど……」

「なに？」

　守は夢中でご飯を食べていた顔を上げ、私の顔を見つめた。

「結婚式のこと。私、いろいろ調べたんだけどね……」

　そう言って、マガジンラックに並べられた数冊の結婚情報誌を指さすと、守はほんの少し顔を歪めた。

「あっ、疲れてるならいいの。今すぐ聞いてほしいわけじゃないから」

「いや、大丈夫。ご飯食べたら一緒に見ようか」

　守の笑顔に、私はほっと安心した。

　守は優しい。私が望むことなら、なんでも叶えてくれようと努力してくれる。

　結婚準備でケンカするカップルは多いとよく聞くけど、私たちは大丈夫そう。だって守は、こんなにも私を大切にしてくれるから。

　ご飯を食べ終わってから、ソファに並んで座りながら、ふたりで結婚情報誌を読んだ。

　笑い合いながら話ができて幸せだった。

　隣に守がいる。それだけで満たされた気持ちになる。

　その後、先にお風呂に入って出てくると、守がスマホをいじっていた。

　ずっと触っているので、最近ハマっているアプリゲームでもしているのだろうと思って放っておいた。

「守も入ってきたら？」

　そう言うと、守はハッとしたように顔を上げて、「うん、今入る」と言って慌てるように脱衣所に向かっていった。

　私はお風呂上がりの日課であるハーブティーを飲みながら、テレビもつけずにボーッとしていた。

　その時、テーブルに置かれたままになっていた守のスマホが揺れた。

「あっ、電話……」

　なにげなく覗き込むと、ディスプレイには【美奈子】と表示されていた。

「美奈子だ！」

　その名前を見て、嬉しくなった。

　美奈子とは同期で、時々一緒にご飯を食べに行くほど仲のいい女友達だ。

　美人で優しい自慢の友達。最近結婚して退職してからは、旦那さんと一緒で忙しいかなと思い、あまり連絡を取らなくなっていた。

　でも美奈子から辞めると聞いた時、実は私も守と結婚するんだと報告した。

　会社の人には付き合っていることも隠していたから、美奈子はとても驚いていたけれど、『おめでとう』と言って自分のことのように喜んでくれた。

　だから自分のスマホにかかってきた時のような感覚で、悪気なく通話ボタンを押した。

　これまでも、守の両親や吉川君から電話がかかってくると、守が運転中などで電話に出られない時は、『代わりに出て』と言われてしゃべっていた。だから、なんの問題もないと思ってしまった。

「も――」

「あっ守ぅ？　今どこにいるの？」

『もしもし』と言いかけて、美奈子の言葉に遮られた。

　美奈子の声は、今まで聞いたことのない甘ったるい声だった。

　なぜかぞわりと嫌な予感がした。

「あ、美奈子？　守は今お風呂で……」

「えっ！　あっ！　ごめんなさい！」

　私が話すと急に美奈子は元の声に戻って、慌てた様子で電話を一方的に切った。

　どうして切ったんだろう。私だって分からなかったのかな？　……ううん、そんなわけ、ない。

　胸がざわざわと騒いでいた。

　……たとえ私だと分からなくても、あんなに慌てた様子で切らなくてもいいはずだ。絶対になにかがおかしい。

　そもそも、守と美奈子は電話するほど仲がよかったっけ？　ふたりが親しげに話すところなんて見たことないし、ふたりからそれぞれの名前を聞いたことは一度もない。

　もはや勘とか第六感とかあやふやなものではなくて、確信に近い気持ちだった。

　手が震える。

　嘘だ。誰か嘘だと言って……。

　目を閉じて、震える手をぎゅっと握りしめるも、ざわざわした気持ちは膨れ上がる一方だった。

　これを確かめるのに、方法はひとつしかない。

　私は他人の携帯を勝手に見るなんてことは絶対にしないと決めていたのに、見なければいけないような義務感に囚われていた。

　今しかチャンスは来ないように思われた。これも、確信に近い第六感が告げていた。

　今見ないと真相は闇の中だ。どうする？　見る？　見ない？

　私は大きく深呼吸して、冷静に考えようと努めた。

　もし今見なければ、私はなにも知らないまま結婚することになる。ふたりに裏切られているかもしれないのに。

　知らなければ幸せ？　ううん、そんなの幸せじゃない。

　私はパンドラの箱を開けた。

　パスワードは知っている。守は私を安心させるために、付き合った当初からパスワードを教えてくれていた。

『見ないよ』なんて笑いながら言っていたのに、私は自分の言葉に嘘をつくことになった。

　ＬＩＮＥを見ると、未読が一件あった。美奈子からだった。

【幸せ？】

　未読はそのひと言だけだった。

　過去のやりとりを見るために、震える手で画面を上にスクロールする。

【みあの家に結婚情報誌が大量に積まれてた！】

【それは重いね（笑）】

　私がお風呂に入っている間に、チャットのように数秒感覚で大量のやりとりがされていた。

　ふたりの会話の中で見つけた守の本音。

　笑顔で楽しく話していたのに、本当は嫌々だったんだ……。

　ショックで茫ぼう然ぜんとした。でも、こんなのはまだまだ序の口だった。

【今度会う時も、いっぱい耳ちゅぱちゅぱしてあげるね】

【うん！　下のほうもよろしく（笑）】

　もはや言い逃れできないような決定的な証拠が並んでいた。ふたりの逢おう瀬せがどんなものなのか目に浮かぶように想像できてしまう。

　でも、それよりも傷ついたのは、この二文だった。

【守、大好き！】

【俺も！】

　この短いやりとりが、一番きつかった。

　生々しい内容を見ても手が震えるだけだったのに、これを見た途端、涙が込み上げてきた。もうこれ以上スクロールして、過去を遡る気さえ起きない。

　心臓の音がドクドクと鳴っているのが聞こえた。世界が一瞬にして変わったように感じる。

　涙は不思議と零れなかった。ただ、身体の震えが止まらない。息が苦しくて、何度も深呼吸するけれどうまく酸素を吸い込めなかった。

「みあ～、俺スマホどこ置いたっけ？」

　お風呂上がりの守が、のんびりとした様子で部屋に戻ってきた。

　私は立ちすくんだまま、じっと守の顔を見つめた。

　顔の筋肉がピクピクと動いて固まる。口角がだらんと下がって動かない。作り笑顔さえもできなかった。

「どうした？」

　呑気な守もさすがに私の異変に気づいたようで、一瞬で緊迫した表情に変わった。

　……この人は、誰だろう。

　守が、別人に見えた。

　私が知っている守は、優しくて純粋で、浮気とか裏切りとかそういうのが大嫌いな人のはずだった。友達が多くて、皆に慕われていて、守が浮気をするなんて誰も思わないような、そんな人だった。

　それなのにＬＩＮＥの中の守は、腹黒くて狡こう猾かつで罪悪感の欠かけ片らも見られない悪魔のような人格だった。

　……あなたは、誰？　私が愛した人は、誰だったの？

「……見たのか？」

　守は私の様子ですべてを理解したらしい。

　私は頷かなかった。

　それでも守は、なんの変化も見せない私の顔から、メールを見たのだと確信したようだ。

「みあ……」

　近づいて私の腕に触ろうとしたので、ハッとして退いた。

「触らないで！」

　思わず叫んでしまった。大好きだった守が、急にとても汚らしく感じた。

　守はとても驚いた顔をしてから顔を歪ませ、悲しそうな表情を見せた。

　どうしてあなたが傷ついた顔をしているの？　それも演技なの？　本当の守はどこにいるの？

「言い訳はしない。でも……」

「出てって。なにも聞きたくない」

「嫌だ。今出てったら別れることになる」

　守の言葉につい、ふっと笑ってしまった。

「……別れないなんて選択肢があると思ってるんだ」

　思いきり見下した嫌味が出た。

　守の表情が固まる。

　これ以上話していたら、私はきっと取り乱して今よりもっとひどい暴言を浴びせかけることになる。そんな自分の暴言にさらに傷つくことは目に見えていた。

　もうこれ以上傷つきたくない。とにかくひとりにしてほしかった。

「お願いだから、もう帰って」

　私は下を向いて、守の顔を見ないようにして言った。声が少し震えていた。

　今にも泣きだしそうになるのを必死に堪える。泣いたらもう、止まらなくなりそうだった。

「でも……」

　守はなおも食い下がる。

「これ以上、嫌いにさせないで」

　顔を上げて、涙目になりながら嘆願するように言う。

　すると守は、ハッと息を呑んだ。そして悔しそうに唇を噛みしめる。

「……嫌い、か」

　呟くように吐いた守の言葉の重みに、胸がずしんと重くなる。

　思わず『嫌い』とは言ってしまったものの、ほんの少し前まであんなに大好きだった人。すぐに嫌いになんてなれるわけがない。

　でも、前のように大好きとも思えない。平手打ちしてやりたいくらい憎らしくて、目の前で大泣きして困らせてやりたい。私がどんなに傷ついたか、ほんの少しでも伝わればいい。

「……分かった。今日は帰る。俺も今かなり混乱してて、どうしたらいいか分からない。どう償えばいいのか。どう接すればいいのか。分からない」

　守はとても憔しょう悴すいしきった様子でうなだれながら、そのまま玄関へと向かった。そして最後に泣きそうな顔で「ごめん」とひと言だけ謝って、守は出ていった。

　私は血が出るんじゃないかと思うくらい唇をぎゅっと噛みしめて、その姿を黙って見送った。

『帰って』と言ったのに、ひとりになりたいと思ったのに、いざ守が帰ってしまったら悲しくて仕方なくなってしまった。ずっと堪えてきたのに、涙が止めどなく溢れてくる。

　なんで帰っちゃうの？

　許すつもりなんかないくせに、そう思ってしまった。

　土下座して謝ってほしい。必死で涙を堪えている私に気がついて、抱きしめてほしい。そしたら私は『放して』と泣き叫びながら守の胸をバンバン叩いて逃げようとするから、力づくで抑えて、私が泣き疲れるまで抱きしめてくれたらいい。

　……でも、そんなことをしてもきっと私は許せない。

　守もそう感じ取ったのかもしれない。

　いや、違う。もしかしたら守は、私と別れたがっていたのかもしれない。もう好きじゃないから、ラッキーだと思ってすぐに帰ったのかもしれない。

　そして守は、美奈子の元に向かうんだ。人妻の美奈子の元に。

　そう思うと悔しくて、胸が焼けそうなくらい苦しくなった。いてもたってもいられなくなって、身体を引き裂いて胸の痛みを取ってしまいたくなった。

　守と美奈子が笑い合っている姿を想像するだけで吐きそうだ。

　これは本当に現実なんだろうか。守と美奈子がそんな関係だったなんて……。そんなの、夢にしたって悪趣味すぎる。誰か嘘だと言って！

　子供みたいに声を上げて泣く。涙が溢れて止まらない。

　痛い。胸が痛いよ。誰か助けて。

　私はうずくまり、お腹を抱え込むようにして、内側から来る強烈な痛みと戦っていた。

　どうして守は浮気したの？　どうして相手が美奈子なの？　いつからふたりは付き合ってたの？

　なにがいけなかったの？　私がいけなかったの？　バレたら私が傷つくと分かっているのに、どうしてふたりは関係を持ったの？

　ねぇ、守……。美奈子のことが好きになったなら、どうして会うなり笑顔でキスしたの？　泊まりに来たの？　どういう気持ちで、私が作ったご飯食べてたの？

　守がなに考えてるか、全然分かんないよ。いつから変わってしまったの？　それとも、最初からそういう人だったの？

　私のこと一生好きでいるって言ったじゃん。みあのこと守れるのは俺だけだって言ったじゃん。あれも全部、嘘だったの？

　涙がずっと頬を流れ続けている。

　息ができないくらい苦しい。胸の痛みはどうやったら治まるのだろう。

　ねぇ、守……。どうして美奈子なの？　私と友達なの知ってるじゃん。それに美奈子は結婚してるんだよ。人妻に手を出しちゃダメっていう倫理観すらなかったの？　最低すぎて言葉が出ないよ……。

　美奈子も、私と守が付き合ってるの知ってるのに。結婚して幸せそうだったじゃん。なんで？

　たくさんの疑問が次々と浮かんでくるけれど、その答えを知ることはできない。




　それから私は、週末を家に引きこもって過ごした。

　その間、いっさい食べ物を食べなかった。食べたいという気さえ起きなかった。このまま食べなければ死ねるかな、なんて思ったりもした。

　死にたい。そればかりが頭を支配した。

　世の中に男はたくさんいて、これからも楽しいことがいっぱい待っている。

　そう思おうとするのだけれど、生きるのが怖くなってしまった。

　私は、これからなにを信じればいいの？　もう、人間が怖いよ……。

　優しくされても、笑顔を向けられても、心の中ではどう思っているか分からない。

　私はすっかり人間不信に陥っていた。

　そして週明けの月曜日。

　守がいる会社に行かなければいけないことが、なによりも苦痛だった。

　体調が悪いという理由で休もうかと何度も考えたけれど、結局いつかは会社に行かなければいけない。それに、一度休んだらもう行けなくなる気がした。

　だから吐きそうなくらいしんどくても、なにも食べてないフラフラの状態でも、這はってでも会社に行かなきゃ。

　私はなんとか自分を鼓舞し、会社に向かった。

　会社ではどこにいてもなにをしていても、ただひたすら怖かった。

　いつ守と鉢合わせするのか。守と会ったらどうすればいいのか。周りに気づかれないように、平常心でいられるだろうか。

　そればかりが心を占めて、泣きそうになるのをぐっと堪えていた。

　これが続くんだ。こんな生活が毎日……。

　どうして社内恋愛なんてしてしまったんだろう。もしも会社とは別の場所で出会っていたら、がむしゃらに仕事をしていれば束の間でも忘れることができたかもしれないのに。

　完全に関係を断ちたいと思っても、同じ会社で仕事をしている以上、それは絶対に無理だ。周りに気づかれないように、いつも通りに接しなければいけない。

　どうやったら忘れられるんだろう。ここで仕事をしている以上、無理なのかな。私は恋人と友達を同時に失った上に、仕事まで失わなきゃいけないのかな。

　私、なにか悪いことしたの？　なにもかも失わなきゃいけないようなこと、したの？

　それからの毎日は、針のむしろのような生活だった。

　一週間経っても、一カ月経っても、胸の痛みは取れなかった。むしろどんどん悪化しているようだった。

　守の連絡先は消した。着信拒否もＬＩＮＥブロックもした。会社では会わないように細心の注意を払っているし、守がほんの少し見えただけで、すぐに別の場所に移動するようにしている。

　だから、守とはあれからなにも話していない。話したくもない。

　それでも、毎日が辛くて仕方なかった。会社ではいつもビクビクしているし、家に帰ってきても、守との思い出の品がありすぎてどうしても思い出してしまう。

　守に関連する物は、全部捨てよう。家も引っ越そう。貯めていた結婚資金があるから、それで家具も変えよう。

　なにかしないと、このままでは私は壊れてしまう。私を治療できるのは、結局私だけなんだから。私が行動しないと傷は治らない。

　一カ月半経って、ようやくそう思えるようになった。

　守と交際していることは学生時代の友人は知っていたけれど、まだ誰にも守と別れたことを言っていなかった。言ったら絶対泣いてしまうと分かっていたから、親にも伝えられていない。

　でも、そろそろ言わないと。

　前に踏み出すために、私はあるところに行く決意をした。




　守にプロポーズされた場所に着いた時にはもう日が暮れて、辺りは暗くなり始めていた。

　ここに来たのは今日で二回目。

　初めて守に連れてきてもらった時は、とても寒い夜だった。

　今は肌寒いくらいで、あの時のように凍えるような寒さではない。もうすぐ春がやってくる。

　知る人ぞ知る夜景の絶景スポットらしく、あの時のように周りには誰もいなかった。それにまだ夜になっていないから、この時間にわざわざ来る人なんていないのだろう。

　誰もいないことに安堵して、私は両手を上げて大きく伸びをした。

　よかった、ここでなら思いきり泣けそうだ。

　泣こうと思えば今でもすぐに泣ける。涙腺はとうに崩壊している。

　深呼吸をして、いつもは思い出さないようにしていた守のことを考える。

　ねぇ、守……。いつかまたふたりで一緒に来ようねと約束した場所に、私はひとりで来たよ。まだ数カ月しか経ってないのに、どうしてこんなに変わってしまったんだろうね。

　私のことを一生好きでいるって言ってくれたよね。私も守を一生好きでいると思ってた。なのに今は、好きよりも悔しい思いでいっぱいなんだ。

　でもね、やっぱり嫌いにはなれないの。守のいいところもたくさん知ってるから。私や周りに見せていたいいところは、もしかしたら作り物なのかもしれないけど、きっと全部がそうではないはずだから。

　大好きだった守。嫌いにはなれないけど、もう好きにもなれない。

　だから、さよならしに来ました。守からもらった結婚指輪、ここに捨てるね。

　ポケットから指輪を取り出すと、涙が次から次へと溢れてきた。守の名前が彫ってある、宝物だった小さな指輪が霞かすんで見える。

　あの頃はこんなことになるなんて思ってもみなかった。

　指輪を両手で握りしめて、唇に押しつけた。

　一緒に選んだ指輪。手を繋いで、買いに行ったね。

　その時の思い出が甦ってきて、また涙が込み上げる。

　大丈夫。ここではなにも気にせず泣ける。

　辛い気持ちも一緒に吐き出すように、大きめの声で嗚お咽えつした。鼻水も垂れてくる。

　守の隣が、とても心地よかった。一緒にいればなにをしていても楽しかった。

　どうして心変わりしちゃったのかな。大好きだと、もっと伝えればよかったのかな。

　なにもかもが信じられなくなっているけれど、すべてが嘘だったとも思えないんだ。きっと守もプロポーズしてくれた瞬間は、私のこと好きだったよね。それだけは、疑いたくない。

「はあ」と大きなため息をついて坂の下を見つめた。

　柵があって、下は断崖絶壁になっている。眼下ではちらほらと灯りがともり始めたけれど、プロポーズの時のような夜景にはなっていない。

　指輪を投げようとする手が震える。捨てたくない気持ちが、どこからともなく湧いてくる。

　でも、もう決めたから。過去の自分と決別するんだ。守を好きだった気持ちや、人生の辛さをまったく知らなかった弱い自分と。

　思い返せば、私はいつも誰かに頼っていた。親に大切に育てられて、自立した途端に守に依存して、私はひとりで歩いてこなかった。

　これからはひとりで生きられるようになりたい。強くなりたい。いや、強くなるんだ。

　大きく深呼吸をして、腕を振りかぶった。

「守のバカ野郎～！」

　思いっきり大声で叫びながら、指輪を遠くに投げ捨てた。

　小さな指輪はすぐに見えなくなってしまった。もう二度と拾うことはできない。

「うわあああん」

　子供みたいな声を空に向かって放った。やまびこになって返ってくるくらい大きな声で泣いた。全身から絞り出すように涙を出した。

「守のバカ。バカバカバカ」

　泣いて泣いて、我を忘れて泣きじゃくった。

　そうして疲れ果てて涙が止まった時、なんだか不思議な達成感に満ちていた。ほんの少し前に進めたような気がした。

　そういえば、守ときちんと別れ話をしていなかったことに今さら気がついた。私の中ではもう別れたことになっているけれど、守はどう思っているのだろう。

　もしも社内恋愛じゃなかったら、このままフェードアウトしてもよかったかもしれない。でも守とは同期なんだから、このまま逃げ続けるわけにはいかない。いつかは必ず話さなきゃいけない時がくる。その時にぎくしゃくしていたら仕事に支障が出るかもしれない。

　ちゃんと向き合おう。曖昧にしないで、きちんとけりをつけよう。心の中ではいろいろ思うところがあっても、表面上くらいは普通に接することができるように。




　後日、私は守と会うことになった。

　冷静に話し合いができるようにと、喫茶店を指定した。

　喫茶店に入ると、既に守は一番端のテーブル席に座っていた。

　お客さんはまばらで、落ち着いた雰囲気の喫茶店だった。

　私の気配に振り返った守と目が合うと、胸がドクンと大きく跳ねた。会釈もせずにすぐに目を逸らして、黙ったまま守の前の席に座る。

「久しぶり」

　守は、ぎこちない笑顔で言った。

「……久しぶり」

　私は下を向いたまま挨拶を返す。

　テーブルを見ると、守はコーヒーを飲んでいて、中身はほぼなくなりかけていた。

　いつからここにいたのだろう。

「会ってくれてありがとう」

「…………」

　なんて返したらいいのか分からなくて、私は俯いたまま押し黙った。

　会いたくて会いに来たわけではない。

　そんな私の気持ちを察してか、守は話題を変えようとメニュー表を手渡した。

「なに頼む？　お腹空いてない？」

　メニュー表を受け取るも、まだ守の顔が直視できない。

「ううん、飲み物だけでいいや」

　頼むものなんてなんでもいいのに、私はメニュー表を食い入るように見つめた。

　店員を呼んでカフェラテを頼むと、守もコーヒーのおかわりを頼んだ。

　そして、沈黙が流れる。

　頼んでいた飲み物がようやく運ばれてきて、温かいカフェラテをひと口すすると、少し気分が落ち着いた。

「……ごめん」

　突如、守が重々しい口調で言った。

　顔を上げて守を見ると、とても真剣な表情で緊張しているようだった。蒼白くて、目の下にクマができている。少し痩せたようにも見える。

「……うん」

『なにに対して？』とか、『謝って済むと思ってるの？』とか言いたいことはたくさんあったけれど、出てきた言葉はとてもシンプルだった。

「……美奈子とは、まだ続いてるの？」

　再び流れた沈黙を破るように、ずっと気になっていたことを思いきって聞いてみた。

「いや、あれからすぐに別れた。……別れたといっても、付き合ってたわけでもないけど」

　守は下を向いたまま答えた。

「私にバレたって言ったの？」

「……うん」

　だから、別れたんだ。美奈子は、旦那さんにもバレるのが怖くなったのかもしれない。

「いつから付き合ってたの？」

「連絡を取り合うようになったのは、みあに気づかれた日の一カ月くらい前かな」

　自分で聞いておきながら、守の答えを信じていいものか迷った。でも、疑ったところで真実が分かるわけでもない。

「どうして、そういうことになったの？」

　口に出した途端、泣きそうになる。でも、手を握りしめて必死に平静を装う。

　こんなにいろいろ聞く予定なんかなかったのに、いざ守を前にしたら次から次へと聞きたかったことが溢れだしてしまった。

　ただ、しっかりと別れ話をしてすぐに帰る予定だったのに。

「一緒に買い物に行こうって話になって、その後飲みに行って、それで……」

「そもそも、どうしてふたりきりで会うの？　その時点で浮気だよね？」

　口調がきつくなる。

　守は追い詰められた小動物のように身を小さくしていた。

　加害者は守なのに、なんでそんな顔をするのよ。

　傷ついて怯えた顔をしている守にイラ立ちが増す。

「何回そういう関係になったの？」

　守が黙っているので、矢継ぎ早に質問をする。もう止まらなかった。

「数回、だと思う」

　これみよがしに大きなため息が出る。

「飲みに行って、そのまま勢いでっていうならまだ分かるけど、数回の関係はもう確信犯だよね」

「本当に、ごめん」

　守は深々と頭を下げた。

「私と別れたかったの？」

「いや、それはない。別れる気はまったくなかった」

　守は慌てて顔を上げる。

「じゃあどうして……」

　すると守は辛そうに顔を歪めた。

「……魔が、差したんだと思う」

「魔が差しただけなら数回も続かないでしょう」

「……そうだね、ごめん」

　うなだれる守。

　私はいったい守からなにを聞き出したいのだろう。なにを聞いたって、なんて答えられたって、責めることしかできないのに。

　不毛なやりとりだと分かっていても、感情がなかなか抑えられなかった。

　守を前にして気がついた。私は怒っているのだ、とても。

「美奈子のことが好きなの？」

　聞いちゃいけないセリフだったと思う。

　もし好きだとはっきり言われたら、私はとても傷つくだろう。プライドがずたずたになるだろう。それこそ、もう立ち直れなくなるかもしれない。だって私が一番ショックだったのは、ふたりが好きだと言い合っているメールだったのだから。

　考え込むように黙っている守に、『やっぱり言わなくていい』と答えるのを止めようとした時だった。

「……好きだったのかもしれない」

　守は言った。しかも、一番聞きたくなかったセリフを。

「『かもしれない』って、なに？」

　私は半笑いになりながら、なおも深く突っ込む。すると……。

「好きだった」

　守ははっきりと言った。

　その瞬間、心臓がバクバクしてきて、もう自分でも感情を抑えることができない。冷静さを失い、思っていることが口から溢れ出す。

「好きならどうして私と別れなかったの？」

「みあと別れようと思ったことは一度もない」

「それは美奈子が人妻だから？　人妻じゃなかったら美奈子の元に行ってた？」

「いや、それはないと思う」

「どうして言い切れるの？」

　守はまた黙った。どんなふうに言えばいいのかを考えているようだった。

「お互いがフリーな状態だったら、そもそもこういう関係にはなっていなかったかもしれない。たとえ美奈子が今、旦那と別れたとしても戻ることはないから。特殊な状況下にのぼせた状態での好きだったんだと思う」

　要は、互いが浮気相手同士だから盛り上がっていたのだと、そう言いたいのかもしれない。

「今は好きじゃないの？」

「うん」

「どうして？」

「みあのことが大切だって気づいたから」

　なにを今さら……。

　鼻で笑ってしまいたくなった。でも、そう言われて少しほっとしている自分もいた。

　私のことなんてどうでもいいと思われて、傷つけるだけ傷つけておいてポイと捨てられたら、さらに心臓がえぐられてしまう。

「たくさん傷つけておいて虫のいい話だと思うけど、別れたくない」

　守は切実な様子で、私の目をじっと見た。

「冷静に考えて。別れたほうがいいに決まってるでしょ？　私はもう一生守を信じることはできないし、許すこともできない。そんなふうに思っている相手とよりを戻したところで幸せになんかなれないよ」

　私は呆れた顔で言った。

　まさかここで『別れたくない』と言われるとは思わなかった。

　今日会った目的は、今後会社でわだかまりを残さず接することができるようにするためのもので、別れる別れないを議論する予定ではなかった。別れることは絶対条件なのだから。

「そう思われても仕方ないと思ってる。どんなふうに償えばいいのかずっと考えてたし、今でもまだ答えは見つかってないけど、別れることだけはしたくない」

「一緒にいるだけで辛いって分かってるのに、なんでそんなに別れたくないの？　私には理解できない」

　守は真剣な表情で私を見据えた。

「みあが好きだからだよ。どんなに辛い状況が待ってたとしても、みあを失うよりはましだ。みあのことが、誰よりもなによりも大切だって気づいたから」

　これが浮気発覚前に言われたことなら、きっと泣いて喜んでいたと思う。けれど、今は心に響かない。今さら気づいたって、遅すぎる。

「誰よりもなによりも？　じゃあ親とも友達とも縁切って、仕事も辞めて、誰も知らない土地で私と暮らせる？」

　意地悪な質問をした。そんなの無理だと分かっているのに。

「いいよ。みあがそうしたいなら」

　守がためらうことなく言い切ったので、逆に私が面食らってしまった。

「嘘だよ。守はそんなことできるわけない」

「本当だよ。信じてもらえないなら、実際に行動する。そしたら少しは俺のこと、信じてくれるようになるかな？」

　守の目は、覚悟を決めたような雄お々おしい雰囲気をまとっていた。

　本当に仕事を辞めてしまいそうで、私は焦った。

「冗談だよ。守をからかっただけ」

　守はほっとするのではなく、残念な様子で下を向いた。

　こんなふうな展開になるとは思っていなかったので、気持ちがざわざわと落ち着かなくなってきた。でも、なにを言われても私の気持ちは決まっている。別れないという選択肢はない。

　今日、守と少しでも話したら泣きだしてしまわないかが一番心配だったけれど、なんだかんだで会話はできた。

　カッと頭に血がのぼってしまうことはあっても、こんなふうに話せるのならもう大丈夫。会社で会っても、なんとか避けられずに済みそうだ。

　私は自分の目的が達成されたので、もう帰ろうと思った。このまま話していても意味がない。楽しく世間話をする間柄でもないのだから。

「それじゃあ、守。私たちが別れたこと、ご両親に伝えてね。私も親に言うから」

「待って。別れずに済む方法を考えてほしい。俺のことを許せなくて信用できないことが問題なら、さっきみあが言った、仕事辞めて親も友達も縁切るって方法を実行するから。それでもまだ足りないなら、裸になって逆立ちして街中歩いたって構わない。だから……」

　切羽詰まった様子で言う守に、私は少し同情してしまった。

　なんだかんだ言っても嫌いにはなれない。『じゃあ今から裸になって街中歩いてきて』と言うほど憎くもなれない。だけど……。

「守言ったよね。どう償えばいいか分からないって。ひとつだけ方法があるの。知りたい？」

「……うん」

「私と別れること。私が望むのはそれだけ」

　守は私をじっと見つめ、涙を堪えるように唇を噛みしめた。

「それじゃあ守、また会社で」

　そう言って私は、その場を立ち去った。




　翌日、会社で会った時に守から「おはよう」と挨拶をしてきた。ほんの少し口角を上げてとても優しい口調だったけれど、瞳は怯えたように私の顔色を窺っていた。

　私もぎこちなく笑顔を作りながら、「おはよう」と返した。

　それで終わり。でも、確かに一歩進んだ気がした。

　とはいえ、それからも何度か涙を流した。前に進めたと思っても、ほんの少しのことで落ち込んだり思い出したり。守を見かけるたびに辛くて、守が話しかけてくるたびに泣きそうになった。何度も会社を辞めようとも思った。

　そんなふうに一進一退を繰り返しながら、ただ歯を食いしばって前に進もうとがんばってきた。

　そのうち、浮気発覚当初は守を狡猾で腹黒くて怖い人間だと思ったけれど、時が経ち冷静になると、後先を考えないただのバカだったんじゃないかと思えてきた。

　真実は分からないけれど、美人の美奈子といい感じになって欲に負けて、バレたらどうなるとか頭をよぎりもせずに、楽しんでいたんじゃないだろうか。

　子供が図体だけ大人になってしまったみたいな人なのだ。だからこそ、皆に愛されるわけで、彼のいいところでもあり悪いところでもある。

　かといって守とよりを戻したいとは思わない。けれど、そんなふうに守を見ることですっと気持ちが楽になった。〝友達〟とまではいかなくても、一緒の会社で働く〝同期〟として、接することができるようになった。

　おかげで、あれから三年経って、ようやく恋がしたいと思えるようになった。

　ただ、今度恋愛する時は社外で！と思っていたのに、恋に落ちた相手は直属の上司。ある意味、同期よりもたちが悪い。

　社内恋愛だけは絶対に嫌だと思っていたのは、別れた後が大変だと身に染みて分かっているから。守と別れた後、何度も辞めようと思ったのに直前で踏みとどまったのは、この会社が好きだから。

　すべてをリセットするために、引っ越しもして、家具も変えて、髪も切った。でも、仕事だけは変えなかった。

　辛くても大変でも、がむしゃらに仕事を続けてきた。いつしか仕事が生きがいになっていた。

　今の私にとっては、恋愛よりも仕事のほうが大切。だから仕事に影響を与えないように、社外恋愛が望ましかった。

　でもそれって、最初から別れることを念頭に置いて考えてるってことだよね。……そうか、私、社内恋愛が怖いんじゃなくて、恋愛そのものに臆病になっているんだ。

　部長を好きだという気持ちを大切にしたいけど、不安なことが多すぎて一歩が踏み出せない。とりあえず踏み出してみようと思えるほど、もう若くもない。

　もしかしたら私、もう恋愛はできないのかな。結婚もできないのかな。普通の幸せは、手に入らないのかな。

　臆病で、人を信じることができない欠陥人間で、恋人に浮気されちゃうような魅力のない私。そんな私のことを深く知ったら、部長もきっとがっかりしてしまうだろう。

　部長とうまくいく未来の絵が描けない。ダメになってボロボロになって、すべて失うビジョンしか描けない。

　それなら、好きな気持ちを封印しよう。

　私には、社内恋愛なんて難しすぎる。










部長のことが、好きなんです




　説明会の全日程が終了し、今後の新卒採用人事は本社で行う。説明会は、エントリーシートの提出が終わった学生だけが出席できるので、書類選考は説明会と同時期に行われ、全日程が終了した頃には初回の説明会に出席した学生の合否が通達されていた。

　そのため、部長はもちろん採用受付の女の人たちも、今週から本社に出社している。

　部長と毎日顔を合わせるのは、嬉しい気持ちよりも正直戸惑いのほうが大きい。

　あんなにストレートに気持ちをぶつけられたら、どう接していいか分からなくなる。

　しかも私は、告白されて逃げるように会社を出た。

　そんな失礼極まりない態度を取れば、嫌われてもおかしくないくらいなのに、部長はいつも通りに接してくれた。いや、いつも以上に優しく……。

「部長、コーヒーです」

　険しい顔でパソコンと睨めっこしている部長のデスクに、邪魔にならないようにコーヒーを置いた。

　部長は置かれたコーヒーカップに目を移し、そしてゆっくりと顔を上げた。先ほどの眉間に皺の寄った険しい表情と変わり、とても柔和な微笑みを浮かべていた。

「ありがとう。今日一日のやる気が上がったよ」

　少し恥ずかしそうに言うので、お世辞など言い慣れていないのが丸分かりだ。

　言われたこちらにしてみれば、さらに恥ずかしくなってしまう。

　私を見る目も、醸し出す雰囲気も、好きだと身体から溢れ出ているようで、見つめられるだけで無駄にドキドキする。そんなふうに感じてしまうのは自意識過剰かもしれないけれど、でも明らかに前とは違う。

「湯浅、筆記テストの注意点を採用受付の彼女たちにレクチャーしてもらえるか？　詳しくはこの書類にまとめておいたから」

　そう言って、部長からマニュアルを渡された。

　説明会では直接部長が指導してきたけれど、本社になってからは私が仲立ちとなって彼女たちを指導する。

「かしこまりました」

　ざっとマニュアルに目を通すと、読むだけで流れが分かるように簡略にまとめられている。

　さすがだなと思った。

「彼女たちは快適に仕事してるか？　なにか困ったことや要望があったら教えてくれ」

「仲よく楽しそうに仕事していますよ。飲み込みも早いですし、親切丁寧に学生たちに対応してくれています。要望などは……恐らく部長が直接彼女たちに聞くほうが喜ぶと思います。部長に会えなくなって寂しいと零していましたから」

「そうか。あまり顔を出してないからな。近々様子を見に行ってみるよ」

　私は笑顔で頷くと、頭を下げて自分のデスクに戻った。そして、彼女たちに指示する諸々の準備に取りかかった。




　採用受付のために貸し切りにされているフロアに行くと、受付の三人が机にテストを置いて試験の準備をしていた。

　部長から託されたマニュアルを彼女たちにレクチャーし終わると、ひとりの受付の子が私に耳打ちしてきた。

「部長に私が会いたがってるって言ってくれました？」

　期待を込めた目で言ってきたのは、瀬せ戸と内うちさん。三人の中で唯一、採用受付経験があるのでリーダー役をしてもらっている。

「瀬戸内さんが、とは言ってないですけど、会えなくなって寂しがってるとは伝えましたよ」

　私は笑顔で、ありのままに伝えた。

「そうですか……」

　少ししょんぼりした様子だったので、なにか伝え方を間違えたかなと不安になる。

「『瀬戸内さんが』と言ったほうがよかったですか？」

「いや、いいんです……」

　瀬戸内さんは明らかにがっかりしていた。

　特定の名前を出したら嫌だろうと思っての配慮だったのだが、どうやらその配慮は邪魔だったらしい。

　嫌な予感がする。

「瀬戸内さん、もしかして……」

『部長のことが好きなんですか？』と聞こうとしたところで、エレベーターが開き部長が出てきた。

「剛田部長！」

　瀬戸内さんの声に明るさが戻る。

　三人がわあっと部長の周りに集まった。

「あまり顔を出せなくてすまないな」

「そうですよ。説明会ではずっと一緒だったのに。薄情ですよ」

　瀬戸内さんが親しげに話しかける。

　今までは別になんとも思っていなかったのに、胸がざわついていた。

「分かった分かった。これからはなるべく顔を出すようにするよ。なにか困っていることはないか？」

　彼女たちは、分からないことや提案などを口々に述べていく。

　それに丁寧に受け答えしている部長。

　私は少し離れたところから、その様子を見ていた。

　入り込めない空気を感じて、説明会で彼女たちが部長と仲よくなったことを見せつけられている気がした。

　ヤキモチを妬やいている自分に気づいて、自己嫌悪する。

　部長の告白を断った私に、妬く権利なんてないのに……。

「じゃあ、後は湯浅の指導をしっかり受けてがんばってくれよ」

　名前を呼ばれて、ハッとした。

　目を上げると、部長が優しい眼差しで私を見ていた。

　胸がトクンと高鳴る。

「え～、もう帰っちゃうんですか」

「すまんな、仕事が溜まっているんだ」

　部長が帰ってしまうと、三人は肩を落としがっかりしていた。特に瀬戸内さんは大きなため息を吐いて、残念な様子を隠そうともしていない。

「瀬戸内さんって、部長のこと……」

　さっき聞きかけていた言葉を吐くと、瀬戸内さんは隠す気も恥ずかしがる気配すら見せずに、当然のことのように頷いた。

「はい、好きです。でも、振られちゃったんですけどね」

「ええっ!?」

　思わず大きな声が出た。そんなの、部長からなにも聞いてない！　いや、そもそも私に言う必要なんてないんだけど……。

「好きな人がいるって言われました。『彼女がいるってことですか？』って聞いたら、

『彼女になってほしかったけど、断られた。でも、諦めるつもりはない』って。だから『じゃあ私も諦めません』って返したんです。そしたら、苦笑いしてました」

　瀬戸内さんは振られたというのに、あっけらかんと私に話してくれた。

　同じ受付のふたりも知っているようで、「ああ、その話ね」と笑いながら聞いていた。

　きっと、部長の言っている好きな人とは私のことだ。

　変な汗が出てきて、私は瀬戸内さんになんて声をかければいいのか分からなくなった。しかも、瀬戸内さんが振られたというのに、私はその話を聞いて少し嬉しく思ってしまった。

「剛田部長の告白を断る人なんて、どんな女性なんでしょうね。部長のレベルじゃ満足できないくらいすごい人なのかもしれないですね。モデルとかキャビンアテンダントとか、どこかの令嬢とかなんでしょうねぇ……」

　瀬戸内さんは遠くを見つめるようにして言った。

　私はモデルでも令嬢でもない、普通の、取り立てて取り柄のない女だ。瀬戸内さんや他のふたりのように美人でもない。

　私が部長を好きになる理由は山のようにあるけれど、部長が私を好きになる理由がさっぱり分からない。

　こんな自分に告白してくれたのに断ってしまって、瀬戸内さんからすればお前何様だよって感じなんだろうな。

　なんだか申し訳ない気持ちになってきて、罪悪感で胸が痛んだ。

　部長はとても素敵でモテる人だ。これからもきっとモテ続けるんだろう。そんな人と付き合って、ずっと私ひと筋でいてくれるなんて無理に決まってる。

　だって、私よりキレイで頭がよくて性格もいい素晴らしい女性はたくさんいる。そんな人に言い寄られたら、部長だって守のようにフラフラ傾いてしまうかもしれない。

　それに、もう男性を百パーセント信用できなくて怯えている素直じゃない女は、かわいくない。だから、私は部長にふさわしくない。

　好きだけど、好きだから、付き合うことが怖くてたまらない。




　仕事がひと段落し、時計を見ると午後七時半になっていた。

　オフィスにはまだ半数ほどの社員が残業している。

　そろそろ帰ろうかと思っていたところで、外に出ていた部長が帰ってきた。パソコンの電源を切って帰り支度をしている私を見て、声をかけてくる。

「帰るのか？」

「はい……。あ、なにかやることありましたか？　まだ帰らなくても全然大丈夫ですよ」

「いや、なにもない。気をつけて帰れよ」

　部長に声をかけられてドキドキしている自分がいた。

　こんな会話だけで胸を高鳴らせていたんじゃ仕事に差し支える。

　そうは思っていても、気持ちは抑えられないから厄介だ。

「あ、雨降ってる……」

　ふと窓を見ると、真っ黒な景色の中に細い白糸のような雨が流れ落ちるように降っていた。

「湯浅さん、傘持ってきました？」

　小さく零した声を後輩女性の新しん藤どうさんが聞いていたようで、パソコンから顔を離して心配そうに尋ねてくれた。

「ううん、持ってこなかった」

「そうですか。どこかに誰かが忘れて置いていった傘があったような気がするんですけど……。どこだったかな」

「ああ、いいの。コンビニで傘買っていくから」

　気遣ってもらわなくても大丈夫という意味合いで手を振ると、新藤さんはその案には納得がいかないようで、「うーん」と考え込むように唇を尖とがらせていた。彼女は面倒見がいい優しい子なのだ。

「俺が送っていく」

　すると部長が、さっき置いたばかりの黒のトレンチコートと通勤バッグを持って、椅子から立ち上がった。

「えっ!?」

　驚いて部長を見ると、もう帰る気満々の様子だ。

「ああ、それがいいですよ！」

　新藤さんは満面の笑顔で手を叩いた。

　よくない、よくない！　余計なこと言わないで！

　青ざめながら顔を振る。

「いいえ、部長にそんなお手間を取らせるようなことできません。私は大丈夫ですから。そんなに雨強くないですし」

　丁重にお断りする。好きな気持ちを必死で抑えようとしているのに、また部長とふたりきりになったら気持ちが爆発してしまう。

「部長が送ってくれるとおっしゃってるんですから、送ってもらえばいいじゃないですか」

　新藤さんが悪気はいっさいない顔でニコニコと、迷惑なひと言を放つ。

　面倒見はいいけれど、お節介の時もあると言われてしまう彼女。私は今までそう感じたことはなかったけれど、今日は声を大にして『お節介だ』と言いたい気持ちをぐっと堪える。

「本当に大丈夫ですから。お気遣いなく……」

　私は手を広げて、ふたりをなだめるように言った。

「湯浅」

　部長は仕事を振る時のような張りのある低い声で私を呼んだ。

　反射的に姿勢が伸びる。

「決定事項だから」

　端的に述べられた命令。

『決定事項』なんて言われたら、もう「はい」と返事するしかない。

　私が折れたことに満足した様子の部長は、意気揚々とオフィスを出ていく。

　その後ろにうなだれながら、私も付いていく。

　一緒に帰るというのに、出張に同行する上司と部下にしか見えないのか、他の社員たちから好奇の目で見られることはなかった。

　私と部長がふたりきりでも誰もなんとも思わないし嫉妬されることもないというのは、楽だけど少し悲しい。

　部長と私がどうかなるなんて絶対ないと思われているんだろうなと思うと、みじめで卑屈な気持ちになってしまった。




　地下駐車場に着くと、八十台ほどの車が停めてあった。

　ほとんどが幹部や役員などの高級車ばかり。

　部長の車は黒のプリウスで、ベンツなど外車が並ぶ中に交ざると庶民的に見えるけれど、部長らしくて私はこの車が好きだった。

　派手さを好まず、エコにも気を使った国産車ならではのしっかりとした造り。堅実で、結果よりもプロセスや中身を重視する部長の性格が表われているようだ。

　部長は遠隔キーで鍵を開けると、運転席に乗り込む前に助手席のドアを開けてくれた。

　多くは語らないけれど、サラリとこういう気遣いをしてくれるところが素敵だなと思う。

　恐縮しながら助手席に乗り込み、シートベルトを締める。

　部長の車に乗るのは、今日で二回目。

　そういえば、あの時も雨が降っていた。そして、あれから急激に部長との距離が縮まったんだ……。

　あの日のキスを思い出して、胸がきゅーっと締めつけられる。

　部長が運転席に座り、エンジンをかける。静かに発進し、会社を出て国道を走った。

　ワイパーの動きはゆっくりで、あの日のような激しい雨ではなく、しとしとと静かに降っていた。

　オフィスの中とは違う密室空間。まっすぐ前を見つめる横顔はかっこよくて、ハンドルを操作する手は色っぽい。それを至近距離で見つめられるこの場所は、やはり特別だと思った。

　緊張して喉が渇き、手に汗が滲にじみ出てきていた。

「雨に感謝しないとな」

　ふと、部長がひとり言を呟くように言った。

「どうしてですか？」

「湯浅をまた送っていくことができたから。雨のおかげでふたりきりになれた」

　部長は前を見ながらサラリと言ったけれど、かなり直球の言葉を投げかけられた気がする。好きだと言ったあの日の言葉に上書きするように。

　……私も、本当は嬉しいんです。また部長の車に乗ることができて。

　そう言いたいけれど、言葉をぐっと呑み込んだ。

「部長はどうして私なんかを――」

　言いかけて、言葉をつぐんだ。

　瀬戸内さんみたいな美人から言い寄られていることを知ってしまったから、どうして私なんかを好きになってくれたのだろうと疑問に思っていたけれど、本人に聞くようなことじゃない。

『私のどこが好き？』と恋人に聞くような質問みたいで、気恥ずかしい。

「すみません、なんでもないです。聞かなかったことにしてください」

　慌ててさっきの言葉をなかったことにしようとした。

「湯浅は、自分に自信がないのか？」

「……はい、ないです」

『あるわけがない』と言葉を付け足したいほど、自分に自信がなかった。

　特に、女としての自信。美人でもないし、背も小さいしスタイルもよくない。性格だって、臆病でネガティブでちょっと神経質。挙句に婚約者に浮気されてしまうような女だ。

　部長のような素敵な男性が私みたいな女を好きになる理由がまるで見当たらない。

「俺は人を見る目はあるほうだと思う。一応、人事部長だしな。だから――」

　そこまで言って、突然言葉を終わらせてしまった。

『だから』の続きはなんだろうと思って部長を見つめると、なぜか少し挙動不審に目を泳がせていた。そして、体勢を整えるように大きくごほんと咳せき払ばらいをしてから、意を決したように口を開いた。

「俺が好きになったくらいなんだから、自信を持て」

『好き』と直接的な言葉を言われて、途端に身体がカアっと熱くなった。

　部長は平静な顔を装ってただひたすら前を見て運転していたけれど、耳が少し赤くなっていた。きっと部長は、こういうセリフを言い慣れていないのだろう。

　近くに座っているからか、部長のドキドキが伝わってくる。

　きっと私のドキドキも伝わっているに違いない。

『自信を持て』と言われたからって、急に自信が持てるはずもない。でも、私を全面的に肯定してくれるその言葉が素直にとっても嬉しかった。

「腹減ってないか？　飯でも食べていこう」

　部長はこの場の雰囲気を変えるように、明るい声で話題を変えた。

「え、あ、はい」

『飯でも食べないか？』ではなく、『食べていこう』と言われたので、思わず同意してしまう。

「どこに行こうか？　ここら辺はよく知らないからな」

「それなら、もう少し行ったところにおいしいイタリアンがあるんです。あ、イタリアンより和食とかのほうがいいですか？」

「いや、湯浅が好きな店のほうがいい。どんなものが好きなのか興味がある」

　またもやの直球に顔が赤くなる。

　黙って俯いてしまった私に、部長は「どうした？」と声をかける。

「……部長って、けっこうストレートなんですね」

　照れ隠しで苦笑いすると、部長は慌てたように言った。

「誤解のないように言っておくが、誰にでもこんなこと言ってるわけじゃないからな。前に湯浅を車で送った時からかなり積極的になってるが、こんなに後先考えずに気持ちのまま押すことは初めてなんだ。女慣れしているとか思ったかもしれないが、実際は全然で……」

「ふふっ」

　動揺して饒じょう舌ぜつになっている部長がおかしくて、つい笑ってしまった。

　すると部長は平静さを失って勢いよく話しすぎたことに気がつき、きまりが悪そうに口をつぐんだ。

「分かってます。部長が誠実な人だってことは」

　部長はとってもモテるけど、女性慣れしていないことは、毎日一緒に仕事をしているからよく知っている。不器用で、少し誤解されやすいところも。怖そうに見えるけど、誠実で優しい人柄も。

「……そう言われると、嬉しいよ」

　部長は、少し恥ずかしそうに微笑んだ。

　そこでハッと気がついた。

　ああ、一緒だ。私が思っていたことと。

　実はさっきご飯に誘われて即答してしまった時、押しに弱い軽い女に思われていたらどうしようと不安だった。部長も、不安だったのかもしれない。

　でも私は、部長のことを軽い男だと思ったことなんて一度もない。それは、部長のことをよく知っているからだ。

　それなら部長も、私のことを押しに弱い軽い女だとは思っていない気がする。

　うん、部長はそんなふうに思う人じゃない。私のことをしっかりと見てくれている。私の短所である、臆病でネガティブなところもきっと分かっている。

　その上で、『好き』と言ってくれてるんだ。

　ああ、どうしよう。胸の奥が温かくて、好きな気持ちがどんどん膨らんでいっている。部長を知れば知るほど、一緒にいればいるほど、大好きになる。『私も部長のことが好きなんです』って伝えたい。

　部長の横顔を潤む瞳で見つめる。

　部長、大好きです……。

　心の中で呟いた。




　その後、たまに行く私の好きなお店で食事をした。

　車で来ているから部長は当然お酒は飲まず、私もお酒は強くないから飲まなかった。

　なんだかデートみたいで、少し緊張した。でもそれ以上に楽しくて、部長とふたりで食事できることが嬉しかった。

　支払いは、部長がすべて払ってくれた。「私も払います！」と言ったのだけれど、頑なに拒まれた。

　こういう場で私がお金を出すことは逆に失礼かもしれないと思い直し、素直にごちそうになることにした。

　再び車に乗り込んで、家路へと向かう。

　楽しい時間はあっという間に終わってしまう。どんどんマンションに近づく景色を見るたび、切なくなった。

　もっと一緒にいたい。

　伝えたい言葉がありすぎて、でも言えなくて、俯いて自分の足を見つめた。

　そわそわと落ち着かない気持ちを封じ込めるように、両手をぎゅっと握りしめる。

　マンションが見えた。もうふたりきりの時間は終わってしまう。

　すると車はマンションの前を横切って、すぐ近くのコインパーキングに入った。

「わざわざこんなところに停めなくても、私すぐ降りますから」

　ロック板が上がる前に出ようとして、慌ててシートベルトを外そうとすると、部長はそれを止めるように私の手に自分の手を重ねた。

「もう少し一緒にいたいんだ」

　ドキリと胸が大きく鳴る。真剣な表情で見つめられて、私は言葉を失った。

「嫌か？」

　こんな色気のある顔で見つめられたら、息ができなくなってしまう。

「嫌なんかじゃ……」

　顔が赤くなっているのを気づかれたくなくて、顔を背けた。

　沈黙する車内。ドキドキと鳴る心臓の音が聞こえてしまいそうだ。

　部長は私を見つめたまま、重ねた手をぎゅっと握った。

　反射的に肩がびくりと上がる。手を握られただけで身体が熱くなる。

　お願いだから、そんなに見つめないで。

　刺すように感じる部長の視線。

　顔を上げたら、魅惑的なその瞳に囚われてしまいそうで顔を上げることができない。

「みあ」

　突然、下の名前で呼ばれて、驚いて顔を上げてしまった。

　そこには熱のこもった瞳で私を見つめる部長の顔があった。

　私を欲するような色気のある瞳に釘くぎづけになる。

　……ああ、囚われてしまった。

「キスしても、いいか？」

　突起した喉仏から発せられた、甘い重低音。

　ドキドキというよりも、クラクラする。

　部長を見つめたまま、私は言葉を発せずにいた。息すらしているのか分からない。

「答えがないというのは、了承と解釈していいんだな？」

　部長の問いかけに、私はなおも答えない。

　言葉が出ない。だけど、嫌じゃない。そう、答えがないというのは了承のサインだ。

　部長は自身のシートベルトを外して、私にゆっくりと近づいてきた。どんどん顔が迫ってくる。

　鼻先がくっつきそうになるほど距離が縮まり、色気を帯びた瞳に吸い寄せられながら、私はゆっくりと瞼まぶたを閉じた。

　柔らかな唇の感触が、初めてキスした時のことを思い出させた。

　情熱的な大人のキス。あの時も車の中だった。

　今回のキスは、優しいキスだった。でも、とろけるように甘いキス。

　徐々に、触れ合うだけのキスから、軽く押しつけ舐なめるようなキスへと発展していく。それだけで私の子宮は疼うずき、腰が砕けそうになる。

　半開きになった唇に部長の舌先が侵入してくる。

　何度も啄ついばみ、求め合う。

　絡み合う舌先が熱くて、キスがとっても気持ちよくて……。もうどうにでもしてくださいという気持ちだった。

　このまま、もっと部長と触れ合いたい。疼く身体を静めてほしい。名前を呼んで繋がりたい。

　淫らな欲求が頭を支配する。

「好き……です……」

　背中にしがみつきながら、思わず口にしてしまった言葉。

　自分で発しておきながら、驚き固まってしまう。

　部長も驚いてキスを止め、私を見つめた。しまったという顔の私を見て、ポロリと出た言葉が本音であるということを知る。

「ごめんなさいっ！　私……っ！」

　慌てて部長を押し退け、車から出ようとドアに手をかける。

　すると、ぐいと腕を掴まれ、部長の胸に引き寄せられた。

「好きだと言われて、引き下がれるわけがないだろう」

　顎を指先で持ち上げられ、覆いかぶさるように深いキスが落とされた。

「ふっ……うんっ」

　身体をきつく抱きしめられ、苦しいほど熱いキスが注がれる。

　普段の姿からは想像がつかないほど情熱的な部長の行為にクラクラする。

　好きだと言ってしまった……。

　痺しびれるような熱いキスが続く。

「もう止められない。家に上がってもいいか？」

　それは、つまり……。

　熱のこもった瞳で苦しそうに訴えかける部長の顔は、とても色っぽかった。

　私もすっかり身体が熱くなっている。

　でも、それとこれとはまた別の話だ。部長と一線を越える覚悟はできていない。まだ理性が残っていた。

「ごめんなさい。それはできません」

　部長の身体を軽く押して、断る。

　部長は不服そうにしながらも、これ以上距離を詰めてくることはしなかった。

　沈黙が流れ、気まずい空気が車内を包む。

「……傷つくのが、怖いからか？」

　下を向いていた私は、自分の心情をピタリと言い当てられたことに驚いて顔を上げた。

「どうして、それを……」

　震える声で尋ねた私に、部長は意を決したように深呼吸をして口を開いた。

「湯浅は覚えていないだろうが、酔って泊まったあの日、こんなふうにキスをして、俺は止まらなくなりそうになった。その時、湯浅は傷つくのが怖いと言ったんだ」

「……キス？」

　部長とはあの日、なにもなかったと思っていた私には寝耳に水の話だった。

　びっくりしている私に、部長は気まずそうに目を逸らした。

「まさか記憶がなくなるほど酔っているとは思ってなかったんだ。意識もしっかりしているように見えたしな。覚えてないと言われたから言えなかったが、黙っていてすまなかった」

　頭を下げて謝る部長に、私は慌てて言葉をかけた。

「いえ、あれはあそこまで酔った私が悪いんです。自分から脱いだそうですし、きっと私が煽ったんだと思います……」

　覚えていないけれど、きっとそうだろう。

　すると部長は、否定せずに気まずそうに口をつぐんだ。

　その顔を見て、やっぱり私が煽ったんだと確信する。

　申し訳ないやら恥ずかしいやらで、穴があったら入りたい気分だ。

「話を戻すが……。その時、湯浅は泣いて言ったんだ。傷つくのが怖い、と。なにがあったのかは分からないが、俺はその時、湯浅を守りたいと思った。湯浅の傷を癒せる男になりたい。ゆっくりでいいから、好きなら俺を信じてみてくれないか？」

　部長は、私の目をまっすぐに見つめて言った。真剣な想いが伝わってくる。

　とても嬉しい言葉に感動している一方、ところどころに出たフレーズに古傷が痛みだす。

　守がプロポーズをしてくれた時も、私を守りたいと言ってくれた。

　それに、部長は『信じてみてくれないか？』と言ってくれたけれど、今の私にはどうしたら人を信じることができるのか分からない。

　途端に胸がざわざわして、混乱してきた。息が苦しくなって、軽いパニック状態に陥る。部長の気持ちに応えたいのに、嫌な記憶がフラッシュバックしてしまう自分に憤りを感じて、さらに苦しくなる。

　涙が溢れそうになるのを必死で堪えた。

「私なんかやめたほうがいいです。こんな面倒くさい女と付き合ったら絶対後悔します」

「どこが面倒くさいんだ？」

　部長は納得がいかないといった表情で、小首を傾げ私を見つめた。

　その目は優しさで溢れているのに、私は怖くてたまらなくなった。

　トラウマを抱えている女なんて面倒くさいに決まってる。浮気されるような女だなんて、絶対に知られたくない。

「ごめんなさい。もう帰ります。ありがとうございました」

　早口で言って、ドアを開けた。

　部長は慌てて私の腕を掴む。

「待て！　どうしたんだ、いったい」

　振り返り、部長の顔をまっすぐ見つめた。

「私のことは諦めてください」

「諦められない」

　すかさず、はっきりと言われた。

　部長もまっすぐに私を見つめる。

「放してください。今日は本当にもう、帰ります」

「帰したくない」

　部長は私の腕を掴んだまま、真剣な眼差しで言った。

　だけど私は次の言葉が出なかった。

　嬉しいけれど、切ない。だって、部長の気持ちに応えることができない。私も好きだけど、好きだから嫌われたくない、傷つきたくない。

　本当にもう帰りたかった。

　お願いだから、この手を放してほしい。

　冷静でいられる自信がなかったし、もう部長と触れ合えるような心境ではなかった。

「……分かった。すまん、俺の気持ちを一方的に押しつけすぎた」

　私の顔を一心に見つめていた部長は、残念そうに瞳を逸らし、腕の力を緩めた。

　放してほしいと思っていたのに、胸がぎゅっと苦しくなる。

「いいえ、部長は悪くないです。私の、問題ですから……。今日は送ってくださりありがとうございました。また、明日」

　無理やり笑顔を浮かべる私に、部長は少し傷ついた顔をした。けれど、すぐにいつもの顔に戻り、会社にいる時に時々見せる柔和な笑顔を浮かべた。

「ああ、また明日。気をつけて帰れよ」

「『気をつけて』って、家はすぐそこですよ」

　ふふっ、と笑って言うと、部長も照れくさそうに笑った。

「いいんだよ。家の中に入るまで心配なんだ」

　心配性すぎる部長の優しさに、胸が熱くなる。

　こんなに気にかけてくれるのは、きっと部長の気持ちが真剣だからだ。

　それがひしひしと伝わってくるから泣きそうになって、慌てて顔を背け車から出た。

「それじゃあ」

「ああ、温かくして寝ろよ」

『過保護な父親みたい』と突っ込みたくなる部長の言葉に頬が緩む。

　ドアを閉めるも、車を出す気配がなかったので、私から先に動いた。

　マンションに向けて歩きだす。

　背中越しに部長の視線を感じた。きっと私が見えなくなるまで見届けるつもりなんだろう。

　だけど、振り返ることなく歩く。切なくて今にも涙が零れ落ちそうだった。

　どうして私は、こんなにも臆病なんだろう。部長、ごめんなさい。

　マンションのエントランスに入り、部長から見えないところで立ち止まっていると、ようやく車のエンジン音が聞こえてきた。

　車が発車し、マンションを横切って帰っていくのを確認すると、せきを切ったように涙が溢れてきた。

　好きなのに、どうして私は……。

　三年前に負った傷は、まだ完全には癒えていなかった。

　心の傷は、目に見えるものじゃない分、たちが悪い。どれほど深い傷なのか、自分でもよく分からない。

　前に進んでいるつもりだったのに、どうしてもあの時の気持ちがフラッシュバックしてしまう。混乱して苦しくなって逃げ出したくなる。

　改めて守を恨みたくなった。

　きっと守は、私が今でも傷を引きずっているなんて思いもよらないだろう。

　浮気なんてありきたりなこと。どこにでも溢れてる、ある意味一般的な別れ方。

　それなのに、どうして私はこんなにも引きずっているんだろう。浮気されたことのある人たちはどうやって乗り越えているんだろう。……私だけが特別おかしいのかな。

　エントランスの壁に寄りかかり、大きなため息を吐く。

　古傷が、またじゅくじゅくと痛みだした。










踏み出す勇気




　次の日、会社に行くと、部長は既にデスクに座って仕事をしていた。

　少しだけ気まずい。

　こういうことは引きずらず、先手必勝のごとく対処するのが一番だ。

　私は大きく深呼吸をして、まっすぐに部長の元へ向かった。

「おはようございます」

　声をかけると、部長は隣に立っている私を驚いたように見上げた。

「おお、おはよう」

「昨日はありがとうございました」

　軽くお辞儀をする。

　部長に送ってもらったことは皆知っているので、私がお礼をしても誰も不思議がらない。

「昨日はゆっくり眠れたか？」

「え、あ、はい……」

　実際はいろいろ考えすぎてしまって、あまり眠れなかった。でも、本当のことを言ったら部長に心配をかけると思って言わなかった。

　すると部長は、柔らかく微笑んだ。

「よかった」

　部長の言葉数は少ない。けれど、ひと言ひと言に重みがあって、優しさが含まれているのを感じる。

　じーんと胸に温かいものが込み上げてきて、私は勢いよくお辞儀をしてその場を去った。




　メール処理など朝の雑務を終わらせてから、新卒採用の会場に足を運ぶ。

　受付の女の子たちはきびきびと動いてセッティングしてくれていた。

　今年の採用受付は仕事ができて安心感があるなぁと感心した。

　その年によって受付の女性は変わるので、年ごとに受付のカラーは異なる。リーダーの性格がきついと受付全体の空気がぴりぴりしたものになるし、リーダーがあまり仕事ができないと全体的にミスが増える。

　今年はみんな仲がよさそうだし、しっかり仕事してくれているし、リーダーの瀬戸内さんがきちんとまとめてくれているのだろう。

「いつもありがとうございます」

　お礼を言いながら私もセッティングの手伝いをすると、瀬戸内さんは明るく笑った。

「お礼を言われることじゃないですよ。私たちは私たちの仕事をしているまでです」

　その言葉で、責任感がある人なんだなと思った。

　いかにしてサボり、楽に給料をもらおうかと考える人たちを多く見てきたので、瀬戸内さんは新鮮に映った。

　当たり前のことだけど、当たり前のことを当たり前に行動に移し、言葉にできる人は少ない。それが社会人六年目で学んだことでもある。

　いろいろと準備をしていると、部長がまた顔を出しに来た。

「剛田部長！　また来てくださったんですね！」

　瀬戸内さんが弾む声を上げた。

　好きというのが身体全体から溢れ出ていて、複雑な気持ちになった。

「ああ、なにか手伝うことはないか？」

　瀬戸内さんは部長の元に駆け寄り、満面の笑みを向ける。

「いいえ。それより、私を飲みに連れていってくれたほうが助かります」

「なんだそれは」

　部長は呆れた顔で言葉を返した。

　私はふたりの会話に耳を集中させすぎて、つい注意を怠って紙で指を切ってしまった。

「つっ……」

　顔を歪めて人差し指を見ると、少し血が出ていた。

　ああ、もうバカだなぁ。なにやってんの、私。

　指を切ったことを皆に気づかれないように小さくため息を吐くと、部長が血相を変えて飛んできた。

「湯浅、大丈夫か!?」

「え!?」

　部長の慌てぶりに、私が一番驚いた。咄嗟に、切った指を背中に隠す。

「な、なんでもありませんよ」

「嘘つくな、さっき指を切っただろう」

　部長は私の手を強引に掴み上げる。

「ほらやっぱり、血が出てる」

「これくらいの傷、大丈夫です」

　掴み上げられた手を解こうとすると、いきなり部長が私の切った人差し指を口に入れた。

　驚きすぎて、言葉が出ない。

　受付の女の子たちも、部長の行動にびっくりして固まってしまっている。

「あ、あの……」

　戸惑いながら声をかける。

　すると部長は私の指から唇を離して、血がすぐに止まったことを確認すると、安堵の表情を浮かべた。

「お前はすぐに我慢するからな。ええと、救急箱はどこだったかな」

　部長は何事もなかったかのように辺りを見回し、救急箱を探しているようだった。

「あ……私、持ってます、絆ばん創そう膏こう！」

　瀬戸内さんが我に返って、ポーチから絆創膏を取り出して私に渡してくれた。

「おお、ありがとう、瀬戸内」

　なぜか私の代わりにお礼を言う部長。

「いいえ、とんでもありません」

　瀬戸内さんはニコリと笑った。でも、なんだか元気がないように見える。

　部長が私の指を咥くわえたからかな……。私だって、好きな人が他人の指を咥えるところを見たら落ち込んでしまう。

　なんだかいたたまれなくなって、申し訳ない気持ちでいっぱいになってしまった。

　部長が帰った後、私は肩を丸めながらセッティングの続きをしていた。

　すると、瀬戸内さんが後ろからやってきて声をかけた。

「湯浅さん、今日お昼ご一緒しませんか？」

「え？」

　振り返ると、瀬戸内さんは微笑を浮かべて佇んでいた。

「私、今日は正午から午後一時までが昼休憩なんです。いかがですか？　会社近くのおいしいパスタ屋さんを知ってるんで、ふたりで行きましょう」

　受付は昼も離れることができないため、交代制で休憩してもらっている。だから皆で一緒にランチを食べることはできないので、瀬戸内さんとふたりで行くのは特におかしくはない。

　でも、少し沈んだ様子の瀬戸内さんがどうして急に私をランチに誘ったのか妙にひっかかった。

「お忙しいなら無理しないでも大丈夫です」

「あっいえ、大丈夫です。一緒に行きましょう。パスタ楽しみです」

　私はニコリと笑って了承した。

　瀬戸内さんもニッコリ笑って「それじゃあ、お昼まで仕事がんばりまーす」と言って仕事に戻っていった。

　もしかしたら、瀬戸内さんはなにか気づいたからランチに誘ったのかもしれない。

　少し怖くなった。

　なにを言われるんだろう……。

　思い出したのは、同期で仲がよかった美奈子の笑顔。美奈子も美人で、笑うと白くてキレイな歯並びが一際輝いていた。

　時々、人が怖くてたまらなくなる。笑顔の裏でなにを考えているのだろうか、と。

　いい人だと思っていたのに、裏切られた時の空虚感は相当なものだ。

　うわべだけでは、人は判断できない。どこを見て信用すればいいのか、なにを基準にすればいいのか。分からなくて壁を作ってしまう。

　もしも部長が好意を寄せているのが冴さえない私だと知ってしまったら、意地悪とかされるのかな。瀬戸内さん、あけすけでいい人だと思ってたんだけどな……。

　まだなにも言われていないのに、気分はどんよりと沈んでいた。




　オフィスに戻って仕事をしていると、あっという間にお昼の時間になった。

　瀬戸内さんと一緒に会社を出ると、冷たい風が頬を刺した。

「寒いですね～。早く行きましょう」

　瀬戸内さんは制服の上にコートを羽織って、寒そうに身を縮めながら小走りした。

　その後ろを私は黙って付いていく。

　会社から徒歩で十分もかからない距離のところに、こぢんまりとした佇まいのイタリアンがあった。内装は西欧風でかわいらしく、テーブル席が四つと五名ほどが座れるカウンター席がある。

　私たちは一番奥のテーブル席に座り、デザートと飲み物付きのランチセットを頼んだ。

「湯浅さん、なんか警戒してませんか？」

　瀬戸内さんはおしぼりで手を拭きながら、苦笑いして言った。

「え、どうしてそう思ったんですか？」

　ドキリとして、思わず尋ねてしまう。

「さっきから顔が固いから。大丈夫ですよ。部長が湯浅さんのことが好きだからって、意地悪なんてしませんよ」

　やっぱり瀬戸内さんは部長が私のことを好きだって気づいたんだ。確かにあれを見たら、よっぽど鈍感でない限り見抜くかもしれない。

　すべてお見通しという感じの瀬戸内さんに、私は否定も肯定もできずに「いや、そんなことは……」と口の中でごにゃごにゃと言うだけだった。

「まどろっこしいの嫌いなんで、単刀直入に聞いちゃいますけど、どうして部長の告白を断ったんですか？」

　今さら、部長の好きな人は私ではないと嘘をついても仕方ない。でも、どこまで正直に話していいのか……。

「部長はとても素敵な人だと思います。でも私にはもったいなさすぎて……」

　私の返答に瀬戸内さんはあからさまに嫌な顔をした。

「それ、嫌味ですか？　私への」

「えっ!?」

　驚いて目を見開くと、瀬戸内さんは呆れた顔をしていた。

「部長の好きな人はモデルかお嬢様かなんかだと思ってましたけど、湯浅さんだと知って、妙に納得したんです。むしろ部長らしいなと、好感度が上がったくらいです。相手が湯浅さんなら勝てないなって思ったから、潔く身を引こうと思いました。それなのに、そんな言い方はないんじゃないですか？」

　瀬戸内さんは静かに怒っていた。

　私は嫌味で言ったわけではないけれど、確かに失礼な言い方だったかもしれない。瀬戸内さんは部長のことが好きだったのだから。

「ごめんなさい。嫌味なんかじゃないんです。ただ、部長には私なんか不釣り合いだと思っているのは事実です」

　本当に申し訳なく思っていることが伝わるように、心を込めて言った。

　けれど、瀬戸内さんは許してはくれていない様子だった。

「私、湯浅さんのこと、真面目で素直でいい人だなって思ってました。部長と湯浅さんはお似合いだと思ったから、応援しようとランチに誘ったんです。それなのに『私なんて』って言われたら、部長に振られた私はどうすればいいんですか」

「本当にごめんなさい。私、自分に自信がなくて……。裏切られることが怖いんです。ただでさえ恋愛に臆病になっているのに、社内恋愛なんてできる自信ないんです」

　自分の気持ちを素直に言う瀬戸内さんに引っぱられて、気がついたら私も本音を話していた。

「『裏切られることが怖い』って……もしかして、過去に浮気とかされました？」

　ずばりと言い当てられ、ここまできたら正直に打ち明けてしまおうと思い、静かに頷いた。

「浮気かぁ……。辛いですよね。私も散々浮気されました」

「えっ！　瀬戸内さんでも浮気されるんですか!?」

　驚いて顔を上げると、瀬戸内さんは苦笑いを浮かべていた。表情は柔らかくなっていて、もう怒ってはいないようだった。

「されますよ。別れる原因は大体、浮気でしたね。問い詰めたり携帯見ちゃったりする私も悪いんですけど、でも一番悪いのは浮気するほうだと思うんですよね」

　苦い記憶を思い出しているのか、彼女は遠くを見るようにして話を続ける。

「一回浮気されると、もしかしたらこの人もって思って信用できなくて、調べちゃって、それで発覚して、別れて……。悪循環ですよ。男運がないのか男を見る目がないのか、はたまた私が悪いのか。今度こそ信用できる男を、と思って剛田部長を選んだんですけど、私にはどだい無理な人でした……」

　最後は、自嘲するように笑った。

　瀬戸内さんの気持ちが痛いほど分かって、急に親近感が湧いてくる。

「浮気されて、次に恋愛するのが怖くなったりしないんですか？」

　ドキドキしながら聞いた。

　浮気された人たちはどうやって立ち直っているんだろう。それを、私は一番知りたかった。

「怖いから、恋愛するんでしょう」

　瀬戸内さんは当然のように言った。

　私は意味が分からなくて、きょとんとしてしまう。

　すると瀬戸内さんは、私にも分かるように言葉を付け足してくれた。

「恋愛で傷ついた心は、次の恋愛で癒すんです。女は便利にできていて、次の恋愛が始まったら過去の恋愛なんてどうでもよくなっちゃうんです。不安があるんだったら、新しい男に不安を打ち消してもらえばいい。傷を治す方法は、新しい恋愛に限ります」

　自信満々にニコリと言われて、衝撃が走った。

　新しい恋愛で癒すなんて、考えたこともなかった。傷が治ってからじゃないと恋愛できないと思っていた。

「……心から信用できなくてもいいんですか？」

　信用できないのに付き合うなんて、相手に失礼じゃないの？

　瀬戸内さんの返答次第では、新しい世界が開けるような予感がして、胸のわだかまりを吐き出すように質問する。無性に胸がドキドキしていた。

　瀬戸内さんは少し考えてから口を開いた。

「……心から信用する必要ってあるんですか？」

　逆に質問されて、戸惑った。

　信用しなくてもいいなんて考え、浮かんだことすらなかった。

　黙り込む私に、瀬戸内さんは持論を展開する。

「人って、そんなにすぐに信用できるものじゃないと思うんですよね。それに、最初は信用できると思っていても、うわべの姿に騙だまされて、まったく信用できない人だったってこともあるじゃないですか。信用できるかどうかは関係の積み重ねだし、深く相手を知っていかないと分からないことですよね」

「はい……」

　だから、怖い。信用できると思っていたのに、裏切られるのは。深い間柄にならないと分からないからこそ、分かった時の傷は深いのだ。

「そもそも、最初から百パーセント信用できる人間を見極めるのって不可能じゃないですか？　というかまず、百パーセント信用できる人間なんていないでしょう」

　瀬戸内さんは呆れたような顔をして言った。彼女にとっては当たり前のことで、心から信用できなくてグズグズ悩んでいる私が不思議なようだ。

「その通りだと思うんですけど、私が以前付き合っていた人は、浮気なんてするような人じゃないと周りからも言われている人だったんです。私も信じていました。だからこそ、部長は絶対にそんなことしないと思ってても怖いんです。なにを信じたらいいのか。自分も他人の目も、信じられなくて……」

　手をぎゅっと握りしめて俯いて話す私に、瀬戸内さんは少し考え込むように沈黙してから口を開いた。

「……分かりますよ、気持ちは。でも本当に好きだったら、怖いとか、心から信用できないとか、傷つきたくないとか、そんなこと吹き飛んじゃって、気がついたら相手の胸に飛び込んでいるっていうのが恋じゃないですか？」

　ハッとして私は顔を上げた。

　いろいろな不安を吹き飛ばして、部長の胸に飛び込みたいと思ったことは何度もある。もしかしたら、そう感じた時に素直に飛び込んでしまえばよかったのかもしれない。

「本当に好きだったら、なりふり構わず突進してしまうのが女だと思うんですよね」

　そう言って、瀬戸内さんはパスタをフォークにくるくると巻いて口に運んだ。

「……って、私が恋愛体質すぎるだけかもしれませんが。あっ、早く食べないとお昼休憩終わっちゃいますよ」

　そう言われて、私はテーブルに置かれたボロネーゼを慌てて口に放り込む。

　おいしいけれど、ボロネーゼは少し冷めていた。

「あ、分かった！　湯浅さんが部長を好きでも、あと一歩が出ない理由！」

「え？」

　付け合わせのサラダを食べながら、瀬戸内さんに視線を移す。

「まだ許せていないんですよ。浮気した男のこと。それが心の中を支配しちゃってるから、次の恋愛にいけない。許せない気持ちって憎しみみたいなものだから、その気持ちを手放さないと次の男が入り込む場所がないのかもしれない。愛と憎しみは繋がってて、女は基本、ひとりの男しか愛せないから」

「私がまだ元彼のことを好きってことですか？」

「好きとは違うけど、引きずってるかもしれないですね。許せないでしょ？」

　私はまた俯いた。胸の古傷がずきずきと痛む。

「……許せるわけ、ないでしょう」

　口に出すと、思いのほか重い言葉だった。

　許せるわけない。この言葉に憎しみが入っていないとは言い切れない。憎んでいるなんて考えたくもないけれど、指摘されるとそうかもしれない。

「私も、浮気した相手のことを一生許さないって固く心に決めてました。でも新しい恋をして元彼のことがどうでもよくなると、気づけば許してました。浮気が発覚した時は、この人間のクズが！って思ったんですけど、月日が経って冷静に相手を見ると、いいところもあるんですよね」

　瀬戸内さんは笑って言った。

「『人間のクズ』って。でも、そう思う気持ち分かります」

　クズ発言に思わず笑ってしまう。瀬戸内さんは私の相あい槌づちに笑顔を浮かべて、その後少し真剣な表情になった。

「男としては最低だけど、友達としてはいいとか、仕事は文句なくできて尊敬できるとか、そういういいところも確かにあるわけで。そう思うと楽になりました。人のこと嫌いになったり、許せないっていう負の気持ちを持ってると疲れるんですよね」

　ふふっ、と優しい表情で笑う彼女が、とても大人に見えた。

　疲れる……。確かにそうかもしれない。

　私は守と別れて以来、世の中の人を、いい人、悪い人で括くくろうとしていた。誰がいい人で、誰が悪い人なのか、見極めようと躍起になっていた。

　でも、いいところも悪いところもあるのが人間なんだよね……。

「私のことはどう見えますか？」

　瀬戸内さんからの突然の質問に、慌てて頭を回転させる。

「えっと……、自分の気持ちを隠さず正直に言えて、裏表がない明るい人だなって思います」

　お世辞ではなく、心からそう思う。彼女は、私にはないところをたくさん持っている素敵な女性に映っている。

「裏表がないように見えますか。そんなことないですよ。私はけっこう策略家ですよ。現に部長を好き好きアピールしていたのだって、他の受付の子を牽けん制せいする目的もありましたし。湯浅さんがいつまでも私なんかって思ってグジグジしていたら、容赦なく部長にアプローチかけますよ」

「えっ……」

　少し引き気味な私を見て、瀬戸内さんは大きく笑った。

「だから、人なんて分かんないんですよ。突然手の平返されることだってある。だから慎重になるのはいいけど、石橋叩きすぎて壊しちゃったら元も子もないですよ」

　あははは、と瀬戸内さんは大声で笑った。

　それにつられて私も笑ったけれど、まさに石橋を壊そうとしていたところなので、引きつった笑いになってしまう。

「いいじゃないですか、白黒はっきり決めずにグレーでも。とりあえず自分の気持ちに正直になって思いきって飛び出してみたらどうですか。後は野となれ山となれ、ですよ」

「名言がたくさん出ますね」と褒めると、彼女はまんざらでもないような笑顔を浮かべ、「名言王とでも呼んでください」と冗談を言って大きな口を開けてパスタを頬ばった。

　本音を言えば、瀬戸内さんのことを少し恐れていた。

　はっきりと発言するし、それがまた図星で痛いところをつくから、傷つくこともある。仕事をがんばってくれていて、いい人だなとは思うけれど、一方で世渡り上手なところもあって、心の中ではなにを考えているか分からないところもあった。

　だから、仲よくなるのが怖かった。

　実は守と美奈子との一件は、男性不信だけでなく女性も含めた人間不信にまで至らせていた。

　疑って、疑って、疑って……。どこまで疑えば安心できるのか分からなくなって、結局うわべだけの関係で終わってしまう。昔からの友達はいるけれど、新しい友達を作ることに臆病になっていた。

　でもこのままじゃいけないと、瀬戸内さんと話していて痛感した。

　私はあまりにも自分の殻に閉じこもりすぎているのかもしれない。卑屈になりすぎているのかもしれない。

　そのことに気づかせてくれた瀬戸内さんに感謝しなきゃ。

「そういえば湯浅さんって何歳なんですか？」

　水を飲んで、ひと息ついた瀬戸内さんは、顔を上げて言った。

「二十八になりました」

「えぇ!?　私と同い年じゃないですか！」

　瀬戸内さんは身体を仰け反らせて驚いた。

　私のほうも目を丸くして驚く。

「私はてっきり瀬戸内さんは二十代前半かと思ってました！」

　そう驚く私に、瀬戸内さんは苦笑いしている。

「いや、それは言いすぎでしょう。私の履歴書見なかったんですか？」

「派遣会社からは年齢は公表されないんです。全員二十代とは聞いてましたけど」

「ああ、派遣会社によって違うんですね。履歴書をそのまま見せているところもあったんで。でも湯浅さん、若く見えるって言われませんか？　私てっきり年下だと思っていて、ちょいちょいタメ口きいてました」

　すみません、と頭を下げたので、私は手を振った。

「いえいえ、同い年なんで敬語はいいですよ。それにここは会社の中じゃないし」

　ちゃっかり自分も敬語をなくしてみる。同い年と聞いて、とても親近感が湧いていた。

「なんだか私たち、いい友達になれそうですね」

　瀬戸内さんはニッコリと笑った。

　不思議と胸がドキドキして、妙に照れくさくなる。

「そうですね」

　私も笑顔で返した。




　瀬戸内さんのおかげで、部長と向き合う覚悟を決めた。私に必要だったのは、うじうじしている私の背中を押してくれるほんの少しの後押しだったのかもしれない。

　部長の気持ちが変わらないうちに、瀬戸内さんに呆れられて猛烈アピールをされる前に、私の気持ちを伝える。好きだと、付き合いたいと、伝える。

　そう思ったのに、なかなか部長とふたりきりになることができなくて、もやもやを抱えたまま数日が過ぎた。

　どこかに呼び出そうにも、部長の電話番号を知らない。

　もちろん会社用の携帯番号とメールアドレスは知っている。だから、いつでも連絡できると思っていた。でも会社携帯に電話して『伝えたいことがあるんです』なんて言えない。

　プライベート用の電話番号を聞いていなかったことに、今さらながら激しく後悔する。

　毎日会社で会っているのに、目と鼻の先にいるのに、プライベートなことは伝えられない。たまに給湯室でふたりきりになっても、すぐそばに誰かがいて、会話の内容が聞こえてしまうかもしれないと思うと切り出せない。

　勇気を出して一歩を踏み出してみようと思ったのに、私は全然変わってなくて、ヘタレのままだった。

　一日、また一日と過ぎていくたびに、不安に駆られた。

　部長がずっと私のことを好きでいてくれる保証なんてない。恋愛はタイミングが重要、なんてよく聞くセリフ。だとしたら、タイミングを逃してしまっている私は、部長とは縁がなかったのかもしれない。

　そんなふうにネガティブなことを思ってしまう。

　ああ、もう、こんな性格、本当に嫌だ。瀬戸内さんみたいになれたらいいのに。

　はっきりと自分の意見が言えて、自分の気持ちに素直になれる。そんな女性になりたいのに、現実と理想はほど遠い。




　今日は久しぶりに遅くまで残業していた。

　オフィスにはほとんど人がいなかったけれど、残っている人の中に部長がいた。

　タイミングよく同じ時間に終わって、一緒に帰れないかな、なんて都合のいい展開を待っている自分がいる。

　でも、今日は晴天。部長に送ってもらう口実はない。自分にとって都合のいい展開が、二回も三回も降ってくるわけはないのだ。タイミングは自分で作らなければいけない。

　分かっているのに、うまい考えが浮かばない。

　仕事をしながらそんなことを考えていると、部長がバッグを持って立ち上がった。

　帰るんだ……。どうしよう、まだ私の仕事は終わってない。

　あたふたしていると、部長から声をかけられた。

「お疲れ。まだ終わってないのか？」

「あ、はい。もうすぐなんですけど……」

　私はエクセル画面と部長の顔を交互に見ながら慌てて言った。

「そうか。がんばれよ。じゃ、お先に」

　ああ、待って！

　そんなことを言えるはずもなく、遠ざかる部長の背中に「お、お疲れ様でした！」と言うのがやっとだった。

　部長の姿が見えなくなって、大きなため息が出た。

　今日も言えなかった……。

　後悔と悔しさが襲ってくる。

　唇を噛みしめながら、エクセル画面を見つめる。

　ええいっ！

　私はノートパソコンの蓋を閉じて立ち上がった。急いでエレベーターに向かう。

　エレベーターの下降ボタンを押すけれど、どんどん下がっていくだけで上がってくる気配はない。

　これじゃ、間に合わない。

　私はまた唇を噛みしめて、再び走った。

　間に合いますように！　部長、お願い、まだ帰らないで！

　手すりをつたいながら、階段を駆け下りる。ヒールの甲高い音が、狭く静かな階段内に響き渡っている。

　息切れしながら三階まで降りると、二階の扉が開いた。誰かが上にのぼってくる。

　滑り落ちるように急いで下っていたので、少しペースを落とした。

「あっ……」

　のぼってくる人物と目が合い、足が止まる。

「守……」

　どうして、こんな時に……。

　守も、こんなところで私と会って驚いているようだった。私を見上げて、人懐っこい笑顔を作る。

　この笑顔が好きだった。でも今は……。

「みあ、久しぶり。あのさ――」

「ごめん、急いでるの！」

　話を聞いていたら、部長は帰ってしまう。

　私は再びヒールの音を響かせて階段を駆け下りた。

　本当に急いでいる様子の私に、守は呆気に取られていた。

「お、おう！　また今度な。転ぶなよ～！」

　後ろから呑気な守の声がする。

　私はその声を払いのけるように、さらに急いで駆け下りる。

　もう守の呪縛から逃れたい。過去に怯えるのは嫌だ。

　変わりたい。幸せになりたい。

　だから部長、お願い。まだ帰らないで……。

　ようやく地下駐車場まで辿り着き、分厚い扉を押し開ける。息切れして胸がドクドク鳴っている。

　部長の車……どこ？

　首を回して左右を見渡す。しかし部長の車は見つからなかった。

　遅かった……と肩を落とした時、薄暗い駐車場内でヘッドライトの灯りが見えた。

　駐車場の奥の方から発進音と共に車が出ていく。

　慌てて、車の後を追う。

「部長！　待って！」

　大声で呼びかけるも、部長の車は私に気づくことなく行ってしまった。

　急に力が抜けて、その場にしゃがみ込む。

　……行ってしまった。間に合わなかった。今なら言えそうな気がしたのに、精一杯の勇気は空回りに終わってしまった。

　頭をがっくりと下ろして、ただひたすら地面を見つめる。しばらく顔を上げられそうにない。

「そんなところでなにしてる」

　ついさっき車で行ってしまったはずの部長の声が聞こえてきた。

　驚いて顔を上げると、部長が歩いてこちらに向かってくる。

「え、今、行ったはずじゃ……」

　まるで幽霊でも見ているかのような心境だった。

「バックミラーに湯浅が見えたから、慌てて車を止めてきたよ」

　近づいてくる部長の姿に、うるっときた。

　……間に合った。

「どうした、なんかトラブルでもあったのか？」

　心配そうに覗き込む部長。

　私は立ち上がり、部長の目を見据えた。

「違います。部長に伝えたいことがあるんです」

　訝いぶかるように見つめる瞳に、胸がドキドキしてきた。

『伝えたいことがある』とは言ったものの、どう切り出せばいいのだろう。

　途端に緊張してきて、部長の目がまともに見られなかった。

「えと……あの……」

　必死で言葉を探すも、見つからない。緊張だけが高まって、頭が真っ白になっていく。

「どうした？」

　私の様子に部長は不審がっていた。

　早く言わなきゃと思うけれど、思えば思うほど言葉が出てこない。

「……俺と、付き合う気になってくれたのか？」

　ズバリのセリフに、驚いて顔を上げる。

　どうして分かったのかと目を見開いていると、部長はくしゃっとした笑顔を見せた。

「なんてな」

　少し自嘲気味に笑っていた。

　冗談、だったの？　なぜか緊張して、なにも言いだせずにいる私の緊張を解くために……？

　部長の優しさに心を掴まれ、私ははっきりと口にした。

「はい。部長と、お付き合いさせてください！」

　まさかの言葉が返ってきた部長はとても驚いていた。私の言葉も冗談なのかと戸惑い疑っている様子も見られたので、私はもう一度勇気を出して言った。

「部長のことが好きです。私と付き合ってください」

　ベタすぎる告白だと自分でも思った。できればもっとオシャレな言い方で想いを伝えたかったけれど、この言葉しか浮かばなかった。

　部長は固まっていた。言葉が出ない様子だった。

　私はまっすぐに部長の瞳を見つめた。緊張して手が震えていた。でも、瞳を逸らしたくはなかった。

　部長が一歩私に近づき、コンクリートの地面にコツッと革靴の音が小さく響いた。

　私はごくりと唾を飲み込む。

　部長の手がゆっくりと上がって、私の腕に触れた。さらに近づき、顔を寄せてくる。

　間近に迫る部長の顔にドキドキしながら、顔をほんの少し上げてキスを待つ。

　目を閉じた瞬間に、唇が触れ合った。

　夢のようなひと時だった。ほんの短い間、唇を触れ合わせるだけのキスだったけれど、心が満たされていてとても幸せだった。

　唇が離れて、私は恥ずかしさで俯いてしまったけれど、部長は名残惜しそうに私の両方の二の腕を掴んだまま離さなかった。

「一緒に帰ろうか」と部長が言った。

「あ、でも、まだ仕事が残ってるんで……」

　まだ一緒にいたいけれど、これ以上一緒にいたらどうにかなってしまいそうな不安もあった。胸がいっぱいで、これ以上は容量オーバーだ。

「そうか。残念だな……」

　部長の手は私の二の腕から手に移動し、指先をぎゅっと握りしめている。

　もうそれだけで幸せで、ずっと頑なに拒んできたのがバカらしくなるほどだった。

「じゃあ、行きます」

　ここにこのままずっといるわけにもいかないので、部長から離れる。

　部長の手は名残惜しそうに私の指先を握りしめて、そしてゆっくりと放した。

「ああ、がんばりすぎるなよ」

　部長の優しい言葉に、愛されているのが伝わってくる。

　なんだかくすぐったくて、私は「ふふふ」と笑った。

「はい、部長も気をつけて」

「ああ、また明日」

「また明日」

　明日も部長に会えることが、とても嬉しかった。『社内恋愛最高！』と叫びたかった。

　あんなに社内恋愛だけはしないと決めていたのに、現金なヤツだと我ながら呆れる。

　お互い小さく手を振りながら、反対の方向に歩きだした。

　まだ仕事が残っているけど、苦ではなかった。むしろいくらでも仕事ができそうだった。

　たっぷり充電されて、元気いっぱいだ。

　恋って素晴らしい。

　次の日、うきうき気分で出社すると、なんだか皆の様子がいつもと違っていた。男性社員は私を見てなぜかニヤニヤしているし、女性社員には避けられているような気もする。

　もちろん、そんな態度の人はほんの一部で、ほとんどの人はいつも通りだから気のせいかなとも思った。でも、嫌な感じがして落ち着かない。

「湯浅さん、おはようございます」

　後輩の新藤さんが、やけにニコニコ顔で挨拶してきた。

「おはよう」といつものように返すと、新藤さんは私の肩をつんつんと突っついてきた。

「もう、早く言ってくださいよね」

「え、なんのこと？」

　眉根を寄せて振り返ると、彼女は意味ありげにニヤニヤしている。

「今朝一番に部長が呼び出しをかけられた件のことですよ」

「えっ、呼び出し!?」

　思わず声が大きくなってしまった。

　なにがあったの!?

「あれ？　知らないんですか？」

　新藤さんはきょとんとした顔を見せた。

「知らない！　初めて聞いた。なにがあったの!?」

　途端に胸がドクドクと大きく鳴り始める。事件か、事故か、トラブルか。嫌な想像だけが頭をぐるぐる回っている。

「えぇっと……」

　彼女はとても言いにくそうに目を泳がせていた。

　私は彼女を一心に見つめ、早く教えてと圧力をかける。

　その時、電話が鳴って、新藤さんはこれ幸いと言わんばかりに受話器を取った。

　もう、なんでこんな時にっ！

　電話をかけてきた相手を恨みたくなる。

　早く電話よ終われ～と願いを込めながら待っていたけれど、なかなか終わりそうにない。ずっと待っていられるほど暇ではないので、気にはなりつつも仕事に集中することにした。

　朝はまず、瀬戸内さんに今日の仕事の流れを説明しなければいけない。私は受付の女の子たちに渡す書類を集めて、新卒採用を行っているフロアへと急いだ。

　会場に着くと、瀬戸内さんが私の姿を見て、嬉しそうに手を振ってきた。他の女の子もやけにニコニコしているので、少し不気味なほどだった。

　今日はいったい、なんなのだろう。

「おめでとうございます！」

　瀬戸内さんに祝福の言葉をもらい、わけが分からず首をひねった。

　私の誕生日はまだまだ先だ。

「なんのことですか？」

　不審に思いながら聞くと、瀬戸内さんは「またまたぁ」と私の肩を叩く。

「部長と付き合うことになったんですよね！」

「え……？」

　血の気が引いた。

　隠そうと思っていたわけではないけれど、昨日の今日で、どうしてそれを知っているんだろう……。

「ふたりが付き合ったら、少し悔しい気持ちになったり複雑な心境になったりするのかなって思ってたんですけど、素直におめでとうって思えました。湯浅さん、過去のトラウマを払ふっ拭しょくできたみたいでよかったですね！　いや～、でも剛田部長ファンは多いからやっかみ受けないといいですね。ああでも、湯浅さんなら大丈夫かな」

「ごめんなさい、ちょっと待って」

　私の気持ちにはお構いなしに、一方的に話し続けようとする瀬戸内さんに待ったをかける。

「……どうして付き合ってることを知ってるんですか？」

　恐る恐る尋ねると、受付の三人は目を合わせてから苦笑いをした。

「だって、更衣室ではその話で持ちきりですよ？」

　再び血の気が引く。今度は身体中の血が引いていくようだった。

　派遣の女の子たちですら知っているということは、もしかしたらもう全社員が知っているのかもしれない。

　だから、皆あの反応だったんだ。でも、なんで知ってるの？

「剛田部長と湯浅さん、ふたりとも固いイメージがあったんですけど、まさか会社の駐車場でキスするなんてやりますねぇ。ヒューヒュー。あっこれもう古いか。年齢バレちゃう」

　皆笑っているけれど、私はまったく笑えない。

　そうか、あれを誰かに見られたんだ。だから……。

　普段なら会社でキスなんて絶対しないけど、気持ちが盛り上がって、ついやってしまった。

　考えてみれば、駐車場には防犯カメラもついているし、あの場に誰かがいたってまったく不思議ではない。

　脳内がお花畑になりすぎていた。しまったぁ……。

「もう、最悪……」

　額を手で押さえて、つい本音がポロリと零れる。

　落ち込んでいる私に、瀬戸内さんは慰めるようにして言う。

「いや、会社でキスするのがいけないなんて、そんな固いこと私は言いませんよ？　会社でキスなんて、オフィスラブの醍だい醐ご味みというか特権みたいなもんじゃないですか。だからこっそりするのはいいと思うんですけど、さすがに駐車場はまずかったかもしれないですね。あそこに停めてるのは役職のある人たちばっかりだし、役員や社長も使ってるから……」

　瀬戸内さんに言われて、新藤さんが言っていた言葉をハッと思い出した。

「もしかして、部長が呼び出された理由って……」

　真っ青になりながら口にすると、三人はまた目を合わせて苦笑いをした。

「会社でキスしたくらいで呼び出すなんて、暇な会社ですね」

　瀬戸内さんは私を励ますために皮肉を言った。

　なんだか皆が同情するような目で私を見ている。

　……やっぱり、社内恋愛なんて最悪だ！




　トボトボと足取り重く、オフィスに向かって歩いていた。

　出社する前の浮き足立った気持ちはどこへやら、脳内一面に咲いたお花畑は、すっかり枯れ果てた。

　恋って恐ろしい。冷静じゃいられなくなって、ふたりだけの世界に入り込んでしまう。

　始まったばかりで社内恋愛の洗礼を浴び、つくづくその厳しさを知る。

　うなだれながら廊下を歩いていると、役員室から部長が出てきた。

　途端に背筋がピンと張って、心臓が躍動し始める。

　部長は一礼しながら扉を閉めると、ふうとため息を吐いた。

「部長！」

　私は慌てて駆け寄った。

　私を見つけた部長の顔はパッと華やぎ、満面の笑みを浮かべる。

「湯浅、おはよう」

『そんな爽やかな挨拶している場合じゃないでしょう』と言いたい言葉をぐっと堪え、周りに誰もいないことを確認する。

　そう、ここは会社。誰が見ているか分からないのだ。

「ちょっといいですか」

　使用していないプレゼンルームに部長を招き入れる。

　ふたりきりの状況に部長は嬉しそうで、先ほどまで呼び出しを受けていたとは思えないほど顔が輝いている。

「部長、大丈夫だったんですか？」

「なにが？」

　きょとんとした顔で逆に質問されて、戸惑う。

「怒られたんでしょう？　私と駐車場であんなことしてたから……。もしかして、出世とかに響くんですか？　私のせいで、どうしよう」

　うろたえる私に、部長は「待て待て」と制した。

「怒られていたわけじゃない。ただまあ……やっぱり場所が悪かったから注意を受けただけだ。あそこは社長も使っているから。でも、呼び出しされたのは、注意するためというより、本当に付き合っているのか知りたかったんだと思う」

「好奇心で呼び出されたんですか!?」

　瀬戸内さんが『暇な会社ですね』と皮肉で言った言葉が思い出される。

「好奇心というか……、前々から心配されてたんだよ。結婚はまだなのかって。やっぱり上の世代には、結婚しないと一人前じゃないって考えが根づいてるんだ。だから、付き合ってるなら早く身を固めろって、助言というかなんというか……」

　部長はとても言いにくそうに言った。

　私たちはまだ付き合いたてで、結婚なんて考えてもいなかったからドキリとした。

「……それで、部長はなんて答えたんですか？」

　胸がドキドキしている。

「『まだ付き合い始めたばかりなので、彼女が結婚したいと思うまで待つつもりです』と言った」

　え……それって、部長は私と結婚する気があるってこと？

　嬉しくて言葉が出ない。

　黙り込む私に、部長は慌てて言った。

「上から言われてるからって、焦ってるわけではないからな。プレッシャーに感じる必要なんてないから。俺は本当……待てるから」

　部長は耳を赤くさせていた。

　なんだろ、これってプロポーズに近いんじゃ……。いやいや、まさか。付き合い始めたばかりだし。

　付き合い始めの『結婚したいね』って話は、ほとんどが男性のリップサービス。部長に会った途端、枯れたはずの花畑が一斉に開花して、私は自分に都合よく解釈してしまっているんだ。

　そう自分に言い聞かせ、心を落ち着かせる。

「さて、仕事に戻らないとな」

　部長は照れくさそうに私に背を向けて、プレゼンルームから出ていった。

　一緒にオフィスに戻ったらまた噂されそうなので、私はもう少し時間を置いてから向かうことにした。

　さっきの部長の言葉を思い返す。

　リップサービスだと自分に言い聞かせたけれど、部長はリップサービスが言えるようなキャラじゃない。

　真っ赤になった耳が脳裏に焼きついて、もしかしたら本気で言ってくれたのかもしれないと思い直し、胸がドキドキしてきた。

　とはいえ、まだ私たちは付き合いたて。これから先のことなんて分からない。

　でも……結婚、か。

　自分にはもう縁のないような話だったのに、恋人ができた途端に現実味が増した。

　部長と結婚したらどんな生活が待っているんだろう。

　思わずニヤニヤしながら妄想してしまう。

　このまま順調に付き合っていって、いつか結婚できたらいいな。部長が結婚したいと思えるような女性になりたい。

　沈んでいた気持ちは、もう浮上していた。

　皆にはバレちゃったけど、おかげで部長から嬉しい言葉が聞けた。それだけですべてが帳消しにできちゃうほど、幸せな気分だった。

　よし、仕事がんばろう！

　プレゼンルームを出て、私もオフィスに向かった。




　私と部長が付き合っていることは、いつの間にか会社中に知れ渡っていた。

　一日でこんなに広まるなんて驚きだ。これはきっと、相手が部長だからだ。

　本人はまったく自覚がなさそうだけど、かなりの人気者。部長に好意を寄せている女性はたくさんいたから、その衝撃はとても大きいものだったんだろう。

　でも、あからさまに嫌がらせされるとか、無視されるといったことはなかった。その辺はみんな大人で、すぐにいつも通りに接してくれた。

　部長と付き合ったら大変だろうなと思っていただけに、不安が杞き憂ゆうに終わってほっとする。

　定時前に新卒採用会場にもう一度顔を出すと、瀬戸内さんがこそっと私に話しかけた。

「部長と付き合ってることがバレて、なんか意地悪とかされませんでした？」

「ああ、はい。ちょっとよそよそしくなったと感じる人はいましたけど、分かりやすく敵意を示してくる人はいませんでした」

「そうですか、よかった」

　瀬戸内さんは安堵したように顔を綻ばせた。

　私のことを心配してくれていたことが伝わってきて、とても嬉しかった。

　瀬戸内さんも部長のことが好きだったのに大人だなぁ、と同い年ながら感心してしまう。

「私も付き合う前は心配してたんですけど、考えてみれば当たり前ですよね。学生時代じゃあるまいし、嫉妬や妬みでイジメとか嫌がらせする人なんて、そうそういないですよね。会社には仕事しに来てるんですし」

　いろいろ考えすぎて悪いことばかりを想像してしまったと、自分のネガティブ思想に呆れて苦笑いをした。

　すると、瀬戸内さんは急に真面目な顔になった。

「そうそういないですけど、時々本当にいますよ。理不尽な嫉妬や妬みでえげつないことする人間が」

「え……」

　背筋がゾクリとした。

　固まった表情の私を見て、瀬戸内さんは慌ててニコリと笑った。

「結婚したい男ナンバーワンの剛田部長と付き合ったのに、嫌がらせされないのは湯浅さんの人望ですよ。私だって、湯浅さんだから応援しようと思ったんですし」

「あ、ありがとうございます。瀬戸内さんに言われたから勇気出そうと思えたんです。本当に感謝しています」

　頭を下げてお辞儀をすると、瀬戸内さんは困ったような顔をした。

「今はなにもなくても、安心しすぎちゃダメですよ。本当にびっくりするくらい根性が捻じ曲がった人っていますから。私は女の世界で生きてきたんで、いろいろ見てきているんです。現実は、ドラマとか漫画よりもえげつないですよ」

　彼女の言葉には、経験者でしか出せないような重みがあった。

　いろいろ苦労しているのかもしれない。私は人生のどん底を味わったと思っていたけれど、みんな言わないだけでけっこう辛い経験をしているのかもしれない。

　それから私は受付の女の子たちの仕事を手伝い、彼女たちが帰った後、人事部のフロアへと戻るためにエレベーターを待っていた。

　ふと外を見ると、日が暮れて暗くなっている。

　早く残っている仕事を終わらせて帰りたいなと、上昇してくるエレベーターランプを見上げていると……。

　突然腕を掴まれて、エレベーター隣の非常階段に引きずり込まれるように連れていかれた。

　なに、痴漢!?　変質者!?

　驚いて声を上げようとした時、「しっ」と人差し指を唇に当てられる。

　相手の顔を見ると、守だった。

「なにするの、突然！」

　守だと分かった途端、急に強気になった私は掴まれた腕を払いのけた。

　守は私の顔を睨むようにじっと見ている。

「なんなの？　私、忙しいんだけど」

　不快感を露わにして言った。

「…………」

　守は唇を噛みしめて、私の目を見つめたまましゃべらない。

「用事がないなら、もう行くけど」

　守に背を向けてエレベーターに戻ろうとすると、守は意を決したように口を開いた。

「剛田部長と付き合ってるって、本当か？」

　ドキリとして足が止まる。

　そうか、守の耳にも入ったのか。だけど隠す必要はないし、むしろ知ってほしいという気持ちのほうが大きかったから都合がいい。

　私は向き直って、守の目を見て言った。

「そうだよ。部長と付き合ってる」

　守は表情を崩さなかったけれど、雰囲気や目の表情からショックを受けているのが分かる。

　その顔に、少し優越感を抱いた。

　私はいつまでも守のものじゃない。過去の辛い記憶の呪縛から解放されて、新しい恋をしているんだ。幸せになるんだから。

「黙ってないで、『おめでとう』のひと言くらい言ってよ」

　つい最近、再び守に告白されたことを忘れたわけではない。むしろ、忘れてないからこそ言った。私が味わった苦しみを、守もほんの少しでも味わえばいいと思っている自分がいた。

「俺は諦めないから。俺が好きなのはみあだけで、これからも絶対変わらない」

　守は私をまっすぐに見つめて、気持ちを込めるように言った。

　裏切ったくせに、なんて都合のいい。

　そう呆れたけれど、それ以上に嬉しい気持ちのほうが大きかった。

　ボロ雑巾のように捨てられて忘れ去られるより、迷惑だけど好きでいてくれたほうが自分のプライドを保てる。

　なぜか守をもっと傷つけてやりたいという残虐な気持ちが湧いてくる。本当はこんな気持ち捨ててしまいたいのに、古傷は私を残酷にした。

「そう、でも私は部長と幸せになるから」

　守から顔を背けて言い捨てる。去ろうとすると、再び守に腕を掴まれ、壁際に追いやられた。

　守は両手を壁について、私が逃げられないようにホールドする。

　こんなところを誰かに見られたら……。

　焦る私とは裏腹に、守の目は獲物を狩る肉食獣のようだった。

「やめてよ、こんなこと！」

「みあが他の誰かのものになるなんて耐えられない」

　逃れようとするも、暴れれば暴れるほど守の身体が密着してくる。

「好きだ。ずっと、好きだった。こんなこと言う資格ないって分かってる。みあを諦めることが俺が犯した罪の償いなんだと思って、必死に忘れようとしてきた。でもダメだった。みあが好きなんだ。失ってから気づいた。俺はみあじゃなきゃダメなんだ」

　守は必死だった。苦しみが顔に滲み出ていた。でも……。

「いい加減にして！」

　私は思いっきり守の頬を平手打ちした。

「守は自分のことしか考えてない！　私はようやく新しい恋ができて前に進もうとしてるんだよ。どれだけ傷つければ気が済むの？　私は幸せになっちゃいけないの？」

　涙が出そうになるのを必死で抑える。

　こんなところで泣くわけにはいかない。ましてや元彼の前でなんて、絶対に。

「……俺がみあを幸せにしたい」

　守も泣きそうな顔だった。声が震えていて切迫感があった。

　私は守から目を背けた。

「無理だよ。もう、無理だよ……」

　私はあの時のことを忘れることはできない。どんなに守が償ってくれても、忘れられる日はやってこない。どうがんばっても、無理なものは無理なんだ……。

　守は俯き、悔しそうに唇を噛みしめていた。壁についていた手は下ろされ、拳をぎゅっと握っている。涙を堪えているようにも見えた。

　守としっかり別れるためにカフェで話し合いをした時のことを思い出す。

　あの時も、守は悔しそうだった。悲しそうに自分を責めていた。いつも明るく朗らかだった守の顔は青ざめていて、とても疲れているようだった。

　そんな姿を見ると、怒りが急速に萎しぼんでしまう。罵声を浴びせたいほど怒っているはずなのに、彼の心配をしてしまう。泣いている子供をあやすように、柔らかく抱きしめて背中をとんとんしてあげたくなる。

　どうしてだろう。あんなにひどいことをされたのに、守ってあげたい感情が湧き上がってくる。

　……でもダメ。私にはもう部長がいるから。守の気持ちに応えることはできない。

「じゃあ私、行くから」

　無言で俯いたままの守に声をかける。

　守は下を向いたまま、身動きひとつしなかった。

　後ろ髪を引かれる気持ちを断ち切り、非常階段を出る。ちょうどエレベーターが止まっていたので、急いで乗り込んだ。

　少しの時間でもあの場所にいたら、引き返して守の元に行ってしまいそうだった。

　胸が引き裂かれるように痛い。

　どうして。もう、好きなんかじゃないのに。楽しかった頃の記憶ばかりが思い出される。

　近づいた時に香った懐かしい守の匂いが、付き合っていた頃に抱きしめられた時の感触を生々しく甦らせた。

　お願いだから、もう揺さぶらないで。

　涙が溢れそうになるのをぐっと堪えて、自分の感情を抑え込むように猫背になりながら強く腕を組んだ。










初デート




　週末、今日は部長との初デート。

　ちゃんと連絡先も交換して、今日まで毎日ＬＩＮＥでやりとりしていた。

　部長のメッセージはとても淡泊で、絵文字もスタンプもほとんどないのだけれど、なにげない日常の会話がずっと続いている。

【おはよう】とか【無事に家に着いたか？】とか、甘い言葉はないけれど、それだけでも嬉しかった。

　きっと部長はメールとか苦手なタイプだ。それなのに毎日メッセージをくれることが、大切にされている証あかしに思えた。

　非常階段での守との一件ではかなり心が揺さぶられたけど、部長の存在が私の心を穏やかにしてくれた。

　過去の恋愛で負った傷は新しい恋愛で治すと瀬戸内さんが言っていたことが、今ならよく分かる。

　部長はなにも知らない。なにもしていない。けれど、彼の存在が私を守ってくれている。暗い谷底に落ちそうになる時、部長のメッセージを読むだけで自然と笑顔になれる。

　恋って、すごい。

　バッグにいろいろなものを詰め込んで、最後に全身鏡でチェックする。

　今日のために新調したワンピース。

　当日寒かったらどうしようと思ったけれど、今日はよく晴れている。

　着信音がして慌ててスマホの画面をスライドさせると、部長からＬＩＮＥが来ていた。

【着いたよ】

　部長にしては珍しく、車のスタンプ付きだ。

　スタンプなんて普通のことなのに、思わず「ふふふっ」と笑いが込み上げてくる。

　私に合わせようと部長なりにがんばってくれているのが見えて、嬉しくて胸の奥がむずがゆい。

　トレンチコートを羽織り、急いでマンションのエントランスに出ると、部長の車が停まっていた。

　なんだかドキドキしてきた。なにせデートなんて三年ぶりだから、緊張で顔が強ばってしまう。

　近づくと、運転席に座っている部長と目が合った。身体が一気に熱くなって、頬が赤くなる。

　慌ててお辞儀をして、赤くなった頬を隠すように俯きながら助手席のドアを開けた。

「おはよう」

　部長はまぶしすぎるほどの笑顔を向けた。

「お、おはようございます！　すみません、家の前まで来てもらっちゃって」

　私は恥ずかしくて顔が上げられず、シートベルトをつけることに専念する。

「全然。俺が家の前まで迎えに来るって言ったんだし」

　部長の口調は、会社の時よりもフランクだった。

　それが余計に特別な感じがして、私の緊張はマックスに達していた。

　ああもう、心臓が口から飛び出そう。

「さて、じゃあ行きますか」

　私がシートベルトを締めたことを確認すると、部長は車を発進させた。

　車が動くと少しだけ緊張が和らいだ。部長が運転に集中して、私を直視しなくなったからかもしれない。

　横目で部長を見ると、部長はジーパンを穿いていた。柔らかい素材の黒いジャケットに、インナーはたぶん白地のＴシャツかロンＴ。それから春らしい色合いのストールを首に巻いていた。

　もともと少し彫りの深い顔立ちをしているせいか、シンプルな出で立ちなのに、外国製ブランドの広告に載っていそうなほどキマっていた。

　イケメンすぎてクラクラする。『隣に座っているのが私でごめんなさい』と謝りたくなる。

　今日の予定は、ほぼノープラン。お互いアクティブに過ごすというよりも、ふたりの時間をのんびり楽しみたいタイプなので、ドライブがてらお花見に行くことになった。

　都心を離れ、多摩方面に足を延ばす。

　途中コンビニに寄って、コーヒーを飲みながらお互いのことを話した。

　毎日一緒に仕事をしているのに、知らないことがたくさんあった。

　ひとつは、部長の出身地。宮城県だそうで、私の出身地・岩手県と同じ東北出身ということで話が盛り上がる。

「全然なまってないから分かりませんでした！」

「まあ、東京に来て十二年経つからな。そう言うみあもなまってないよな」

　ごく自然に下の名前で呼ばれたのでドキッとする。会社では湯浅だから、まだ慣れない。

「私も東京に来て十年くらい経つので」

「十年？　どうして俺とあんまり変わらないんだ？」

「大学が東京だったんで。部長は大学どこだったんですか？」

「ん、東北大だった」

　おお、東北大。サラリと言ったけど、東北で一番の難関大学じゃないですか。さすがエリート。

「それより、今日は部長って呼ぶのやめにしないか？」

　部長は苦笑いを浮かべた。

「あっ、そうですよね。周りからも変なふうに見られますしね。剛田……さん？」

　恐る恐る呼ぶと、部長はぷっと吹き出した。

「名字で呼ぶのもおかしいだろ」

「えっ！　じゃあ、せ、誠一郎……さん？」

　下の名前を口にしただけで、かあっと顔が赤くなった。

　それを見た部長は、優しげに目を細めた。

「さん付けもいらないよ」

「いやっ、それは！　付けさせてください！」

　慌てる私に、部長はおもしろそうに笑う。

「じゃあ、その代わり敬語なしな」

「ええっ！」

　困る私に、部長はイタズラっぽくニヤリと笑う。

　私は観念して頷いた。

「……はい、がんばります。あっ、じゃなかった。が、がんばる！　ああ、なんか違和感ありすぎなんですけどっ！」

　私が慌てふためくと、部長は柔らかな眼差しで微笑んだ。

「いいよ、敬語使っても。ゆっくり慣れていけばいいさ。でも、部長はなしな」

　私はほっとして、部長に笑顔を向けた。

「はい！　……せ、誠一郎さん」

　少し尻すぼみになりながらも、下の名前で呼ぶことができた。

　恥ずかしくて俯くと、部長が私の頭をポンッと撫でた。

「よくできました」

　身体が一気に熱くなる。胸がきゅーっと締めつけられて苦しいくらいだ。

　頭を撫でられただけなのに、こんなに嬉しいなんて。部長、ずるいです。

　ちょうどお昼頃にお花見スポットに着いた。大きな自然公園の中に、大木の桜並木が広がっている。

　桜はまだ三分咲き程度なので、人はまばらだった。

　日差しが暖かく、花開いている桜の木の下にピクニックシートを広げる。そこにふたり並んで腰かけて、空を見上げた。

　雲ひとつない真っ青な空に、白い飛行機雲が線を描いている。

　幸せだなぁと、胸の奥から溢れ出るように感じた。照れくさいようなくすぐったいようなそんな気持ちを抱えているのに、穏やかな幸福感に包まれている。

　こんな気持ち、もう私には一生無縁なのかなと思った時期もあった。肩を寄せ合う恋人たちや、仲睦まじい家族を見て、孤独感に襲われて目を背けたりもした。

　でも、今は微笑ましい気持ちで見ることができる。

　部長、ありがとうございます。

　隣に座っている彼に心の中で感謝を伝えると、部長は不思議そうな顔をしながら笑顔を向けてくれた。

「そうだ、お弁当作ってきたんです」

　小花柄の保冷バッグからランチボックスを取り出すと、部長は破顔になった。

「おお、ありがとう！」

　サンドイッチと、ひと口サイズのおにぎりにおいなりさん。それにから揚げや煮物のおかずが数品と、スープジャーには野菜スープを入れてきた。

　気合を入れすぎて、作りすぎてしまった感は否めない。でも、シートの上にずらりと並んだお弁当を見て部長がとても喜んでいるから、がんばってよかったなと思った。

　結局、お弁当はふたりで全部平らげて、お腹いっぱいになりながらまったりと過ごした。

　その後、帰る道すがらたまたま見つけたアートギャラリーに寄った。

　とてもオシャレな館内で、おもしろい作品が並んでいる。

　守はアートとかまったく興味ない人だったので、美術品を見ながらああだこうだと感想を言い合えることが新鮮だった。

　歩いていると、ごく自然に部長が私の手を握った。恋人繋ぎをして、館内を歩く。

　会話の端々から伝わる部長の知的さが、とても素敵に思えた。

　ひと通り見終わると、館内にあるカフェで、アーティストが作った陶器でおいしいコーヒーを飲んだ。

　ゆったりとした時間にすっかり癒され、ずっとずっと部長と一緒にいたいと思った。




　車に乗って都心へと戻る。もうすっかり暗くなっていて、お腹も空いてきた。

「夕飯どうする？」

　信号が赤になったところで、部長が聞いてきた。

「どうしましょうか」

　丸投げしてしまっては困るだろうと思いつつも、なにが食べたいとか、どこに行きたいとか希望はまったくなかった。ただ、一緒にいられるだけで満足なのだ。

「デパ地下か輸入スーパーで惣そう菜ざいを買って、俺の家で食べるか？」

　わっ部長の家!?　行っていいの？　行きたい！

「はい！　いいんですか？」

「いいよ。みあはイタリアンとかフレンチが好きなんだよな。じゃあ、おいしいワインでも買ってくか」

　信号が青になり車を発進させると、部長は顔を綻ばせて言った。

　……ちょっと待って。家で飲む？　これは……お泊まり前提の話？

　途端に胸がバクバクしてきた。

　まさか初デートで？　でも私たちはもういい大人で、キスもしている仲。こんなことで動揺してちゃダメな気がする。

　正式に付き合ってるわけだし、なんの問題もないんだけど……こうなることをまったく予想していなかった。

　そうだよね。学生じゃあるまいし、付き合うってことは大人の関係になるってことなんだよね。そういう雰囲気になって、『ちょっと待ってください』なんておかしいよね。

　初めてでもないし、お互い社会人経験を積んだ大人だし。なに私、ガキくさいことでうろたえてるんだろう。

「どうした？」

　部長は、途端に黙り込んだ私を心配そうな顔で窺い見た。

「いえ、なんでも……ない…です」

　誰がどう聞いても『なにかあるだろう』と突っ込みたくなるような返事をしてしまった。でも、うまく嘘をつけるほど、まだ心が落ち着いていなかった。

　今さらなにを戸惑ってるのよ！と思う一方で、どうやって断ろうと断り文句を必死で考えている自分がいる。

　どうする？　どうしよう。いいの？　いや、いいんだけど、でもほら、早くない？　とはいえ、これは普通の流れだよね。だって付き合ってるんだもん。いい大人なんだもん。でも、私は、まだ……。

「やっぱり、今日はもう疲れたから帰るか」

　部長は車を大きく右折させると、快活な声で言った。

「えっ、でも……」

　俯いた顔を弾かれたように上げて、部長を見る。

　部長は明るすぎるほどの笑顔だった。

「家はまた今度な。そういえば部屋汚かったの思い出した。今度片付けてから来てくれよ」

　私を気遣ってわざと元気に言ってくれてるんだ。私が戸惑っているの、分かったから……。

「……はい。じゃあ、また今度……」

　部長の優しさに乗っかってしまった臆病な私。胸がズキンと痛む。

　ごめんなさい、部長……。

　部長は私を家まで送り届けると、最後に軽いキスをした。

　名残惜しく感じる。ずっと一緒にいたいと思うけれど、かといって最後の一線を越える勇気はまだない。

「さようなら、誠一郎さん」

　車を出て、助手席のドアから覗き込むようにして言った。

「ああ、またな」

　ドアを閉めて、軽く手を振る。

　今日は本当に楽しかった。臆病な私はまだ治っていなかったけれど、大きな一歩を踏み出せた気がした。

　いつか……遠くない日に、きっと私はまた一歩を踏み出す。部長と心も身体も結ばれる。想像するだけで緊張してしまうけど、その日は絶対に訪れる。

　その日までに覚悟を決めよう。きっと部長は気長に待ってくれるだろう。

　でも、それじゃいけない気がする。早く、覚悟を決めなくちゃ。

　好きです、部長。だから、もうちょっとだけ待っててください。










罪と後悔　～守目線～




　ガラス板で覆われた色鮮やかな盤面上に、玉が昇っては落ちていく。

　俺は大音量の音楽と立ち昇る紫煙に包まれながら、パチンコ台を食い入るように見つめていた。

「来い、来いっ！」

　ハンドルを握る手に力が入る。

　液晶画面に映し出されたふたつの七の数字。あとひとつ七が揃えば、一気に形勢逆転だ。今日スッた分の金を取り返して、〝確変〟に入れば儲もうけることだってできる。

　この勝負に勝ちさえすれば……。

　数字が回転する。パチンコのキャラクターが液晶画面に登場し、イベントが発生する。そして……。

　数字は七で止まった。

「よしっ！　来た！」

　思わず大きな声が漏れて、隣に座っていた中年のおっさんに睨まれる。

　高揚感でニヤニヤする顔を引き締めることができない。

　今日はついてねぇなぁと思っていたけど、やっと運気が上がってきた。

　……そう思っていたのも束の間、数字はカクンと下がり八で止まった。




「ああ、もうついてねぇなぁ」

　パチンコ屋から出て、いかがわしい店や古びた看板が並ぶ路地を、ポケットに手を突っ込みながら歩く。

　日が暮れて、肌寒くなってきた。

　せっかくの週末に、ひとりでなにやってんだろなぁと空を見上げながらため息が出る。

　俺、狩倉 守、二十八歳。大手電子機器メーカーの営業をやっていて、収入はそこそこもらっている。

　両親は健在で、俺より七つと六つ上の姉貴がふたりいる。歳が離れているせいか、姉貴たちにかわいがられ、両親には溺愛されて育った。

　私立の小学校を受験して、それからエスカレーター式で大学まで行き、希望する会社に就職できた。

　俺の周りにはいつも自然と人が集まってきて、友達関係で悩んだこともない。

　傍から見れば、なに不自由ない生活。

　でも、全然満たされていない。

　俺は今、人生で初めての挫折と壁にぶち当たっている。

　ずっと器用貧乏で、夢とか目標とかがなかった。これが欲しいとかこうなりたいとか、強く願ったこともなかった。

　そんな俺がようやくはっきりと思い描くことができた将来のビジョン。でも、それはどうやら叶わない夢らしい。どんなに努力しても、なにかを犠牲にしたとしても。

　これほど強く願ったことはないのに……。

　俺の夢は、温かい家庭をつくることだ。大きなことは望まない。平凡でいい。当たり前の生活を当たり前に過ごしたい。

　それなら簡単にできるだろうと思われるかもしれないが、これにはひとつ大きな条件がある。

〝湯浅みあ〟と結婚して、幸せな家庭をつくりたい。

　一度は手に入れかけていたが、当時はそのありがたさに気づいていなかった。

　好きな女性と結婚して、家庭を支えるために仕事をする。それは、誰もが手に入れられるありふれた幸せに思えた。逆に、これでいいのか俺の人生、と物足りなさを感じていた。未来が安易に見えてしまって、漠然としたつまらなさを抱えていた。

　願えばなんでも手に入っていたから、そのありがたさに気づくことなく大人になっていたのかもしれない。

　初めてできた彼女は中学生の時で、その子とは四年間付き合っていた。女の子にもモテていたけど、女遊びをしたいとは思わなかった。浮気をするヤツは最低だと思っていたし、そんなヤツとは友達にもなりたくなかった。

　それなのに、俺は……。

　いざ結婚が決まって、突然不安にかられた。女性のマリッジブルーみたいなやつだったのかもしれない。

　安定した未来がそこには広がっていて、なんだか少しだけ遊んでみたくなった。独身最後にぱあっと羽を伸ばして、ありふれた日常にほんの少し刺激が欲しかった。

　ただ、それだけだったんだ。

　美奈子が俺に好意を寄せているということは、前から薄々勘づいていた。でも、気づいた時には俺はもうみあが好きだったし、美奈子は美人だけど気が強そうでタイプじゃなかった。

　そんな美奈子が結婚して退職した。

　普通に、おめでとうと思った。しばらくしたら存在すら忘れていた。

　そんな時、美奈子から連絡があった。

『みあと結婚するんだってね。おめでとう。お祝いさせて』

　あんまり覚えていないけど、こういう感じの内容だった。

　みあから聞いたんだと思い、警戒心が薄れた。

　ただ、『ふたりで飲みにいこう』と誘われて、内心、ん？とは思った。

　美奈子にはもう旦那さんがいるし、俺にはみあという婚約者がいる。

【旦那さん、怒るんじゃない？】とメールで聞いたら、【旦那には内緒。守もみあには内緒で来てね】と返信が来た。

　その文面を見て、少し興奮した。

　お互いパートナーがいるんだから、ふたりきりはまずいだろうという気持ちは生まれなかった。むしろお互い相手がいると分かった上で会うんだから、都合がいいと感じた。

　その頃、みあは多忙で俺は放っておかれることが多かった。正直、性欲も溜まっていたし、寂しい気持ちもあった。

　だから俺は、美奈子の誘いに乗ったんだ。絶対にバレないという、なんの根拠もない自信もあったから。

　久しぶりに会った美奈子は、少し大人っぽくなっていて魅力的に映った。

　人妻オーラというか、成熟した芳しい色気を放っていて、赤い唇ばかり見てしまった記憶がある。

　この日、美奈子とどうにかなろうという気はたぶんなかった。メールの文面から、誘われているような気はしていたけど、まさかありえないよなという気持ちもあった。

　ただ、ふたりで会うことはいけないことだという自覚はあった。しかし飲むくらいならいいだろうと自分に言い聞かせて、後ろめたい気持ちを封印していた。

　美奈子は酒に強く、勧め上手だった。あれよあれよという間にふたりで飲んで、気がついたらけっこう酔っぱらっていた。

　美奈子が旦那の愚痴を言いだしたので、会話の流れで俺もみあの愚痴を語りだした。

　実際のところ、みあに対して不満はほとんどなかった。でも、この場でのろけるのもおかしな話だし、サラリーマンの世界では女房の愚痴をいかにおもしろおかしく語るかが場を盛り上げるコツとなる。営業の世界で生きている俺にとって、話を多少盛ることはよくあることだった。

　俺は美奈子に、みあが結婚後も仕事を続けることが嫌だという話をした。みあは今でも仕事に一生懸命すぎるのに、結婚後も仕事を続けたら家事がおろそかになるんじゃないかと不安を語った。

　美奈子は会社を辞めて主婦業に専念しているから、それを持ち上げる意図もあった。

　本当はそんなに気にしてなかった。みあのなんにでも一生懸命なところが好きだったし、家事も精一杯手伝う気だった。みあが会社を辞めたいならそれでいいし、続けたいならサポートする。好きなことを好きなようにやって、一緒に笑って過ごせたらそれでいいと思っていた。

　でも、美奈子からは同情する言葉をたくさん浴びせられた。

　家事も同じくらい手伝うのなら、なんのために結婚するのか分からない。男はストレスを抱えながら仕事をするのだから、女はそれを支えるべき。仕事したいならパートで充分。子供ができたらどうする気なのか。

　これから男性はもっと仕事が忙しくなって責任も増えていくのに、家に帰って掃除や洗濯を手伝って、挙句の果てには奥さんのほうが帰宅が遅い日もあるかもしれない。温かなおいしい手料理を作って労いたわるのが妻の役目なのに、みあはそれを放棄しようとしている。

　そんなふうに散々な言われ方をした。

　俺は、そこまで言わなくてもという思いはありつつも、美奈子は仕事を辞めて家にいるからそういう価値観なんだろうと、『うんうんその通りだ』と同調してしまった。それに、胸に突き刺さる言葉も多々あった。

　俺の母親は専業主婦だったから、本当は結婚したら専業主婦になってほしかった。子供ができて、学校から家に帰ってきた時、お母さんがいないのは可哀そうに思えた。

　酒のせいもあるのか、みあに対してだんだん不満が大きくなっていった。

　不満が膨れるたび、美奈子とふたりきりで会っている罪悪感は薄れていった。みあは好き勝手してるんだから、俺だって好きなようにしていいはずだ、と。

　今になって考えると、なんて自分勝手な思考に陥ってたんだと呆れる。

　俺は子供すぎた。想像力の足りない、自分勝手で甘えん坊な最低男だった。

　その後、泥酔したまま美奈子とホテルに行った。

　真っ赤なシーツがテラテラと光っている、いかにも『ラブホテルです』と言わんばかりの部屋だった。イミテーションのシャンデリアが、ホテルの内装を逆に安っぽく見せている。みあとは絶対に来ないような場所だった。

　そして、あんなふうに強引に荒々しく、みあを抱いたりはしない。

　獣のように交わって、互いの快楽をただ追求するセックス。それがとても気持ちよくて、心も身体も解放された気分だった。

　美奈子には、みあには見せられない甘えん坊で最低な俺を見せることができた。

　みあには嫌われたくなかったから、いつもどこかで背伸びしていた。包容力のある大人な男が好きだと知ってたから、甘えることができなかったのだ。

　美奈子とは会社の人の悪口で盛り上がったり、アブノーマルなプレイを試せたりもして楽しかった。

　だから、美奈子と頻繁に会うようになった。付き合いたてのカップルみたいに好きだ好きだと言い合って、『別れて一緒になろう』などと、思ってもないことを口にした。

　堕ちていくのは簡単だった。

　今まで積み上げてきたものとか、常識とか倫理とか、裸になればいっさい忘れる。麻薬に溺れるように、いつしか美奈子に夢中になっていた。

　それでも、みあと別れるつもりなんていっさいなかったんだ。みあに対する思いやりは確かに薄れていっていたけど、みあと別れて美奈子と一緒になるなんて全然考えてなかった。

　美奈子とは、この関係だからいい。この関係だから燃え上がれる。美奈子への執着は大きくなっていたけれど、それは純粋な好きとは違っていた。

　ただ、みあのことは大事で結婚もするけれど、美奈子と別れる気はもうなかった。彼女の身体はもう俺の身体に馴染んでいて、離れることはできそうもなかった。

　もしもあの時バレてなかったら、結婚後も美奈子とは続いていたと思う。

　美奈子と一線を越えてしまった夜。あの日、俺は絶対に踏み入れてはいけない世界に入ってしまったんだ。それがどんなに罪深いことかも分からずに。なにも考えず、なにも怖れず、ただちょっとした好奇心で。

　みあには内緒でパチンコ屋に行って、数万負けてしまったくらいの、そんな感覚だった。でも実際は麻薬並みに依存性があって、倫理を破壊し、大切な人を失う、とても恐ろしい行為だった。

　どうして俺は、失うまで分からなかったんだろう。

　いつから俺は、最低な人間になっていたんだろう。

　ポツリと頬に冷たい水滴が落ちてきて、空を見上げると、暗いビルの谷間から雨がザアッと降ってきた。

　今日は本当についてない。今日どころか、もうずっとついてない。三年前にみあを失った日からずっと、俺の運気は下がりっぱなしだ。

　こんな日は、浴びるほど酒が飲みたい。でも、空元気を装って場を盛り上げられる気分でもない。

　しっぽりとサシで酒を飲んで語りたい。

　ポケットからスマホを取り出して、連絡先を検索する。

　同期で親友の吉川に電話しようとして、指先が止まる。

　吉川にはなんでも話していた。でも、唯一話していないことがある。

　それは、みあと別れた本当の理由。

　吉川には本当のことを伝えたくて、浮気したと言った。

　そしたら吉川が一瞬、俺を軽蔑するような眼差しを見せたから、咄嗟に嘘を吐いてしまった。

　先輩に強引に誘われた合コンで、泥酔して一夜の過ちを犯してしまった、と。相手がみあの友達だった人妻の美奈子であることや、一度きりでなく数回関係を持ったことは言えなかった。言ったら吉川まで失ってしまう気がしたからだ。

　一度きりの過ちと嘘を吐いたにも関わらず、吉川は俺にまったく同情しなかった。『自業自得だな』と言われて、『そうだよな』と苦笑いするほかなかった。

　それでも、別れてから三年経つのに、みあのことを忘れられない俺に最近は同情してくれるようになった。

『もう忘れて、新しい彼女作れば』と勧められるたびに、俺は頑なに首を振った。

　吉川からすれば、泥酔して過ちを犯してしまったことは、もう時効になってもいい罪だと思っているようだ。だから、俺に同情してくれている。

　でも、本当は違うんだ。時効なんて来るはずのない罪なんだ。

　みあをとても深く傷つけておいて、自分が忘れて幸せになっていいはずがない。

　失ってようやく目が覚めた。自分のした罪の重さが、ようやく分かった。

　でも、俺の本心は誰にも言えない。親友の吉川にすら言えない。

　俺はスマホをポケットにしまって、びしょ濡れになりながら路地を歩く。

　あの日失ったものは、みあだけじゃない。なんでも話せる親友と、結婚を楽しみにしていた両親もだ。

　吉川に言った嘘の別れの理由は、両親にも伝えた。

　親父は『バカ野郎！』と怒鳴って、俺を力任せに殴った。お袋は泣いて『みあさんが可哀そう』とポツリと呟いた。

　なんとも言えない気分だった。唇を噛みしめて、涙を必死で堪えた。

　両親が親戚や近所の人たちに、俺が結婚することを嬉しそうに話していたことを知っている。

　親父やお袋は、皆になんて説明したのだろう。きっと曖昧に濁したんだろう。息子が浮気して破談になったなんて、恥ずかしくて言えるはずがない。

　自慢の息子だったのに、両親の顔に泥を塗ってしまった。俺は恥ずかしい息子に成り下がってしまった。

　とはいえ、吉川だって両親だって、怒っていたけど俺を見放したわけじゃない。

　吉川は誘えばいつだって駆けつけて俺の話を聞いてくれるし、実家に帰れば親は温かくておいしいご飯を用意してくれる。

　でも俺は、それがたまらなく辛く感じる。こんな俺に優しくしてくれるのが、申し訳なくて逃げ出したくなる。

　彼らの笑顔を見るたびに苦しくて、申し訳なくて、今でも嘘を吐いていることが重くのしかかっている。

　結局、自分から彼らに距離を取り始めている自分がいる。

　本当のことを言おうが言うまいが、最終的には失ったんだ。そしてこれからも、年月をかけて少しずつ失われていく。

　痛切に孤独を感じる。

　素直で、明るくて、純粋だった、以前の俺はどこにもいない。今いるのは、作り笑いを浮かべて営業トークがうまくなった腹黒い俺。

　正直、毎日辛くて仕方ない。なにもかもうまくいかない。

　仕事でも、傍から見たら営業の花形職に就いて出世街道を歩いているように見えているが、実際は違う。少人数精鋭の部署では今でも新人扱いで、先輩から雑用ばかり押しつけられている。

　年功序列のため、俺が役職を持てるのは最低でもあと十年は先。みあの新しい彼氏の剛田部長とは雲泥の差だ。

　剛田部長は、運がよかったのだろう。人事部で問題が起きて、刷新するために人事とは関係のなかった部署から異動して一気に部長に昇進できた。

　実力もあるのかもしれないが、実力がどんなにあっても環境が整わなければ出世は難しい。大手になればなるほどそうだ。

　それに比べて俺は、十年後に課長になれるかどうかも疑わしい。

　剛田部長がうらやましくて仕方ない。なにもかも持っているように見えて、嫉妬の感情を抑えることができない。

　みあは、いい男と付き合ったなと思う。

　俺なんかよりもずっといい男。真面目で実直な剛田部長は、作り笑いと営業トークがうまくなった俺なんかよりずっといい。

　難関の国立大学を卒業していて、エスカレーターでのほほんと大学に入って遊んでいた俺よりよっぽど頭もいいし努力してる。当然、収入だって俺より上だ。

　どっしり構えていて、大人で、みあが好きそうなタイプだ。

　でも……。だからといって、幸せになれよなんて応援できない。

　悔しくてたまらない。本当は俺がみあを幸せにするはずだったのに。

　俺なんかじゃダメだと分かっているけど、感情がついていかないんだよ。諦められないんだよ。

　今まで本気でなにかに一生懸命になったことなんてなかった。どんなに苦しくても辛くてもがんばれるなにかが欲しいと思っていた。

　それが今は目の前にある。

　自分で壊した幸せな未来を、幸せな家庭を、がむしゃらに築きたい。犯した罪を償いたいんだ。

　みあが望むならなんだってする覚悟はできている。なじられたって殴られたっていい。俺がつけたみあの傷を、俺が治したいんだ。

　でも、その思いは間違っていたのかな。

　みあと剛田部長が付き合っていると聞いて、感情が抑えきれずにみあに詰め寄った。

　その時、はっきりと感じた拒絶の意思。珍しく感情的になったみあを目の前にして、俺が与えた傷は相当深いんだと思い知った。

　俺が傷を治したいと思うこと自体、おこがましいのかな。俺が受けるべき罰は、ただ指を咥えて、大好きな人が俺以外の男と幸せになっていく姿を見続けることなのかな。

　俺にとっては最も受け入れがたい残酷な罰だ。

　みあと一緒になれるなら、会社を辞めたっていい。もっと給料のいいところに就職してと言うなら、どんなにきつい仕事でもやる。親や友達と縁を切り、駆け落ち同然で知らない土地に引っ越したって構わない。毎日責め立てられたって、それでみあの心が少しでも楽になるならいくらでも責めればいい。

　それくらいの覚悟はできているのに、現実に受けた罰は、これだけは嫌だと思っていたものだった。

　雨が激しさを増していく。傘もささずに俯いて歩く俺を、通行人は怪け訝げんそうな目で見やり、間隔を開けて歩く。

　俺は、風俗店や古びた居酒屋が並ぶ路地をただひたすら足元を見て歩いた。

「オ兄サン、今晩私トドウ？　安クスルヨ」

「お兄さんイケメンだねぇ。特別にかわいい女の子がいっぱいいる店紹介してあげるよ」

　片言の日本語で話しかけてくる売春婦を無視し、見るからにチャラそうな男からのキャバクラのキャッチセールスをこれまた無視して足早に歩く。

　俺に話しかけてくるヤツは、こんなのしかいないのかと嫌になる。

　誰かと肩がぶつかり、一瞬後ろに身体が引いた俺はその衝撃で顔を上げた。

「どこ見て歩いてんだよ！　あ～あ、濡れちゃったじゃねぇかよ。どうしてくれるんだよ」

　十代か二十代前半くらいの若い男のふたり組。そのうちのひとりが、イラ立った様子で詰め寄ってきた。

　確かに男は、びしょ濡れの俺にぶつかったことで右腕が濡れていた。

　しかし、それくらいなんだというんだ。泥をかぶったわけでもないし、乾かせばいいだけだ。それに男は明らかに俺とは別のことでイラついていて、いちゃもんをふっかけられたとしか思えない。

「……うるせぇよ。てめぇこそ、どこ見て歩いてんだよ」

　呟くような低音で、男を睨みつける。

「ああ？　てめぇ、ケンカ売ってんのか？」

　男は睨みつけて、ずいと俺に顔を近づける。俺より少し背が高く、ケンカ慣れしていそうだった。

　男を睨み上げると、前髪からぽたぽたと雨の雫しずくが頬に落ちた。

「なんだお前、目が真っ赤に充血してんぞ。泣いてたのか？　あ？」

　男たちはせせら笑いをしながら、からかう。

　泣いていた自覚はないが、泣きたい気持ちではある。ついでに死にたい気持ちでもあった。

「おい、俺を殴れよ」

「は？」

　予期しない言葉だったのだろう。男は顔を歪めて俺を見る。

「俺はいっさい手を出さねぇから、気が済むまで俺を殴れよ」

　ふたり相手に思いっきり殴り合いのケンカをしてみたかったが、そんなことをしたら会社を首になる。なにより俺は、ボコボコに殴られたい気分だった。

　それで俺の罪が少しでも軽くなるなら、どんなに殴られたって構わない。きっとみあが受けた傷は、殴られるよりも痛かっただろうから。

「なにしてんだよ。早く殴れよ」

　赤く充血した目で、薄笑いを浮かべながら男たちに詰め寄った。

　男たちは明らかに困惑した表情を浮かべていた。

「殴れって言ってんだよ！」

　ドスのきいた声で怒鳴りつけると、男たちは狼ろう狽ばいして後ずさった。

「やべぇよコイツ。いっちゃってるよ」

「こういうタイプが一番やべぇ」

　こそこそと話し込み、後ずさりしながら俺から離れていく。

「おい」

　催促するように一歩踏み出すと、男たちはビクッと肩を上げて、そのまま一目散に走り去ってしまった。

　ひとり残された俺は、雨に打たれながら立ち尽くす。

　また罰を受けられなかった。俺が望む罰はなにひとつ受け入れてもらえない。

　お前が味わう罰は諦めることだ、と言われている気がした。

「……ちっきしょう」

　うなだれながら、顔を歪めて泣いた。涙と鼻水が出て、顔はぐちゃぐちゃになっている。

「ごめん……。ごめん……」

　身体の奥から溢れてくるのは、みあへの謝罪の言葉。

　どんなに謝ったって、許されないよな。

　分かっているけど、言わずにはいられない。

「ごめん。みあ、ごめん」

　薄汚れた黒いビルの谷間から、冷たい雨が降り続ける。

　星の見えない東京の夜空は、先の見えない絶望した未来へと繋がるブラックホールのようだった。










謎の手紙




　部長と付き合って、早いものでもう二カ月が過ぎた。

　忙しい合間を縫って会っているけれど、デートはいつも日中だった。

　私の気持ちを尊重してくれているのが伝わってくるし、大切にされていて嬉しいけれど、申し訳なさも感じてしまう。

　部長だって男。大人のお付き合いがしたいはず。

　そうは思っても、まだ心の傷が完全に癒えていない私は、深い関係になるのが怖くて踏み出せない。

　一方、会社で公認の仲となってしまった私たち。周りの目が気になって仕事しづらくなるかなと思いきや、予想外に同僚たちは温かく接してくれている。

　いろいろと考えすぎて、悪いほうに転がることばかり想像していたので、拍子抜けだ。

　直属の上司と部下が社内恋愛なんてありえない！とあんなに思っていたのに、実際そうなってみると、案外平気なものだった。

　でも、周りの優しさに甘えず、職場ではプライベートを持ち込まないように気を張って仕事をしている。

　部長は公私を分けるのがとてもうまい。オフィスでは怖い顔（集中しすぎて眉間に皺が寄っているだけで、実際は怒ってもいないし怖くもない）をしているけれど、ふたりきりになるととびきり優しい笑顔を見せてくれる。

　このギャップに、私はいつもやられてしまう。私服で会うことも増えたので、見慣れているはずのスーツ姿も新鮮に感じて、これまたドキドキしてしまう。

　男の人が真剣に仕事をしている姿が好きだから、それを間近で見ることができて、好きな気持ちがどんどん膨れ上がっていく。

　直属の上司だからこそ分かる人間性と仕事ぶり。尊敬する人が上司で彼氏だなんて、とても幸せだなと思う。

　今日は、総務部からの依頼で書物庫の整理をすることになった。狭い部屋とはいえ、けっこう時間がかかりそうだ。

　下の段から片付けていき、残るは上の段のみ。

　一番上の段は届かないので、脚立を探すも見つからない。

　そういえば前来た時も脚立がなかったな。確かあの時は、ちょうど守が来て資料を元の棚にしまってくれたんだった。

　守のことを思い出して、胸に小さな棘が刺さる。

　古傷はまだ痛むけれど、でも痛みは昔ほどひどくなくて、痛む時間も短くなっている。

　一生治らない傷だと思ってたけど、いつか痛まなくなる日が来るのかな。来るといいな。

　そう思っていた時だった。書物庫のドアが開く音がして、振り返るとそこには守が立っていた。

　あまりにもタイミングがよくて、一瞬幻かと思った。

　呆気に取られた表情で守を見つめると、守も驚いたように固まっていた。

「なにしてんの？」

　守が入り口に突っ立ったままなので、私から話しかけた。

　すると守は、少し気まずそうにしながら入ってきた。

「そっちこそ、なにしてんの？」

「書物庫の整理」

「そっか。ご苦労様」

　守はあまり私の顔を見ようとせずに、すぐに本棚に目線を移した。借りていた分厚いデータファイルを本棚に戻そうと、置き場所を探しているようだった。

　なんだかいつもと様子が違うので戸惑ってしまう。

　前に会った時は、部長と付き合っていることを知って、詰め寄ってきた。

　だから、またふたりきりになったらなにか言われるんじゃないかとビクビクしていた。

　もしもその状況になったらどうやって切り抜けようとか、いろいろシミュレーションしていたぶん、拍子抜けだ。

「置き場所変わったんだな。これ、どこ置けばいい？」

　守は私の方を向き、分厚いデータファイルを片手で掲げて見せた。

　目が合って、ドキリとする。

　いつもの明るい様子は影をひそめていて、目の色が暗く淀よどんでいた。

「ああ、後で私が戻しておくよ」

　どうしたんだろうと思いながらも疲れた様子には触れず、重いデータファイルを受け取った。

　別に、守になにがあろうと私には関係ない。

「ごめん、ありがとう」

　声も沈んでいた。

　やっぱりなにかあったとしか思えない。

　気になりつつも、言葉を呑み込む。できるだけ守とは関わりたくないし、会話も長く続けたくなかった。

　データファイルを棚に置き、さて上の段はどうやって片付けようと考えを巡らせていた。

　仕方ない。面倒くさいけれど、地下倉庫に行って脚立を取ってこよう。

　考えがまとまってドアの方を向くと、守がじっと私を見つめていた。

「まだいたの？」

　もう行ったとばかり思っていた私は驚いた。

「上の段、届かないの？」

　私の問いには答えず、守は表情を変えずに言った。

　守は昔から私がなにかを言わなくても、考えていることが分かることがたびたびあった。例えば、喉渇いたなぁと思っていたらドリンクを差し出してきたり。

『どうして分かったの!?』と目を真ん丸にして尋ねると、『思ってることが顔に出てて分かりやすいから。それに、俺はみあをよく見てるからね』と微笑みながら答えてくれた、あの頃。

　きっと今も、私が本棚の上を見つめていたから気づいたんだろう。

　私の思ってることなんて、もう分からなくていいのに。

「届かないけど……いいの、脚立持ってくるから」

　そっけなく答える。

　守の助けはできるだけ借りたくない。

「脚立持ってきたとしても、いちいち昇り降りしたりで大変だろ。手伝うよ」

「いい、大丈夫」

　守と距離を置きたがっていることがあからさまに分かるように言った。

　これがもし守じゃなかったら、手伝ってもらっていたかもしれない。

「そんな警戒すんなって。もう、みあの邪魔はしないから」

　邪魔をしない？

　どういう意味だろうと思って、そっぽを向けていた顔を守の方に戻す。

　守は寂しそうな顔で、微笑みのような苦笑いのようななんとも形容しがたい複雑な笑みを浮かべていた。

「この間は、みあが幸せになろうとしてるのに余計なこと言ってごめん。俺なりにいろいろ考えて、みあを諦める決心がついた」

　守からは哀愁が漂っていて、元気がないように見えたのはこのせいだったんだと分かった。

「……そう、よかった」

　これ以外になんて言えばいいのだろう。

　守にかける言葉が思いつかない。

　すると守は吹っ切れたようにニコリと笑って、手を差し出してきた。

「どの本置けばいいの？」

「あ、じゃあこれを……」

　予想外の言葉にびっくりして、条件反射で本を渡してしまった。

　渡してから、あ、しまった！と思ったけれど、時既に遅し。

　後悔するも、ひょいひょいと重い本を簡単に並べていくので、まあいいかという気分になる。

　お互い無言のまま作業を続けて、もうすぐ終わりそうだという頃になって、守がひとり言のように呟いた。

「諦めたけど……ずっと好きだから」

　思わず手が止まる。

「……言ってること、めちゃくちゃ」

　批難めいた口調で責める。

　すると守は、本棚を見つめたまま話しだした。

「みあが俺を好きになることはもうないってことは分かった。二度と付き合えないことも理解した。でも、諦めることと好きなことは別だから」

　守の意味不明な言葉に、サアッと血の気が引くように一気に心が冷たくなった。どん引きしたと表現したほうがいいのかもしれない。

「別じゃない。好きって言われること自体が迷惑なの」

　睨んでいるつもりはないけれど、侮蔑の眼差しになっている自覚はある。わざとではないけれど、出てきた声はとても冷徹なものだった。

「……そっか。分かった、もう言わない」

「うん、そうして」

　なんだかイライラしてきた。『諦めた』と言ったそばから『ずっと好き』だなんて、自分中心にしか考えられない人なんだなと思った。

　人の気持ちを想像できない人なのかな。だから浮気とかするんだよ。ああ、もう一緒にいるだけでイライラするっ！　結婚しなくてよかった！

「守ってさ、本当に自分勝手だよね。結局自分のことしか考えてない。私に『好き』だと言って、守はすっきりするかもしれないけど、私はもやもやするんだよ。なんで分かんないの？」

　あ、やばい、止まらない。

　守は『もう言わない』と言ったんだから、この話はこれでおしまいにするのが大人の対応だと分かってる。だけど、イラ立つ心は制御できそうにない。

「私たちはもう終わったの。あなたが浮気したせいで。『ずっと好き』なんて言ってるけど、本当に好きだったらそもそも浮気しないでしょ。守が本当に一番好きなのは自分自身。なんでそんなことも分かんないの。はっきり言うね、存在自体が迷惑なの！」

　反論の余地をいっさい与えず、一気にまくし立てるように言ったので、守はただ茫然と聞いているだけだった。

　とても傷ついた顔をしていた。

　でも、私はその何倍も傷ついた。守が傷つこうが落ち込もうが知ったことか！

「もう、これを置いたら最後だから！」

　どんっと分厚い本の束を一気に押しつけてやった。

　守はなにも言わずにそれを棚に置いた。

「うん、終わり！　手伝ってくれてありがとう、それじゃあね、バイバイ！」

　さっさと行ってという願いを込めて言った。

　それは伝わったようで、守は「ごめん」と呟くようにひと声残して出ていった。

「ふう」と大きなため息が出る。

　すっごい意気消沈していたけど、もうどうでもいいわ、あんなヤツ！　あんなヤツのために悩む時間がもったいない。

　今まで守に振り回されて、傷つけられて落ち込んでいた時間がバカみたいに思えてきた。瀬戸内さんに、浮気した男を憎んでいるから新しい恋愛に進むことができないと指南されたことを思い出す。

　愛と憎しみは似ている。そして愛の反対は無関心だと聞いたことがある。

　ということは……。もしかして私、吹っ切れてる？

　ずっと胸の底に留まっていた重たい鉛のようなものが消えた気がする。

　守に自分の気持ちをはっきり伝えられるようになっていた。どうでもいいと思えるくらい、強くなった。

　イライラしていた気持ちも吹っ飛んで、今度は小躍りしたいくらい嬉しい気持ちになっていた。

　もう大丈夫かも、私。今なら部長としっかり向き合えるかも。部長の胸に飛び込める気がする！




　オフィスに戻って、ゆっくり紅茶を飲みながら事務仕事をしようと思い、給湯室でお湯を沸かしていた。

　給湯室は大人が四人も入ればいっぱいになってしまうくらい狭いけれど、大きめのシステムキッチンが置いてある。作業台にはコーヒーメーカーやポット、急須が並び、棚にはコップ類と数種類のティーバッグや日本茶、コーヒー豆が収納されている。

　棚からティーバッグを取り出してカップにセットしていると、部長が給湯室の横を通ったのが横目で見えた。

　慌てて「部長！」と声をかける。

　部長が私に気づいて足を止めると、誰にも見られていないことを確認してから、ちょいちょいと手招きした。

　部長は不思議そうに給湯室に入ってくる。

「どうした？」

「今日、何時頃終わりますか？」

「うーん、早めに終わると思うぞ」

「じゃあ今日、一緒に帰りませんか？」

　部長は一瞬、驚いたように止まり、すぐに柔和な笑顔を浮かべた。

「もちろん、いいよ。送ってく」

　仕事用の声音から、彼氏としての優しく甘い声音に変わったので、ドキリとする。途端に胸が高鳴ってきた。

「駐車場から一緒に乗るとまずいので、外で待ってますね」

　顔が赤くなってしまったのに気づかれないよう、早口で言った。

「分かった。楽しみにしてる」

　部長は一歩私に近づき、私の頭をポンと撫でて嬉しそうな笑顔を向けた。

　素敵すぎる笑顔に、胸がきゅっと締めつけられる。

「これ以上一緒にいると、キスしたくなるから行くな」

「えっ！」

　びっくりする私に、部長はくしゃっとした笑顔を見せると、そのまま給湯室から出ていった。

　部長、ここでそのセリフは、私には刺激が強すぎます。

　クラクラするほど魅惑的な言葉に、にやけてしまう顔を元に戻せない。

　早く終業時間にならないかな。

　浮き立つ気分で仕事を続けた。




　仕事終わり、部長の車に乗って、会社から離れた部長行きつけのお店で食事をした。

　お店はシックな雰囲気の鍋屋で、内装や料理の盛り付けがとてもセンスがよくオシャレだった。

　コラーゲンたっぷりのモツに、豊富な野菜、そしてスープがとってもおいしい。

　個室で部長とふたりきり、ゆっくり食事ができて幸せな時間を過ごした。

　そして再び部長の車に乗って、家路へと走る。

　ハンドルを握る手と横顔を見ながら、仕事している時の姿も好きだけど、車を運転している時の姿が一番好きかも、と心の中で呟く。

「今日は癒されたな」

　部長が笑顔でポツリと呟いた。

「最近忙しかったですもんね」

「いや、まだこれくらいの忙しさは平気なんだが、この前久しぶりにイラッときた出来事があって……」

　部長は思い出したのか、眉間に皺を少しだけ寄せた。

「えー、珍しい」

　部長はいつも怖い顔をしているけれど、めったに怒ることはない。

　意外だったので、興味津々に部長の顔を見つめた。

「退職した後輩に、契約でいいからまた働きたいって言われたんだ。ちょうど募集してたところだったから面接することになって、久しぶりに会ったんだが……」

　うんうんと相槌を打ちながら聞いていると、部長はチラリと私の顔を見て苦笑いを浮かべた。

「……せっかくみあに癒してもらったのに、また思い出すこともないか」

「そんな！　気になりますよ」

　前のめりになって詰め寄る私に、部長は「すまん、すまん」と言って左手で頭をポンポンと撫でた。

「また今度な。今日はいい気分で帰りたいんだ」

　そんなことを言われたら、もう聞けない。

　ふてくされた顔をしていると、信号が赤になり車が停まった。

　すると急に目の前に部長の顔が現われて、チュッとキスをされた。

　驚いた顔で部長を見ると、してやったりといった無邪気な笑みで私を見つめていた。

「……ずるい」

　こんなことされたら、一瞬で機嫌が直ってしまう。

　思わず漏らした言葉に、部長はまた微笑んで、今度はゆっくり顔を近づけてくる。

　瞼を閉じて顔を部長に向けると、唇が触れ合った。ぐっと押しつけられた唇から、部長の舌が侵入してくる。

　受け入れると、舌が絡み合い吐息が漏れる。身体が溶けてしまうように気持ちいい。

　部長は名残惜しむように、ゆっくりと唇を離す。

「信号がずっと赤だったらいいのにな」

　切ない表情で苦笑いを浮かべる部長に、たまらない色気を感じる。キスの先に進みたいと思った。

　部長なら、大丈夫。

　自然とそういう気持ちが生まれて、私は覚悟を決めた。同時に、大事なことを思い出す。

　今日……下着の色、バラバラだ。しばらくそういうことから無縁だったから、全然気を回していなかった。

　そのうち、あっという間に見慣れた道に入り、自分の家が近いことを知る。

　私は慌てて部長に切り出した。

「今度の週末、空いてますか？」

「ああ、空いてるよ」

　ぐっと拳を握りしめて、勇気を振り絞る。

「……部長の家に、遊びに行ってもいいですか？」

　私の言葉に、部長は驚いて一瞬黙った。

「もちろん、いいよ。お昼前にまた迎えに行くよ」

「いえ、日中は予定があるんで、夕方以降に伺ってもいいですか？」

　本当は予定なんてない。

　部長はポーカーフェイスだったけれど、少し戸惑っている様子が伝わってきた。

　たぶん、私の意図を探っているのだろう。

　部長は少し考えるように黙って、そして口を開いた。

「……泊まっていくか？」

　直球の言葉に、胸が大きくドキンと高鳴った。早鐘のように心臓が鳴り響く。

「……部長が、よければ」

　俯いて、小さな声で言った。恥ずかしくて顔が上げられない。

「大歓迎」

　部長の言葉に、ぷっと笑ってしまった。弾んだ声の響きから嬉しさが伝わってきて、勇気を出して言ってよかったなと思う。

　マンション前に着き、車を降りる。

　いつもは少し物足りなくて、でも怖い気持ちもあって、もやもやとした思いで部長にさよならしていたけれど、今日は清々しい気持ちで手を振れた。

　部長も、いつもよりも晴れやかな笑顔に見えた。

　週末、私は部長の家に泊まる。

　今からドキドキが止まらない。でも、待ち遠しいくらい楽しみだった。




　指折り数えていたのが嘘みたいに、あっという間に土曜日になった。

　今日は初めて部長の家に行く。

　夕方、部長がいつものように迎えに来てくれて、輸入スーパーで食材やお酒を買って、ふたりで夕食を作る予定だ。

　とっても楽しみで、約束した日からずっと胸がドキドキしている。

　しかも今日は部長の家にお泊りをする。

　当然、どういう展開になるかは分かっている。覚悟はできている。

　この歳で覚悟とか笑っちゃう話だけど、でもやっぱり緊張する。

　裸を見られて幻滅されないかなとか、部長は胸の大きい人が好きだったらどうしようとか。少し屈むとできるお腹のムチッと感も、たまらなく憎い。

　不安もたくさんあるけど、部長ともっと近づきたい気持ちのほうが勝っている。

　きっと肌を重ねたら、もっと親密になれる。もっと好きになる。

　頭のどこかでずっと、部長をもっと好きになるのが怖かった。好きになって裏切られたらどうしようと、壁を作って自分を守っていた。

　でも、守と部長は違う人。傷ついて人間不信になって、それでも好きになった人。毎日そばにいて、よく知っている人。

　だから、大丈夫。部長は、私を裏切るようなことはしない。安心して部長の胸に飛び込んで、もっともっと大好きになろう。

　出かける準備を終わらせて、そわそわしながら部長の到着を待っていると、電話がかかってきた。

《着いたよ》と言われたので、「すぐに行きます」と弾む声で返事をした。

　大きめのバッグを持って玄関に向かう。

　すると、白い封筒に入った手紙がポストに入っていた。

　封筒を手に取り、差出人を見るも、なにも書いていない。

　なんだか不気味に思えて、その場で封を切る。中には数枚の写真のみが入っていた。

　写っているものを見た途端、背筋が凍った。めまいがして、視界がぐらりと歪んだ。

「嘘でしょ……」

　震える声が思わず漏れる。

　写真は、まるで探偵が浮気現場を盗撮したかのようなアングルで撮られていた。

　一枚は、ホテルのロビーに入っていく男女の後ろ姿。あと数枚は、そのホテルのカフェで、ふたりでお茶している姿だった。

　女性はとても楽しそうに笑っていて、写真からも親しげな様子が伝わってくる。

　男は部長。そして部長の目の前に座っている女性は、私がもっとも会いたくない人物。……そう、美奈子だった。

　頭が真っ白になって、どれくらいの間、写真を見つめていたのか分からない。電話が鳴って、かけてきた人が部長だと分かっても出られなかった。

　どういう意図でこんなものが送られてきたのか。誰が送ってきたのか。

　そして、部長が私を裏切ったのかもしれないという疑惑が頭を混乱させる。

　しかも、相手は美奈子。

　なんで美奈子。どうして……。

　着信音が鳴り響く。

　私は玄関に突っ立ったまま、電話に出ることができない。

　しばらくの間鳴っていた電話は、諦めたようにピタリと止まった。

　なにも考えることができない。写真を持つ手が震えている。

　嘘でしょ、部長……。

　息が、苦しい。

　その時チャイムが鳴り、「みあ、いるのか？」と切迫した声で部長が私を呼んだ。

　ハッと我に返り、写真を封筒にしまう。

　今は会いたくない。どんな顔で会えばいいのか分からない。問い詰めるのも怖い。

「みあ？　みあ!?」

　ドンドンドンと扉を叩く音が聞こえる。

　壁一枚の距離に部長がいる。でも、その距離がとても遠くに感じた。

　……とりあえず、出なきゃ。

　心配している部長を無視するわけにもいかず、写真の入った封筒をトレンチコートの中に入れて、鍵を開けた。

　緊迫した様子で青ざめている顔の部長が現われる。

「大丈夫か!?　全然返事ないから倒れてるのかと思った」

「あっ……うん、ちょっと、突然気分が悪くなっちゃって……」

　恐らく今の私は真っ青な顔をしているから、真実味があるだろう。

　部長は心配そうに私の顔を覗き込み、そして私の手を取り優しく引き寄せた。

　鼻先が部長の胸に当たる。

「よかった、無事で。なかなか出てこないから、嫌な予感がしたんだ」

　ぎゅっと抱きしめられ、本気で私を心配してくれた気持ちが伝わってくる。

　私は、部長に愛されている。そう感じるのに、それがとても恐ろしい。

　守のことが思い出される。

　親や友達、会社を辞めても私とよりを戻したいと言われた。

　そこまで想ってくれていたのなら、どうして浮気をしたのだろうと思った。きっと本気で私のことを好きではなかったからだと、心から信用することなんてできなかった。

　でも、そういうものなの？　男の人は、愛する人がいても浮気ができるの？

　愛する家族がいても、平気で愛人に『好きだ』『妻とは別れる』と言って不倫をしている男性がたくさんいることを知っている。男の人は、好きじゃなくてもセックスできるということも知っている。

　でも部長は違うと思っていたのに。信じ始めたところだったのに。

　ねぇ、どうして美奈子と会っていたの？　私はこれからなにを信じればいいの？

「みあ、どうした？」

　いつもとは違う私の様子に気づき、部長は抱きしめていた腕を解いて、私の顔を見つめた。

　私も放心状態で、部長の顔を見上げた。

　信じたくない、部長が浮気をしたなんて……。

　部長の目を一心に見つめる。

　大好きなのに……。

　涙が溢れて、部長の顔が滲む。ポロポロと涙が零れて止まらなかった。

「どうしたんだ？」

　驚いている様子の部長。

　どう答えていいのか分からない。言葉が出ない……。

　部長は再び私をぎゅっと抱きしめた。さっきよりも強く。

「大丈夫、大丈夫だからな」

　抱きしめたまま、優しく私の頭を撫でてくれた。すべてを包み込んで守ってくれているようだった。

　部長の気持ちが伝わってくる。

　部長はとても私を愛してくれている。心配してくれている。

　胸が詰まるようで苦しかったのが、すっとなくなり息が吸えた。

　部長の胸に顔を埋め、目を閉じて大きく何回も深呼吸をした。

「とりあえず、座るか。中に入ってもいいか？」

　私が落ち着いたのが分かったのか、部長は優しく尋ねた。

　コクリと頷き、支えられるようにしてリビングに入った。

　部長はソファに私を座らせ、肩を回して私の腕をさすってくれる。

　そうしていると、私もだんだん平静を取り戻してきて、怖がらずに聞いてみようという気持ちになった。

「さっき、ポストにこれが入ってました」

　まだ少し震えの残った手でポケットから白い封筒を取り出すと、部長に差し出した。

　部長は不思議そうな顔で封筒の中身を見た。そして写真を見ると、怪訝な表情を浮かべた。

「なんだこれ」

　訝るように眉根を寄せて写真を見つめる部長。

　私は部長の表情を食い入るように見つめていたけれど、後ろめたいことがあるようにはまったく見えなかった。

「どうしてこんなものが？」

「それは……私が聞きたいです」

　部長は、それもそうだなといった表情をして再び写真を見つめ、不思議そうに首を傾げた。

「部長、本当のこと教えてください」

　私は震える唇で切り出した。

　部長はきょとんとした顔で私を見つめる。

「この写真に写っている女性って美奈子ですよね。美奈子とどういう関係なんですか？」

「どういう関係って……」

　問いただすように強い口調で追及する私に、部長は驚き戸惑っている。

　でも、私は冷静に聞ける状態ではなかった。さらに語気を強めて言いつのる。

「この場所、会社近くの『ガーネットホテル』ですよね。なんで美奈子とふたりでこんな場所にいるんですか？　こんなふうに撮られるってことは、やましい関係にあるってことですよね!?」

　このホテルは会社から近いので、よく社員たちがカフェを利用している。落ち着いた雰囲気なので、打ち合わせで使用することもある。私も一度、打ち合わせで利用したことがあるくらいだ。

「待て。確かに斉さい藤とうとはこのホテルで会った。だが、仕事でだ。みあが考えているようなやましいことはなにひとつない」

「仕事でどうして美奈子と会うんですか!?」

　今にも泣きそうな顔で詰め寄る私に、部長は真剣な眼差しでゆっくりと説明しだした。

「前にチラッと言ったことがあっただろう。退職した後輩が、契約社員として働きたがってるって。それが斉藤なんだ。最近離婚をして働かないといけないから、もう一度契約社員としてでいいから雇ってくれないかと相談を受けたんだ。斉藤はもともと営業事務だったから、俺もよく知っている。相談を直接受けたのも、俺が人事部長になったからだろうとまったく疑ってなかった」

　そういえば、確かに前に言っていた。まさかそれが美奈子だったなんて思いもしなかった。

「会社でいろいろ説明すると言ったんだが、まだ働くかどうか決定していないのに会社に行くのは知り合いも多いから避けたいと言われたんで、会社の外で会うことになったんだ。ガーネットホテルを指定してきたのは斉藤だ。打ち合わせでたびたび使うし会社に近いし、面接には持ってこいの場所だと思って承諾した。なにも不審な点はなかった。……会うまではな」

　部長はひと息にそう言って、「はぁ」と大きなため息を吐いた。

「なにがあったんですか？」

　含みを持たせる言い方に、先が気になって仕方なかった。

「ホテルのロビーで久しぶりに会った時、まず驚いたのは服装だった。スーツを着てこいとまでは言わないが、ひらひらの膝上スカートに、谷間が見える露出高めの服装で……。しかもやたらと慣れ慣れしくて、会社のことよりも俺の私的な近況ばかりを聞いてくる。挙句、あからさまに身体の関係を誘われた時は、さすがの俺もぶち切れそうになったよ」

「えっ!?」

　驚いて声を上げると、部長は辟へき易えきした顔で頷いた。

「忙しい中、時間を割いて会ったのに、本当の目的はこれかと思ってうんざりしたよ。俺はこういうしたたかで自信満々の女性は好きじゃないんだ。俺に断わられた時、まさか自分の誘いを断る男がいるなんてって顔をされた時は、本気でイラっときた」

　その時の状況を思い出したのか、部長は苦々しい顔つきになっていた。

　部長の言葉に不審な点はないし、嘘をついているようにも見えない。

　不安だった気持ちがすっと消えて、少しずつ冷静さを取り戻す。

「すみません。疑ってしまって……」

　しょんぼりとうなだれる私に、部長は『謝らなくてもいい』と言うように首を振った。

「離婚して、新しい男を見つけるのに必死なんだと思っていたが、写真を撮られていたなら、もしかしたら俺をハメるために呼び出したのかもしれないな。でも、いったいこんなことをしてなんになるっていうんだ」

　わざわざ私にこの写真を送りつけたということは、もしかしたら部長と付き合っているということを会社の誰かに聞いたのかもしれない。

「私のことがよっぽど嫌いなのかな……」

　ポツリと零れた言葉に、部長はじっと私の目を見つめた。

「……過去になにかあったのか？」

　私はぎゅっと拳を握りしめる。

　婚約していたことを話すのは気が引けた。

　別れたとはいえ、過去にそこまで深い関係になった男性がいたことを知ったら、部長はどう思うのだろう。しかも破談になった理由が相手の浮気だなんて、マイナス要因でしかない。

　本当はこんなこと言いたくないけど、秘密にしておくのも不誠実な気がした。

　俯きながら、ぽつりぽつりとすべてを話す。

　守のこと、美奈子のこと。そして、そのことがきっかけで人を信じることが怖くなってしまったことを。

　部長は黙って、じっと聞いていてくれた。

　彼の反応が気になって、怖くて不安で、話し終わった後も顔を上げることができなかった。

　部長は、考え込むようにしばらく黙っていた。

　沈黙の時間が流れる。

　私は唇を噛みしめて拳を作り、指先をぎゅっと握りしめた。

　浮気されたことがある女性のことを、他の男から軽く扱われた女として軽視する男性もいるらしい。だから、浮気されたことがあるというのは、黙っていたほうがいいと聞いたことがある。

　悪いことをしていないのに、どうして後ろめたい気持ちにならなきゃいけないんだろう。浮気はどこまで私を苦しめ続けるんだろう。

　新しい恋をして、ようやく前向きになれたところだったのに。結局私は、過去に振り回されてばかりいる。

「辛かったんだな」

　部長は私の言葉を代弁するかのように呟いて、優しく頬を撫でた。

　温かな言葉と指先の感触に、思わず涙が込み上げてくる。

「……っ」

　目をぎゅっと瞑って泣くのを我慢していると、部長の胸に引き寄せられた。

「打ち明けてくれてありがとう。みあが背負っている辛さをようやく知ることができた」

　力強く抱きしめられる。

　目の奥が熱くなって、堪え切れずに涙が溢れだした。

「俺は、絶対そんなことしないから。大丈夫。命に代えても約束する」

　堂々とした力強い言葉。

　部長の胸に顔を押しつけて、顔をぐしゃぐしゃにしながら嗚咽を漏らす。

「未来のことは大抵分からないものだが、これだけは自信を持って言える。むしろ自信しかないくらいだ。俺はみあを裏切ったりしない。どんなことがあっても、浮気なんて絶対にしないから」

　どうして部長は、一番言ってほしい言葉を言ってくれるんだろう。抱きしめてほしい時に、抱きしめてくれるんだろう。

　仕事でいつも一緒にいるけれど、部長が嘘をついたことは一度もなかった。難しそうな時は正直に理由を言って『難しい』と言うし、大げさに脚色したり、冗談を言うこともほとんどない。

　つまらない男だと言われる時もあるらしいけれど、私はその誠実さと真面目さに惹かれた。

　信じても、いいよね。大丈夫だよね。

　部長の胸の中で、声を上げて泣いた。

　初めて自分をさらけ出せた気がした。










対決




　結局、あの日は部長の家に行くことはなかった。

　散々泣いて、慰めてもらって、浮気疑惑は消えたけれど、どうしてあんな写真が私の家のポストに投とう函かんされたのか謎は残ったままだった。

　そんなもやもやした状態で、部長との一夜を心から楽しむことなんてできないし、写っていた人物が美奈子だっただけに情緒を完全に安定させることは無理だった。

　いつものように外食して、そのままさようなら。

　せっかく前に進もうと思っていたのに、出鼻をくじかれてしまった。

　でも私はもう、言いたいことも言えずに我慢してしまう以前の臆病な私ではない。このまま黙って嫌な気持ちを抱えたまま不安に過ごすことなんてしたくない。

　予想外ではあったけれど、いつかは話さなきゃいけないと思っていた守とのことを、部長に伝えることもできた。そして部長は、こんな私を受け入れて包み込んでくれた。

　今を大切にするために、私は過去と向き合う覚悟を決めた。

　そう……美奈子と会う約束をしたのだ。

　部長と会った翌日、私は久々に美奈子にメールをした。【会って、話したいことがある】と送ったら、すぐに【いいよ】と返事がきた。

　守とのことがあって、美奈子とはこれまでいっさい連絡を取ってなかった。

　私からの突然の連絡に、あれから三年も経ってなにを今さら、と思っているだろうか。それとも、部長との写真を誰かに撮らせたのが美奈子だとしたら、どうしてそんなことをしたのか。

　いろいろ分からないことだらけで、なにをどう聞けばいいのかも分からなくて、ここ数日はずっと美奈子のことを考えている。

　そして写真が投函されてから一週間後の今日、私は美奈子と対面する。

　梅雨時の蒸し暑い午後、ランチタイムが終わりまったりとした時間が流れる喫茶店で、美奈子と待ち合わせをした。

　美奈子が結婚する前、ふたりでよく行っていた馴染みのある店だ。西欧風の一軒家のような店構えで、紅茶のシフォンケーキがおいしくて気に入っていた。

　あんなことがあってから、もう店を見るのも嫌になってしまって行っていない。

　三年ぶりに店に入る。

　内装はまったく変わっていなくて、懐かしい気持ちになった。

　窓際のテーブル席に座り、美奈子を待つ。

　メニュー表を見ると、三年前はシフォンケーキが全面に押し出されていたのに、今はパンケーキが看板メニューのようだ。

　変わらないと思っていたけれど、やっぱり少し変わっている。

　私も三年で変わった。美奈子はどう変わったんだろう。

　緊張して落ち着かない。

　会ったらまずなんて言おう。

　守ともカフェで会って話したことを思い出して、古傷がまた痛みだす。

　でも、ここを乗り越えたら、きっと私はもっと強くなる。

　からんと音がしてドアが開いた。

　ピンク色の傘を閉じ、ゆったりとした白シャツを薄黄緑の花柄のプリーツスカートにインした女性らしい格好の美奈子が現われた。

　柔らかいウェーブがかった長い髪に、スラリとした細い脚。遠目から見てもキレイな女性だと分かる。

　美奈子は私を見つけると、ニコリと笑って「久しぶり」と言って近づいてきた。

　小さな顔に、大きな瞳。もともと目が大きいのに、たっぷりとマスカラをつけているから化粧が濃く見えるけれど、万人が美しいと認める顔立ち。

　部長が断った時、私の誘いを断る人がいるなんてと驚いていたと言っていたけど、これだけキレイなら頷ける。

　私は笑顔を浮かべずに、ただ会釈した。よくも笑顔で私の前に立てるなと少し腹が立った。

　美奈子は席に座ると、メニュー表を広げる。

「ここ久しぶり～。あっ、リコッタパンケーキもあるんだ。おいしそう。私、これにしよ～」

　なに食わぬ顔で、楽しそうにしている美奈子を見て呆れた。

　私は飲み物以外、喉を通りそうにない。

　根本的に考え方とかがまったく違うんだろうなと思う。

　美奈子の注文が終わると、私はすぐに本題に入ろうとバッグを開けた。

　早くはっきりさせて帰りたい。

「これがポストに入ってたんだけど……」

　険しい顔で、封筒から写真を取り出しテーブルに置いた。

　すると美奈子は不思議そうに写真を見て、そして驚いた声を上げた。

「やだ、なにこれ！　盗撮!?　気持ち悪い！」

　少し大げさとも思えるくらいの反応だった。

　私は注意深く美奈子を観察する。

「美奈子は、写真撮られてたこと気づいてなかったの？」

「全然気づかなかった。この写真のこと、誠一郎も知ってるの？」

　部長の下の名前をサラリと口にしたので、水を飲もうとしていた手が止まる。

「……うん、知ってるよ」

「なんて言ってた？」

　下から探るような鋭い目。

　私はグラスを掴んで、水をゴクリと飲み込んだ。

「仕事で美奈子と会ったって」

「それ、信じたの？」

　私は大きく深呼吸をして、美奈子の目をしっかりと見つめた。

「なにが言いたいの？」

　私の睨むような眼差しと静かな怒りを含んだ物言いに、美奈子は少したじろいだ。その後、意地の悪い笑みを浮かべた。

「誠一郎とみあが付き合ってるってことは同期から聞いたよ。でも、この写真を見て分かる通り、私とも付き合ってるの。誠一郎がみあになんて言ったのかは分からないけど、私は誠一郎のこと諦めるつもりはないから」

　はっきりとした言い方に、怒りがふつふつと燃え上がる。

「美奈子と部長が付き合ってるって、すごい妄想だね」

　お返しといわんばかりに、嫌味を言った。

　すると美奈子もすかさず応戦してくる。

「妄想だって思えるくらい、誠一郎のこと信じてるんだ。守のことがあったのによく信じられるね」

　お前がそれを言うかと、怒りはどんどん膨れ上がってくる。

「おかげさまで、守のことがあったから、嘘をついてるかついてないかはすぐに分かるようになったの。美奈子のほうが嘘をついてることくらい分かるよ。この写真も、美奈子が撮らせたんでしょ」

「そんなの、どこに証拠があるの？　証拠もないのに疑うなんて失礼じゃない？」

　美奈子もイライラしてきたのか、両腕を組み、睨みつけてきた。

　私は美奈子の言葉を無視して、美奈子が犯人である前提で話を進める。

「こんなことするなんて、本当に暇人だよね。離婚して他人の幸せな話が許せなかったからこんなことしたの？　そんな性格だから離婚されたんだよ」

　その瞬間、美奈子はかっと赤くなって、グラスに入った水を勢いよく私に浴びせかけた。

　頭から水を被り、前髪から水滴がしたたり落ちる。

「お返し」

　私も手元にあった水を、美奈子の顔面めがけて浴びせかけた。

　ばしゃっと音がして、見事に水は美奈子の顔に当たり、濃いアイメイクが滲んで道化師のようになった。

「なにすんのよっ！」

　美奈子が声を荒らげる。

　私は冷静に美奈子を見据えた。

「最初に水をかけてきたのはそっちでしょ」

　怒りにわなわなと震え、今にも食ってかかりそうな美奈子に、店員が恐る恐る声をかける。

「あの……大丈夫ですか？」

　店員の声が耳に入っていない様子の美奈子に代わり、私が静かに答える。

「大丈夫です。今取り込んでるんで、下がっててください」

「あ、はい。じゃあ、あの、おしぼり置いておきますんで」

「ありがとうございます」

　私は美奈子と睨み合ったまま、一度も店員の顔を見ずに言った。

　店員はおしぼりの束を置いて静かに下がっていく。

　静かに睨み合うこと数十秒。

　美奈子は諦めたようにため息を吐いて、店員が置いていったおしぼりで顔を拭き始めた。

　お互い水をかけられて頭が冷えたのか、爆発するような怒りは沈んでいった。

「どうして、こんなことしたの？」

　疑問を口にする。今なら正直に答えてくれそうな気がした。

「剛田部長のこと、そんなに信じてるんだ」

　呼び方が変わった。少しだけ本音を話す気になったのかもしれない。

「うん、信じてる」

「男なんて皆、裏切るよ。守だってそうだったじゃない」

「守と部長は違う」

　美奈子は私の目をチラリと見て、つけ入る隙がまったくないことを悟ると、これみよがしに大きなため息を吐いた。

「アホらし。時間の無駄だった。そうよ、あの写真は私が離婚の時にお世話になった業者に撮らせたの」

「どうしてそんなことしたの？　そんなに私が嫌い？　私、美奈子になんかした？」

　美奈子はキッと鋭く私を睨んで、怒りを込めた口調で話し始めた。

「私が結婚するって言った時、実は私も結婚するんだって言ったよね。私の結婚祝いの場だったのに、ふたりの結婚お祝い会になったでしょ」

「うん」

「私が主役の場で、私の話を聞いてもらおうと思ったのに、みあの話が主体になった」

　え、まさかそんな理由で？

　思わず目をしばたたかせた。

　確かにあの日は、美奈子の結婚お祝い会を名目に集まった。でも、大勢の人がいたならまだしも、ふたりだけの食事会だった。

　美奈子からいろいろ聞かれて守との馴れ初めを話したけれど、私だけが話していたわけではない。それに、美奈子ばかりが話していて、私は聞き役が多かった。

「しかも、相手は同期の華の守だっていうじゃない。入社当時は私も守のことが好きだった。それなのに、どうして地味なみあなの？って思った。それに、私はみあに自分の恋話をたくさんしてきたのに、守と付き合ってたことは隠されてた」

「ちょっと待って。美奈子だって結婚が決まるまで、旦那さんと付き合ってたこと私に言ってなかったじゃない！」

「元旦那ね。言うわけないでしょ。あんなダサい人と付き合ってるだなんて。私は誰よりも早く結婚して勝ち組になりたかった。誰よりも幸せでありたかった。それなのに、みあもほぼ同時期に結婚するなんて許せなかった。しかも守のほうが私の旦那よりかっこよくって将来性もあって……。そんなの、ずるいじゃない！」

　ずるいって……。

「そんな理由で、守に近づいたの？」

「……もともと、守のこと好きだったし」

　美奈子はボソリと呟いた。

　もしかしたら、これが一番の理由なのかもしれない。

　それにしたって、美奈子はもう結婚していたのだ。理不尽な理由にしか聞こえない。

「それを根に持ってて、部長にも近づいたってこと？」

「違う。みあと別れたら、守は私を選ぶと思ってた。私を好きだと言ってたもの。だから守がみあの家に行ってる時、わざと電話をかけたの」

「え……？」

　胸がざわついた。私が電話に出た時、美奈子はわざとらしいくらい動揺していたことを思い出す。

「すぐに返事がきてたのになかなか既読にならないから、もしかしたらお風呂に入ってるのかもって思ったの。電話したら、みあが出る気がした。なかなか別れる様子がないから、バラしてやりたい気持ちに駆られたの」

「わざとだったの!?」

　私は思わず声を荒げた。けれど美奈子は淡々と話を続ける。

「みあと別れたら私と結婚してくれると思ってたのに、騙された。挙句、それまで旦那のこと邪険に扱ってたから、もう旦那は私のこと見てくれないし」

「それ、憎む相手が違うんじゃないの？」

　自分がまいた種なんだから守を憎むのも筋が違うと思うけれど、どうして矛先が私に向かうのよ。

　どこまでも身勝手な思考回路に唖然とする。

「別に、だからといってみあのことを憎んでたわけじゃないわよ。長いこと離婚に向けてごたごたしてたけど、なんにもしてこなかったでしょ？　そうじゃなくて、私が離婚してボロボロになってるのに、誰もが憧れる剛田部長と付き合ってるなんて聞いたら、はらわたが煮えくり返るのも分かるでしょう？」

　いや、全然分からないですけどっ。

　そう言いたかったけれど、あまりに呆れて言葉が出なかった。

　そういえば、以前に瀬戸内さんも言ってたな。理不尽な嫉妬や妬みでえげつないことする人間がいるって。まさか本当にいるとは……。

　地球外生命体やツチノコを見つけたような気持ちになって、しげしげと美奈子を見つめた。怒りを通り越して、可哀そうな気持ちになってくる。

　そんな考えじゃ、一生幸せになれないだろうな。

「もういいよ。分かった。お金、払っておくね」

　会計伝票を持って、席を立つ。

『もう二度と私に関わらないで』とか『お幸せに』と皮肉を言ってやりたい気持ちはあったけれど、また逆上されると面倒なのでやめておいた。

　美奈子は黙ったまま座り続けている。

　レジでお金を払い、店員に謝って店を出た。

　雨は上がり、キレイな虹が出ていた。

　七色に輝く虹を見ていると、もやもやした気持ちが晴れていく。

　過去は振り返らない。たとえ今後、美奈子になにをされたって動じない。

　ウジウジしてネガティブで臆病だった私はもういない。だから、前に進む。

　自分を信じることは部長を信じること。自分の選ぶ道を、自信を持って歩いていこう。

　私は一歩踏み出して、小さな水たまりをジャンプした。










結ばれた夜




　美奈子と別れて帰る道すがら、なんだか無性に部長に会いたくなった。

　美奈子と会うことを、部長はとても心配していた。私がトラウマを抱えていることを知ったから、過去の出来事を思い出して傷つかないか不安だったのだと思う。

　駅のホームで電車を待ちながら、このまま家に帰るのは嫌だなと思った。

　部長に会いに行きたい。今日あった出来事を報告して、安心させたい。でも、会う約束なんかしてないし用事があるかもしれない。

　それでも、今なにをしているのか聞くだけ聞いてみよう。

　電話をかけると、すぐに通話が繋がった。

「もしもし、誠一郎……さん？」

　久しぶりに下の名前で呼んでみる。

　実は、名前で呼んでくれと言われていたのに、つい癖で『部長』と呼んでしまっていた。

　美奈子が『誠一郎』と呼んでいたのに対抗する気持ちもあったし、付き合ってるのにやっぱり『部長』のままはおかしいと今さら気づく。

《どうした？　今日は斉藤と会ってるんじゃなかったのか？　もしかして、なんかあったのか？》

「いえ、美奈子とは話して、今帰るところです。いろいろありましたけど、聞きたいことを聞けて、今はすっきりしてます。あの写真、やっぱり美奈子が撮らせていたみたいです」

《そうか。声が元気そうで安心した》

　部長の優しい言葉に、スマホを握りしめながら思わず口元が緩んでしまう。

「あの、それで、今、なにしてますか？」

《家にいたよ》

「今からそちらに行ってもいいですか？」

《え、もちろんいいが、大丈夫なのか？》

　部長の口調が、驚き戸惑うようなものになった。

「大丈夫って？」

《ああ、いや、なんでもない。気にしないでくれ。今どこにいる？　迎えに行こうか？》

　部長の焦り具合が電話越しに伝わってくる。そこでようやく、どうして『大丈夫なのか』と聞いてきたのか分かった。

　恐らく部長は、深い関係になっても大丈夫なのかどうかを聞きたかったのだろう。

　そうか、家に行くということはなにがあってもおかしくないということだよね。

　部長に会いたい一心で深く考えていなかったから、少し尻込みしてしまう。

　きっと部長は、私の気持ちを優先させて手を出さない気がする。

　本当に、どこまで優しくて大人で誠実な人なのだろう。でも、いつまでも甘えていちゃいけない。

「大丈夫です。今、駅のホームにいるんで最寄り駅まで行きます」

《そうか。じゃあ、駅から家まで五分くらいだから、歩いて迎えに行くよ》

「分かりました。今からだと、三十分くらいで着いちゃうんですが、大丈夫ですか？」

《問題ないよ》

　淡泊な受け答えだけど声が嬉しそうだったので、部長も楽しみにしてくれているのがよく分かる。

　ついに部長の家に行けると思うと、たった三十分が待ち遠しくて仕方なかった。




　部長の家の最寄り駅に到着すると、出口改札前で部長が待っていてくれた。

　手を振って、小走りで改札を抜ける。

「すみません、急に」

「暇してたからちょうどいいよ。あれ、髪濡れてるな。まだ雨降ってたか？」

「ああ、違うんです、これ。美奈子に水かけられて」

　笑いながら手で前髪を押さえると、部長は「えっ!?」と目を見開いて驚いた。

「でもやられたままじゃ癪だったんで、お返しに顔面にばしゃっと水をぶっかけてやりました」

　その時のことを思い出しながらグラスで水をかける動作をすると、部長は一瞬固まって、それから「ぶはっ」と笑いだした。

「みあがそんなことするなんてな」

「引きました？」

「いや、見直した。よくやった」

　部長の笑顔にほっとして、私も口を開けて笑った。

　部長がなにも言わずに私の手を握る。

　当たり前のように繋がれた手が、ふたりの距離をさらに縮めてくれている気がした。




　部長の家は三十階建てのタワーマンションだった。

　木々や草花が植えられたキレイなアプローチを渡りエントランスに入ると、ノンタッチキーシステムのオートロックがあった。さらに中に入ると、コンシェルズカウンターもあるエントランスホールが広がっている。まるでホテルのロビーのようだった。

　こんな豪華なマンションに入ったのは初めてだったので、驚きを隠せなかった。上京したての田舎者みたいに、口を開けて唖然としながらキョロキョロしてしまう。

　そんな私に部長はにこやかに笑いながら、手を引っぱってエレベーターホールへ連れていった。

　三基並んだエレベーターは高級ホテルのようにしっかりとした造りで、私はこれからホテルの客室に行くんだろうかと錯覚を起こしてしまいそうになる。

　一番手前のエレベーターに乗り込むと、階数が二十階以上しかなかった。

　まさか最上階に住んでいるのでは!?と思ったら、二十六階のボタンを押したので、少しほっとした。

　あまりすごすぎると気後れしてしまうのは、たぶん田舎でのんびり育ってきたからだろう。いや、タワーマンションの高層階に住んでいるというだけで充分すごいのだけれど。

　部長がカードキーで部屋のドアを開けると、モデルルームのようにキレイな玄関が目の前に現われる。床は大理石で、廊下も広い。部長の後に続いておずおずと中に入ると、二十畳はありそうな広いリビングに出迎えられた。

　落ち着いたシックなブラウンで統一されていて、壁には絵画のように取り付けられた大きなテレビと、中央には大人三人は余裕で座れるような革張りのソファがあった。

「すごい！　キレイですね」

「必要最低限の物以外は置いてないからな。掃除が楽なんだ」

　私が感嘆して褒めても、部長は自慢するでもなく、なんでもないことのように答える。

「ここ、分譲ですか？」

「まさか、賃貸だよ。１ＬＤＫだし、都心から少し離れてるから家賃はそれほど高くないんだ」

　それでも、私の家賃の倍はするんじゃないだろうか。

　お金のかかりそうな趣味は持ってないから、住む場所とか生活に重点を置く人なんだろうなと思った。

　部長らしいといえば部長らしい。

　再びリビングを見渡すと、大きな窓に目がいった。

「わあ、キレイ！」

　思わず駆け寄り、窓に手をついて景色を眺めていると、部長が後ろから私の腰に手を回し、顎を頭に乗せ密着してきた。

　急に近づいた距離に、心臓が大きな音を立て始める。

「なあ、いつまで敬語なんだ？」

「え……」

「敬語で話されると、部下って意識が強くなって手が出しにくい」

　少しすねたような口調がかわいい。

　背中から抱きしめられ、真上から聞こえる甘い重低音にさらに胸がドキドキする。

「じゃあ、今日から敬語はなしにします」

「そう言ってるそばから敬語」

「あ……」

「今日からじゃなくて、今から」

　抱きしめられた手に力が少しだけ入る。

　優しく責められて体が熱くなる。

「分かっ……た……」

　敬語をなくした言葉は、慣れていなさすぎてか、細く消えていく。

　今から敬語なしだなんて、うまくしゃべれる自信がない。

「よくできました」

　チュッと後頭部にキスを落とされ、私は体を反転させて部長の顔を見上げた。

「もう、子供扱いして」

　確かに私は小さいけれど、もう女の子ではない。

　恨めしそうに見上げる私に、部長は色気を帯びた瞳で見つめ返す。

「子供扱いなんてしてないさ。じゃなきゃこんなことしない」

　こんなこと？

　そう聞き返そうとすると、部長の顔がずいと近づき、あっという間に唇を奪われた。何度もリップ音を響かせ、やがて舌が侵入し激しさが増していく。

「んっ……」

　息つく暇もないくらい激しいキスに、腰が砕けてしまいそうだ。

　身体がどんどん熱くなる。恥ずかしさとか理性が吹っ飛んで、ただ与えられるキスの気持ちよさに酔ってしまう。

「ダメだ、これ以上すると止まらなくなりそうだ」

　部長は唇を離すと、苦笑いして言った。

　……止まらなくていいのに。

　チキンな私は、その本音を言うことができずに下を向いて黙った。

　それから買い物に行き、ふたりで夕食を作って食べた。

　お酒を飲もうとしない部長に理由を尋ねると、私を車で送っていけなくなるからだそうだ。

「電車で帰るから！」と強く言っても、「夜道は危険だから」と心配性の父親みたいなことを言われてしまった。

『じゃあ、泊まる！』と言おうとして、言葉を呑み込んだ。

　泊まるといっても、なにも持ってきていない。スキンケア用品はコンビニでなんとかなるにしても、下着もコンビニで済ませるのは嫌だった。

　気心知れた仲なら、ありあわせの下着でもいいけれど、初めての夜にコンビニの下着はどうなんだろう。

　そんなことを考えていたら話題が移ってしまい、『泊まる』と言い出せる雰囲気ではなくなってしまっていた。

　勢いのまま部長の家に来たけれど、あまりにも考えなさすぎたかもしれない。

　部長ともっと近づきたいのにな……。

　夕食を食べながら、悶もん々もんとした気持ちで部長を見つめた。

　そんな私の気持ちをよそに、部長はご飯をとても嬉しそうに食べていた。




　夕食を食べ終えて食器を片付けたら、本棚に映画のＤＶＤが並べてあることに気がついた。

　なにがあるんだろうと興味深めに眺めると、古い名作映画が多かった。

　その中に、私がずっと観たいと思っていた映画があった。あまりメジャーではないけれど、不朽の名作といわれているモノクロ洋画だ。

　愛し合ったふたりが戦争に巻き込まれて離ればなれになってしまうけれど、最後には結ばれる、社会的メッセージ性の強いラブロマンス。小物や洋服がとてもオシャレで、それを見ているだけで楽しいと聞き、一度観てみたいと思っていた。

　部長に頼んで一緒に観ることになった。

　部屋を暗くして、部長の肩にもたれかかるようにしてソファに座り、大きなテレビで映画を観る。

　ノイズが少し入った昔ながらの音と、白黒の映像が逆に新鮮だった。本編が始まる前にカタカタと映写機の鳴る映像が流れて、それがとてもロマンチックに思えた。

　映画はとても感動的なものだった。途中、堪え切れずに涙してしまう場面もあったけれど、幸せな気持ちで観終えることができた。

　部長の肩に寄りかかって、手を繋ぎながら映画の余韻に浸る。

　そろそろ帰らないといけない時間だ。

　お互いにそれが分かっているから無言になる。

　帰りたくないな。

　そう思うけれど、口には出せない。

　エンドロールも終わり、テレビから明かりが消えた。

　薄暗い部屋の中、私たちは押し黙っている。口を開けば、帰ることになってしまう気がしたからだ。

「みあ」

　静寂を破ったのは、部長の声。

『送っていく』と言われると思って、体が強ばった。

　すると部長は、覆いかぶさるように唇を押しつけてきた。

　薄暗闇の中、とろけるような甘いキスが落とされる。部長の重みで身体を支えきれなくなって、ソファに押し倒される体勢となった。

　それでもキスは止まらない。静かな部屋のせいで、舌の絡み合う音が大きく聞こえた。

　部長の手がブラウスをたくし上げ、素肌に侵入する。服を鎖骨までまくり上げて、露わになった胸に部長の顔が埋められる。

「んっ……」

　舌先の動きが絶妙で、声を抑えようとしても零れてしまう。

「声、我慢しなくていいから」

　なんでもお見通しなんだなと思うと、いたたまれない気持ちになる。

　胸だけでこんなに感じてしまっているのも気づかれているに違いない。

「やっ…あっ……」

　恥ずかしいくらい、声が出る。

「悪い。帰したくなくなった」

　部長にまっすぐ見つめられて、私は潤んだ瞳で見つめ返した。

「いいか？」

　そう問われて、こくりと頷く。

　私も、帰りたくない。

　再び部長がキスを落とす。舌を深く絡め合い、どちらの唾液なのか分からなくなるほど激しく貪りあった。

「続きは寝室でな」

　部長はニヤリと笑うと、私をお姫様抱っこしてリビングを出ていく。

　いよいよなんだ……。

　緊張や恥ずかしさもあるけれど、それよりも嬉しい気持ちのほうが大きかった。

　大好きな部長と今夜、結ばれる……。

「開けて」と言われて、私は抱っこされながら、寝室のドアの取っ手を引いた。




　淹れたてのコーヒーの匂いで目が覚めた。

　フライパンでなにかを焼いている音が、リビングから聞こえてくる。

　ベッドから起き上がり時計を見ると、もう九時を過ぎていた。

　寝すぎてしまった。いつもは休日でも、遅くても八時には目が覚めてしまうというのに。

　ベッドの下に無造作に置いてある服を急いで掻き集める。

　服はあるけれど下着がない。どこだどこだと慌てて探すと、布団の下に隠れていた。

　ようやく服を着ることができて、手ぐしで髪を整えて寝室を出る。

　恐る恐るリビングのドアを開けると、部長がキッチンで料理を作っていた。

「おはよう」

　爽やかな笑顔。心なしかすっきりしたようにも見える。

　まあ、あれだけ激しくすれば、すっきりもするでしょうと妙に納得してしまう。

　部長は今まで我慢してきた分を発散するように、それはそれは激しいお手前を披露してくれた。何度絶頂に連れていかれたか分からない。

　まさか部長がこんなに激しいセックスをするなんて思ってもみなくて驚いた。あんな夜を体験してしまったら、もう部長以外の人とはできないんじゃないかと思うくらいだ。

　というか、もう部長以外の人と恋に落ちるなんて想像ができないし、部長が最後の人になってほしいと思う。

　一晩で、私はずいぶん欲張りになってしまった。

「誠一郎さん、おはよう」

　笑顔で挨拶すると、部長は料理を作っていた手を止めた。

「あ、また〝さん〟付けに戻ってるな。昨晩は『誠一郎』って何度も呼んだのに」

　部長は不服そうに言った。

　その時のことを思い出して、カッと顔が赤くなる。

　呼んだというか叫んでたというか……思い出すだけで本当に恥ずかしい。部長がすごすぎて、私もだいぶ乱れてしまった。

「昨日の残りと簡単なもので朝食にしよう」

　部長は、朝食が乗った皿をダイニングテーブルに置いていく。

　部長が作っていたのは、ふわふわのスクランブルエッグに、お団子ほどの大きさの芽キャベツと厚切りベーコンを焼いたものだった。

　ワンプレートにオシャレに盛り付けられた朝食を見ると、急に食欲が出てくる。

　テーブルに向かい合わせに座り、朝食を食べながら談笑する。

　なんだか昨日よりぐっと距離が近づいた。自然体でいられるというか、ようやく本物の恋人になれた気がする。

　明日も明後日も、ずっとこうして穏やかに笑い合っていたい。部長とならそれができるはず。互いを思いやって信頼して、温かな愛を育んでいこう。

　今度こそ大丈夫。幸せになれる。この人となら。

　幸せにしてもらうことばかりじゃなく、幸せにしてあげたいと強く思う。

　部長が部長らしくいられるように、ずっと穏やかに笑っていられるように、私も努力しなきゃ。

「誠一郎さん」

　呼びかけると、部長は箸を止め、顔を上げて私の顔を見た。

「ん？」

　今の気持ちをなんて言葉で表現したらいいのだろう。ありがとう？　幸せです？　うーん、なんか違う。胸の奥から溢れるような熱い想いを自分の中に留めているだけじゃもったいない。言葉にしないと伝わらない。

「好きです」

　唐突すぎたのか、部長は驚いた顔をしている。けれどすぐに、はにかむような笑顔を見せて、私の目をまっすぐに見つめた。

「俺も好きだ。世界で一番、愛してる」










私のナイト




　部長……じゃなくて誠一郎さんとようやく本当の恋人同士になれて、もうすぐ一カ月が経とうとしている。

　どうしてだろう、身体の結びつきがあると不思議と自然体になれる。今までは少しぎこちなくて無駄にドキドキしていたのが、素肌に柔らかく触れる毛布みたいに心地いい。

　少しくすぐったいような気恥ずかしさもあるけれど、自分の一部みたいになった安心感があって、肌が触れ合うことの大事さを知った。

　付き合いは至って順調で、仕事にもやる気がみなぎっている。

　私たちが付き合っていることは会社中に知れ渡っているけれど、社内恋愛が珍しい会社でもないので、特に気まずい思いをすることもない。

　誠一郎さんと付き合ってから、運がよくなった気もする。例えば晴れの日が多くなったとか、キレイな虹を見ることができたとか。

　冷静に考えればどれも普通のことだけど、小さな幸せをたくさん発見できるようになったから、そう感じるようになったのかもしれない。

　会社に出社すると、誠一郎さんは既にデスクで仕事をしていた。

　彼は今日も朝が早い。

　昨日、遅くまで仕事していたみたいだから大丈夫かな、と心配しながら横目で誠一郎さんを見ると、パチリと目が合った。

　声に出さず、口元だけで『おはよう』と言う誠一郎さん。

　普通に言葉にしていい状況なのに、わざと声に出さないことによって特別感が増して、ちょっと嬉しい。

　私も周りに気づかれないように、口元だけで『おはよう』と返した。

　こんな些さ細さいなやりとりだけで胸がきゅっと締めつけられて、零れそうになる笑みを我慢するくらい幸せな気持ちになる。

　毎日会えて、嬉しいな。

　デスクに座り、引き出しからチョコをひとつ取って、口の中に放り込む。

　幸せボケして緩んだ気持ちを引き締めるために、脳に栄養補給！　さあ、仕事しよう。

　新卒採用は、いよいよ最終面接で佳境に入っていた。

　残っているのは優秀な人たちばかり。既に複数社から内定をもらっている子もたくさんいる。

　今まで選ぶ立場だったのが、今度は選ばれる立場へと変わり、最終面接では大切なお客様をもてなすように最上階の応接室で面接を行っている。

　瀬戸内さんら受付の人たちには、面接の際は役員だけでなく学生にもアイスコーヒーを出してもらい、粗相がないよう一層気を引き締めるよう伝達している。

　そんな中、事件が起きた。

　就職活動の口コミサイトや、ツイッターなどのＳＮＳ、３ちゃんねるなどの掲示板は、もちろん人事担当もチェックしている。試験や面接内容が投稿されていれば、すぐさま試験内容を変更する必要があるし、就活生の生の声が聞けるので貴重な情報源となっているからだ。

　パソコンを立ち上げ、メールチェックなどを終えてから、いつもの流れで口コミサイトや掲示板を覗く。すると、匿名で投稿できる巨大掲示板の３ちゃんねるが荒れていた。

　書かれてある内容に、思わず息を呑む。心臓がぎゅっと縮むように痛み、マウスに乗せていた手が震えてきた。

「なに……これ……」

　そこには、人事部長――すなわち誠一郎さんの誹ひ謗ぼう中ちゅう傷しょうが書かれていた。

【イケメンで誠実を売りにしている人事部長は、実は相当な好きもので女性社員を食いまくっている。

　未婚女性だけならまだしも、既婚女性にも平気で手を出す鬼畜男だ。

　セクハラも日常茶飯事だが、人事部長という立場なので揉み消されてしまう。

　以前レイプまがいのこともしたが、言えば首にすると脅されて泣き寝入りした女子社員もいる。

　こんな悪魔のような人事部長がいる会社に入社したら絶対に不幸になる。】

　おおむね、このようなことが書かれていた。

　これらの中傷に対する反応はというと……。

【人事部長、やべぇ】

【まさに鬼畜】

【入社する前に教えてくださりありがとうございます。こちらを第一志望として考えていましたが、他社に行こうと思います】

　みんな、この内容を鵜う呑のみにしているようだった。

　どう考えたって、この話はまったくのデマだ。

　そもそもレイプまがいのことがあって、言えば首にすると脅されていたのなら、どうしてその話を投稿者は知っているのだろう。

　今まで誠一郎さんにスキャンダルめいた話なんてひとつもなかった。こんなの絶対に嘘なのに、信じてしまっている人がいるということが悲しいし腹立たしい。

　この話は嘘です！と書いたところで、火に油を注ぐようなもので、反論もなにもできないことにも悔しさが増す。

　なんでこんな大事な時期にこんなこと……。

　震える指先でスクロールしながら、加熱していくコメントを読んでいると、私のことも中傷している投稿があった。

【鬼畜人事部長が最近手を出したのは、地味でブスな同じ部署の女性社員。本当は淫乱女なのに、純粋そうに見せかけて社内のモテ男を片っ端から食っている】

　この投稿……もしかして……。

　守の浮気の時にも感じた、確信に似た第六感。

　私と誠一郎さんが付き合っているのは社内で知れ渡っていることだから、最初の一文は誰が書いてもおかしくない。でも、『社内のモテ男を片っ端から食っている』って、私が守と付き合っていたことを知っている人じゃないと、こんな文章は書かないんじゃないだろうか。

　だって周りから見たら、地味で目立たない存在の私が社内のモテ男を落とせるなんて思いもしないだろう。自分自身さえ、どうして私なんかが守と誠一郎さんに好意を持ってもらえたのか分からない。

　こんなことするのは彼女しか思いつかない。

　美奈子だ……。美奈子が逆恨みでこんなこと……。

　あのまま黙って引き下がるような女じゃないとは思っていたけど、こんな卑ひ怯きょうなことをするとは。匿名をいいことに、やりたい放題、好き勝手に悪口を投稿して……。これがどれだけの人の目について、どれほど悪影響を与えるか分かっているのだろうか。

　ぶつけようのない怒りに、息が苦しくなる。

　どうしたらいいんだろう。美奈子に直接言ったところで、彼女だという確証はどこにもない。

　泣き寝入りしかできない、この理不尽な現実に憤りを覚える。

　なにをされても立ち向かっていけると思っていたけど、こんな歪わい曲きょく的てきなやり方で誠一郎さんを標的にするなんて。絶対に許せない！

「部長！　ちょっといいですか」

　立ち上がって誠一郎さんを呼んだ。

　怒りが収まらず、語気が強くなって迫力の増した私に、誠一郎さんは少し驚いた様子だった。

　あまり人に知られたくない話だったので、個室の会議室へと場所を移動する。

　会議室の扉を閉めてすぐ、勢いのままに誠一郎さんに詰め寄った。

「エリオスターの就職スレッドが大変なことになっています！」

　すると、会議室に来るまで私を訝る様子で見ていた誠一郎さんが、『なんだそのことか』と言わんばかりに「ふう」とため息を吐いた。

「ああ、知ってる」

「知ってたなら、どうしてそんな冷静でいられるんですか!?」

「落ち着け、大丈夫だから」

　泣きだしそうなくらい慌てている私に、誠一郎さんは優しく肩を叩いた。

「大丈夫じゃないです。こんな大事な時期に……。あれを見て、優秀な人材が他社に流れてしまったら……」

「あんな根拠のないものを単純に信じてしまうようなヤツはいらない。ふるい落としてくれてありがとうと思えばいい」

　誠一郎さんは私を慰めるように、落ち着いた笑顔を見せた。

「……そんなふうに思えないです」

　誠一郎さんの顔を見上げて、恨めしい顔で瞳をじっと見つめる。

「だって、悔しいじゃないですか。誠一郎さんは、悔しくないんですか？　あのスレッド、消してもらうように運営元に問い合わせましょう！　早急に消せば被害は少なくなるかもしれません」

「そんなに簡単にあそこの掲示板は消すことはできない。それに、一度ネットに上がったものを完全に抹消することは不可能だ」

「でも……」

「大丈夫だ。みあは気にしなくていい。それより、今はやるべきことがたくさんあるだろ？」

　確かに、今はとても忙しい。新卒採用以外にも、新入社員のＯＪＴ研修など準備しなければいけないことが山ほどある。正直、こんなことに時間を割いている余裕はない。でも……。

「私、犯人は美奈子だと思うんです」

　確信を込めた言葉に、誠一郎さんは表情をほとんど変えずに黙った。そして、言葉を吟味するようにゆっくりと口を開いた。

「……証拠がないうちは、そういうことを安易に口にするな」

　怒られているわけでも、咎とがめられているわけでもないのに、誠一郎さんの言葉にショックを受けてしまった。あまりにも正論すぎて、なにも言い返せない。

　部長は、俯いて口をつぐんでしまった私の背中に手を回して、慰めるように明るく言った。

「とにかく、みあはなにも心配しなくていいから。さ、仕事に戻るぞ」

　背中を軽く押されながら会議室を出る。

　そんなふうに言われたら、もうなにも言えないしなにもできない。

　結局、我慢するしかないのかな……。

　悔しくて、俯いたまま唇を噛みしめた。

　気持ちを切り替えようと顔を上げると、守が廊下を歩いていた。

「あ……」

　誠一郎さんが私の背中に手を回している姿を目撃されてしまった。

　慌てて離れるも、守は私たちを苦々しそうな目で見つめている。

　守が私の元彼だということを既に知っている誠一郎さんは、睨まれても顔色ひとつ変えない。

　私は早くこの場を立ち去りたくて、足早に歩を進めた。

　すると、守が後ろから声を投げかけてきた。

「会社内でいちゃつくのは、人事部長としてどうなんですか」

　ケンカをふっかけるような棘のある物言いだった。

　部長が振り向いて、守の目を見つめる。

　不穏な空気に、いたたまれない気持ちになる。

「いちゃついていたわけではない」

　きっちり否定した誠一郎さんに、守は睨みつけながらなおも言い放つ。

「早くから出世した人は、平気で保身の嘘をつくんですね。肩を抱いて出てきてるの見てるんですよ。でもまあ、俺がとやかく言ったところで人事部長の権力で揉み消されちゃいますかね」

　守の言葉は、ネットの中傷と繋がるところがあってドキリとした。

　まさか、あれは守が書いたの？

「勘違いしているようだが、人事部長だからこそ普段の行いは厳しく見られている。そもそも俺にはそんな権力はない。嫉妬するのは勝手だが、そういう言い方は男らしくない」

　ぐうの音ねも出ないほどはっきりと言われ、守は唇を固く結び押し黙った。悔しい感情が顔に滲み出ている。でも、『男らしくない』と言われたのが堪こたえたのか、反論してくる様子はなかった。

　誠一郎さんが再び歩きだしたので、慌てて私もその後を追う。

　毅き然ぜんとした態度で守と対たい峙じした姿が、とても頼もしく感じられた。

　誠一郎さんの大きな背中を追いかけながら、自然と頬が緩んでしまう自分がいた。




　仕事が終わり、家に帰ってお風呂から上がると、スマホに着信がかかってきていた。相手は誠一郎さんからで、慌てて折り返しの電話をかける。

　四コール目くらいで繋がった。

「もしもし、誠一郎さん。ごめんなさい、さっきはお風呂に入っていて出られなくて」

《ああ、そうだったのか。今、なにしてる？》

「特になにも。お風呂にも入ったし、後は寝るだけ」

《そうか、くつろいでるところ悪いんだが、少し会えないか？》

「え？」

　今から？

　驚いて、スマホを握りしめる。

「会うのは、もちろん嬉しいけど、今から、どこで？」

《よかった。実は……もう近くまで来てるんだ》

　通話を切って、ボサボサのままの髪を慌てて整える。

　誠一郎さんは会社からまっすぐ私の家に向かってきていたから、あと五、六分で着くらしい。

　連絡もなしに急に来ることは初めてだったのでびっくりした。

　でも、全然嫌じゃない。むしろ、ほんの少しの時間でも私に会いたいと思ってくれたことが嬉しいし、平日の夜に会えるのは特別な時間のようでワクワクした。

　近くのパーキングに駐車してから来ると言っていたから、もう少し時間がかかるかなと思っていたら、本当に五分ほどでチャイムが鳴った。

　インターホンの画面を見ると、スーツ姿の誠一郎さんの姿。いつも会社で見ているのに、スーツ姿がキマっていて、かっこよく映った。

　玄関のドアを開けると、私の顔を見た誠一郎さんの顔が綻ぶ。会社の中ではなかなか見られない貴重な笑顔だ。

　玄関に入るなり、誠一郎さんは私の手を引っぱって抱き寄せた。

「みあの髪、いい匂いがする」

　耳元で囁かれ、心拍数が上がってしまう。

「さっき……お風呂に入ったばかりだから……」

　会った途端抱きしめられて、ドキドキしながら答える。

「珍しいね。急に来るなんて」

「明日から急な出張が入ったんだ」

「え、そうなの？」

　身体を引き離して誠一郎さんの顔を見ると、少し寂しそうに苦笑いしていた。

「ああ、だから充電しに来た」

「充電って」

　言い方がおかしくて笑っていると、いきなり顎を持ち上げられキスされた。力強く抱きしめられ、身体から力が抜けていく。

「明日、朝早いんだ。だから今日は帰らないといけない。あまり時間はないが、充電させてもらってもいいか？」

　色気を帯びた瞳で見つめられたら、断ることなんてできるわけがない。

　頷くと、今度は深いキスを落とされた。

「んっ……ちょっと待っ……」

　壁際に追い込まれ、激しいキスの嵐が降る。

　まだ玄関なのに……。

　逃れるように身体を押すと、両手も壁に押しつけられて、さらにヒートアップしていく。身体が熱くなってきて、拒むのを止めると、部長は私の手を引きベッドへと誘導していった。

　優しいけれど、強引で……。そんなところが、とても好き。

　いろいろな顔を見せてくれる誠一郎さんに、今日も私は溶かされる。




　それから数日間、誠一郎さんは出張で会社にいなかった。

　その間も掲示板は荒らされていた。でも、同じような文体で執しつ拗ように誠一郎さんを責める内容に飽きてきたらしく、無視されることが増えてきた。

　ほぼ沈静化してきた状況に、ほっと安堵する。

　けれど、書かれた内容はずっと残る。言われたら、言われっぱなし。ネットとはそういうところだと自分に言い聞かせるも、やるせなさは残った。

　誠一郎さんが不在の中、いつものように仕事をしていると、来客用会議室の担当受付から電話がきた。

　ウチの会社には、一階にある総合受付を担当する受付嬢と、来客用会議室や社長・役員専用のＶＩＰルームの予約を担当している受付嬢がいる。

　彼女たちの指導や管理も人事部の仕事なので、なにか困ったことがあれば人事部に電話がかかってくるのだ。

《恐れ入ります。あの、会議室Ｂを使用しているお客様がひどく怒っているようで、他の会議室にも聞こえてしまうくらい声が大きいのですが、どうすればよろしいでしょうか？》

　受付嬢の声からは、とても困っている様子が伝わってきた。

「それは困りましたね。その会議室を使用している人は誰なんですか？」

《ＰＭ営業部の狩倉さんです》

　え、守!?

　怒られているのが守だと知り、嫌な汗が出てきた。動揺して、頭がうまく回らない。

　ダメだ、公私混同するな。冷静になれ、自分！

「分かりました。ＰＭ営業部のほうにこちらから伝えておきます」

「ありがとうございます。よろしくお願いいたします」

　電話を切り、深呼吸をする。

　そんなに激しく怒られてるって、守はいったいなにをやらかしてしまったんだろう。

　呆れる気持ちと心配する気持ちが入り混じって、胸がドキドキ鳴っている。

　とにかく、営業部に電話して仲裁に入ってもらわないと。

　ＰＭ営業部に電話をすると、営業事務の女の人が出た。

　事情を説明して、課長や部長など上の方に仲裁に入ってもらえないか頼んだ。すると……。

「それが、皆さんいらっしゃらないんですよ。それに、狩倉さんが応対しているお客様は、液晶パネル製造装置を担当している橋はし本もとさんのお客様なんです。橋本さんがアポイントを取ってわざわざ来てもらったのに誰もいないから、お客様はカンカンに怒ってしまわれて……。それで唯一会社に残っていた狩倉さんが応対することになったんです。でも狩倉さんはバッテリー製造装置担当で詳しい説明はできないので、今日のところは帰っていただこうとしているのですが、なかなか怒りが収まらないようで……」

「そうだったんですね……」

　電話を切り、ため息が出る。

　営業部が誰もいないとなると、誰が対応すればいいのだろう。帰ってもらおうとがんばっているなら、早めに退出してもらうようメモ出ししても無意味だし……。かといって私が入っていったところでなにもできない。

　どうしよう……。こういう時、誠一郎さんがいてくれれば判断を仰げるのに。

　困ったことに、総務部内も役職ある人たちは席を外してしまっている。

　頭を抱えて、ない知恵を必死に絞り出す。でも、全然いい案が浮かばない。

　とにかく現場に行ってみよう。

　後輩の新藤さんに事情を説明して、急いで来客用会議室に向かった。

　会議室を担当している受付の女の子ふたりは、私の姿を見つけると安堵した表情を見せた。私が来たから、もう安心だと思ったのかもしれない。

　なんの解決策も用意できていない自分にふがいなさを感じる。

「すみません。営業部にかけ合ったんですけど、皆さん外出中らしくて……」

「そうなんですか。一応、周りから聞こえにくい奥側の部屋に移動してもらいました」

「ああ、対応ありがとうございます。ＶＩＰルームは誰か使ってますか？」

「今は使われていませんが、三十分後に社長のご予約が入っています」

　よりによって、社長の予約が……。お客様が怒っているのを聞かれたら大変だ。

「狩倉さんは部屋を移動する時に、『ここは一旦引き揚げて、私が貴社に赴きます』と言ったんですけど、お客様は『お前が来ても話にならん、説明できるヤツを呼んでこい』の一点張りで……」

　受付嬢は、守に同情するように言った。

　どれくらい怒っているのか気になってその部屋に向かうと、お客様は廊下にも聞こえるくらい大声で怒鳴っていた。

　こんな状態でずっと怒られ続けている守が、少し不ふ憫びんに思えてくる。そもそも悪いのは先方を担当している営業マンなのに、とんだ災難だ。

「どうでした？」

　戻ってきた私に、受付嬢が声をかける。

「中に入れる雰囲気じゃないですね」

「そうなんです。『静かにしてください』なんて、とてもじゃないけど言えません」

　説明できる人間を呼んでこいとおっしゃっているのだから、営業担当者かＰＭ営業の役職者の誰かが帰ってくるまで待つしか方法はなさそうだ。でも、三十分以内に戻ってくる可能性は低い。

　いったいどうしたら……。

　ひたすら指示を待っている受付嬢の視線をまっすぐに浴びながら、なんの案も出てこない自分に冷や汗が出る。

「揉めてる部屋はどこだ」

　突然後ろから声が聞こえてきて、驚いて振り返ると誠一郎さんが立っていた。

「え、部長!?　出張は？」

「今、帰ってきたところだ。話は新藤とＰＭ営業事務の森もりから大体聞いた。説明できる人間を寄こせと言っているんだろ？　俺が説明する」

　誠一郎さんは大きな紙袋に資料を入れて、自分が説明する気満々のようだ。

「担当じゃないのに説明できるんですか？」

　ましてやＰＭ営業部に所属していたわけでもない。

　ふたり揃って怒鳴られて、それを社長に聞かれてしまうという最悪のパターンになるんじゃ……。

　不安げに見上げる私に、誠一郎さんは不敵に微笑んだ。

「俺を誰だと思ってる」

　自信満々に答える姿は、まるで救世主が現われたかのようだった。

「奥の会議室にいらっしゃいます！」

　受付嬢は嬉しそうに部屋を案内する。

　私は期待半分、不安半分といった感じで、誠一郎さんの後ろ姿を見送った。

　大丈夫だろうか……。

　誠一郎さんが入っていくと、「誰だお前は！」とお客様はさらに怒りをヒートアップさせていた。

　社長が来るまであと少し。

　不安で落ち着かなくて、おろおろしながら聞き耳をたてる。

　すると、お客様の声がだんだん落ち着いてきて、やがてまったく聞こえなくなった。

「すごい、さすが剛田部長！」

　受付嬢が感嘆の声を上げる。

　あんなに怒っていたのに、誠一郎さんはいったいどんな魔法をかけたんだろう。

「いらっしゃいませ」

　受付嬢がキレイなお辞儀を見せる。

　社長の来客が到着したようだ。

　ずっとここにいるのも不審に思われそうなので、私は部署に戻ることにした。




　パソコンをしながらも、誠一郎さんと守のことが気になって集中できなかった。

　チラチラと時計を見ながら、もうお客さんは帰っただろうか、どうなったんだろうかと考えてしまって落ち着かない。

　一時間半が経過した頃、待ちきれなくて受付に電話した。

「お疲れ様です。湯浅です。あの怒っていたお客様、どうなりました？　まだ帰ってはいないですよね」

《お疲れ様です。こちらが驚くほど静かですよ。帰ったら湯浅さんに電話しましょうか？》

「そうですね、はい。すみませんがお願いします」

　とても気になってしまっているのが伝わったのか、受付嬢は上品に笑いながら《かしこまりました》と言った。

「それでは失礼します」と電話を切ろうとした時、受付嬢が《ちょっと待ってください！》と電話を切るのを制した。

《今、終わったようです。部屋から出てきました》

　それを聞いて、慌てて部署を飛び出る。

　久しぶりの全力疾走で、二階下の来客用会議室へと向かう。

　エレベーターを待っている時間がもったいなかったので階段を使い、来客用会議室があるフロアに出ると、怒っていたお客様がちょうどエレベーターに乗り込むところだった。

「今日はありがとう、君のおかげで有意義な時間が過ごせたよ」

　五十代くらいの恰かっ幅ぷくのいい男性は、にこやかな笑顔を浮かべていた。

「ありがとうございました」

　誠一郎さんと守は、ふたり並んで深々とお辞儀をしている。

　エレベーターが閉まって、ようやく頭を上げたふたりは、ふうと大きなため息を吐いた。緊張から解き放たれたようで、どちらの顔にも笑顔が浮かんでいた。

　声をかけていいものか立ち尽くしていると、誠一郎さんが私の存在に気がついた。

「おお、湯浅。来てたのか」

　声をかけられて、ふたりの元に歩み寄る。

　するといきなり守が誠一郎さんに向かって「今日は本当に、ありがとうございました！」と体育会系ばりの大きな声を出しお辞儀した。

「剛田部長がいなかったらどうなってたか……。でも、どうしてあんなに装置に詳しいんですか？」

「二十代の頃は、毎日寝る間を惜しんで装置について勉強していたからな。おかげで俺の知識は技術者よりも詳しいって評判なんだ」

　誠一郎さんは笑顔でサラッとすごいことを言った。

　普段から勉強熱心だとは思っていたけど、そこまでだったなんて……。

　守も驚いた顔をして固まっている。

「すみませんでした！」

　また深々とお辞儀をして大声で謝る守に、誠一郎さんはきょとんとしていた。

　お礼は分かるけど、どうして謝るのか私も不思議だった。

「俺……若くして人事部長になったのはどうせ運がよかっただけだろって思ってて、この前失礼なこと言ってしまいました。俺はまだまだ下っ端で、がんばっても評価されないし、年功序列だから出世なんてまだまだ先の話だし。なんていうか、最近しょげてて……」

　守は下を向いて、きまりが悪そうに頭を掻いている。

　私は、守がそんなふうに思って悩んでいたことに驚いた。

　すると守は、急に顔を上げて威勢よく話しだした。

「でも、俺のがんばりなんて、がんばってるうちに入らないんだなって感じました。隣で剛田部長のトークを聞かせてもらって、すごく勉強になったし、マジでかっこよかったです！」

　まるで子供が戦隊ヒーローに会った時のようなキラキラした目で誠一郎さんを見つめていた。

「まあ、確かに君は勉強不足だな。ＰＭ営業は他の営業と違って、ひとつの製品に深く関わるから担当外の製品知識が浅くなりがちだ。しかし、自社製品の装置すべてを知っておくことは、後々必ず役に立つ。担当の装置だけ知っていればいいという考えでは、営業としてまだまだだと言わざるを得ない」

　はっきり言われて、守はしょんぼりとうなだれた。

「しかし……」

　誠一郎さんは一拍置いて、話しだした。

「その素直で人懐っこい性格は、営業向きだ。俺は人から怖いと思われがちだし、とっつきにくさがあるから、知識はあっても営業にはあまり向いていないんだ。自然体で人との距離を感じさせない温かい雰囲気は、君の最大の武器だ」

「剛田部長……」

　褒められた守は、今にも泣きそうな顔になっていた。

「ただし、おおらかすぎて生意気だと思われることもあるだろうし、あまり深く考えないタイプのようだから、そこは気をつけるように。今から死ぬ気で勉強してみろ。それができたら、必ず伸びる」

「はいっ！」

　守は背筋をピンと伸ばして、心地いい返事をした。最近は雰囲気が暗かったけれど、靄もやが晴れたように生き生きとして見えた。

「湯浅」

　守から名字で呼ばれたことに驚いて、思わず肩が上がる。

「いい男ゲットしたな。やるじゃん」

　守はイタズラ小僧のような笑みを浮かべた。

「なっ……バッカじゃないの。今頃気づいたの？」

　私は恥ずかしさで顔を真っ赤にさせながら、精一杯の虚勢を張った。

「言うねぇ」と、けらけら笑いながら守は行ってしまった。

　わだかまりが解けて、これから普通に接することができそうだと感じた。

　誠一郎さんとふたりきりになる。

　怒ったお客さんを笑顔にさせ、守のことも解決してくれた。すごく頼もしくてかっこよくって、なんだか無性に抱きつきたくなった。

　でも、ふたりきりになったといっても、ここは会社。微妙な距離を置きながら、ふたり並んでエレベーターを待つ。

　誠一郎さんはなぜか黙っていた。

　だから私も黙ってエレベーターに乗り込んだ。

　ふたりだけの密室空間。でも、監視カメラがついているのでなにもできない。

　斜め後ろに立つ誠一郎さんが、小声で話しかける。

「俺がちゃんと説明できるか半信半疑だっただろ」

「いや、そんなことは……」

　図星をつかれて、思わず挙動不審になる。

　慌てて否定するあたりが嘘くさいと自分でも思う。バレバレすぎて冷や汗が出る。

「おしおき。こっち向いて目を瞑って」

　耳元でボソリと囁かれる。

　え、おしおきって……。まさか、ここでキスとか!?　どうしよう、監視カメラあるのに！

　そう思いながらも、ドキドキしながら体を反転させて目を瞑ってしまう。

　すると、頬をむぎゅっと指でつままれた。

「痛たたっ」

　驚いて目を開けると、誠一郎さんは「キスだと思っただろ」といたずらっぽい笑顔を浮かべていた。しかしエレベーターが開くと、すっと無表情になって何事もなかったかのように歩きだす。

　唖然として固まっていた私は、エレベーターの扉が閉まりそうになって慌てて飛び出した。




　誠一郎さんが出張から帰ってきて一週間が過ぎた。

　今、私は誠一郎さんの家に来ていて、大きなソファに寝転んでくつろいでいる。というのも、新卒採用の最終面接も終わり、大きな仕事はひとまず片付いたので、気が緩んでいるのだ。

　とはいえ、これからまだまだやらなければいけないことはたくさんあるのだけれど。

　とにかく、ひと区切りついてほっとしているのだ。

「おい、なんだそのオットセイみたいな格好は」

　ふたり分のコーヒーを運んできた誠一郎さんは、私の寝転んだ姿を見て笑った。

「オットセイとは失礼な。アザラシと言って」

「どっちも変わらないだろ」

　笑いながら的確に突っ込む誠一郎さん。

　こんなだらしない姿を見せても、笑って許してくれるところが素敵だ。

　座り直してコーヒーを受け取ると、誠一郎さんもソファに座った。

「チャンネル変えていい？」と言って、リモコン操作する誠一郎さんの肩に寄りかかる。

　ああ、幸せだなぁ、とつくづく思う。

「最近、掲示板の中傷がピタリと止まったね。採用期間が終わったから、書いても意味ないと思ったのかな？」

「ああ、それは俺が直接ガツンと言ったからだよ」

　サラリと言われた言葉に、一瞬意味が分からなくてフリーズした。

「……ええっ!?」

　もたれかかっていた姿勢を飛び起きるように正したので、あやうくコーヒーを零しそうになる。

「どど、どういうこと!?」

　びっくりしすぎて、どもってしまった私を尻目に、誠一郎さんはなんでもないことのように淡々と話す。

「やっぱり犯人は斉藤だったよ」

「どうしてそれが分かったの!?」

　犯人が美奈子だったということより、犯人を突きとめた事実のほうに驚いた。

「会社専属の弁護士に調べてもらった。本来なら気にせずスルーして放っておくんだが、ある一文が俺を本気で怒らせた」

「ある一文？」

　書き込みは多数あって、どれもひどい内容だった。どの内容が温和な誠一郎さんを怒らせたのだろう。

「みあを地味でブスな淫乱女だと罵ののしった」

　え、そこ？と拍子抜けした。

　私を悪く書いたのはその一文だけだったし、他にも根拠のない悪意ある言葉はたくさんあった。

　けれど、誠一郎さんは私のことにとても怒っていたらしく、珍しく顔に怒りを滲ませている。

「あの一文がなければ、犯人を調べようなんて思わなかった。訴えるつもりはまったくなかったが、名誉棄損で訴えることもできると言うと、泣いて謝ってきたよ。だが、今後いっさいみあに関わらないという誓約書を弁護士に作成させて、彼女にサインさせた。俺を本気で怒らせたらどうなるか、身に染みて分かったようだ」

　最後は満足げな様子で誠一郎さんは言った。

「なんで今まで教えてくれなかったの!?」

「言うタイミングがなかったから」

　いや、だからってそんな大事なこと……。

　驚きすぎて固まっている私を、誠一郎さんは不安げな顔で覗き込んできた。

「みあを不安にさせたくなくて勝手に進めてしまったんだが、ダメだったか？」

　私は誠一郎さんの顔を見て首を振った。

「ううん、びっくりしすぎちゃっただけ。私の代わりにガツンと言ってくれてありがとう」

　そう言うと、誠一郎さんは安心した表情を見せた。

　誠一郎さんはとっても優しい。そして、いつも私を守ってくれる。

　感謝の気持ちを伝えたくて、誠一郎さんの腰に手を回して、ぎゅっと抱きついた。

「なんか、いつも助けてもらってるね、私」

「そうか？」

　誠一郎さんも、私を強く抱きしめる。

「うん、自分で解決しなきゃいけない問題ばっかりなのに、巻き込んじゃってごめんね」

「俺がしたくて勝手にやってるだけだ。それが結果的にみあの助けになってるならよかった」

「ありがとう」

　腰に回した手に力を入れる。

　誠一郎さんは、私を守ってくれるナイトのようだ。

　強くて優しいナイト。大好き。

　誠一郎さんの顔が私の唇に吸い寄せられるように、ゆっくりと近づいてくる。長い睫毛が下を向き、色気を帯びた瞳が閉じていく。

　私も瞼を閉じると、柔らかな唇が触れるのを感じた。

　誠一郎さんは私を優しく押し倒し、ソファの上で熱いキスを繰り返す。

　とろけるような甘いキスに身体が熱くなってくると、誠一郎さんはリモコンでテレビの電源を消した。

　静かな部屋の中、リップ音が鳴り響く。耳、首筋、鎖骨と、キスの愛撫はだんだん下がっていく。

　身体を重ねれば重ねるほど、愛が増していくように感じる。いつしか一緒にいることが当たり前になって、なくてはならない存在になる。

　大好きが溢れて止まらない。

　服を脱ぎ、素肌で抱き合うと、大好きすぎて泣けてきた。

「どうした？」

　涙に気づいた誠一郎さんが優しく問う。

「幸せすぎて、大好きすぎて、怖くなる」

　誠一郎さんを失うことが怖くて、しがみつくように抱きついた。

「これからもっと幸せにするよ」

　激しいキスが注がれる。私の不安を掻き消すかのようだ。

「ずっと、一緒にいたい」

「死ぬまで、一緒にいる」

　まるでプロポーズみたいで、単純な私はその言葉だけで満たされる。不安な気持ちも失う恐怖も、全部吹き飛んだ。

　誠一郎さんの重みを感じて、すべてを受け入れて、また愛が深まっていく。

　ずっと一緒にいようね。いつか、プロポーズという名の約束をしてくれたらいいな。そんな日が、来るといいな。

　誠一郎さんとひとつになりながら、そんな甘い未来を夢見ていた。










一年後




　一年後。

　私は今、誠一郎さんの車の助手席に座っている。

　車は高速を走っていて、少し開けた窓からは潮の匂いがした。

　外を見ると、壁の向こう側に青い海が見えてきた。

「誠一郎さん、海！」

　はしゃいだ様子で言う私に、誠一郎さんはにこやかな笑顔を向ける。

「本当だ、キレイだな」

　私たちは、お互いの両親に挨拶に行くために車で帰省していた。

　無事に結婚の挨拶を終えて、緊張感から解放された私は、帰りの車内で浮かれたようにしゃべりまくっていた。

「あー、海で泳ぎたい。やっぱり新婚旅行はハワイかな」

「この前はヨーロッパに行きたいって言ってなかったか？」

「そうなんだよね。ヨーロッパも行きたいんだよね」

「どっちも行くか？」

　サラリと口にされた言葉に、私は我に返って首をぶんぶん振る。

「大丈夫！　一緒に旅行に行けるだけで充分だから！」

　誠一郎さんはとても優しくて、私の希望をなんでも叶えようとしてくれる。

　甘えたら限りなく甘やかされそうで、それじゃいけないと思って自ら律している。

　たぶん結婚したら、誠一郎さんは『好きなものを買っていいよ』と言うタイプだと思う。でも私は、そう言われても遠慮してしまうタイプだ。

　だから、私たちは合っているのだと思う。これで私がワガママ放題だったら家計は破綻してしまう。

　一般的なサラリーマンに比べて給料が高いとはいっても、しっかり計画を立てて身の丈に合った生活をしないと。でないと、誠一郎さんはよくても私が落ち着かない。

「はああ、誠一郎さんのお義か母あさんに結婚の承諾をもらえてよかった」

　話題を変えようと、助手席にもたれかかって言った。

「俺も、みあのご両親に好意的に受け入れてもらえてよかったよ」

　ほっとした表情で言うので、私はなにを心配することがあるんだと思った。

「誠一郎さんは大丈夫よ。むしろ、誠一郎さんを見てダメって言う親がいるなら見てみたい」

「それならみあも同じだよ」

「全然違う」

　私はキレイでもないし、その場を盛り上げるようなうまい話もできない。だから、お義母さんに結婚を反対されたらどうしようとドキドキしていたのだ。

「みあをダメだと言う親なら、もう親とは思わない」

　きっぱりと言われたことに驚きを隠せない。

　だって、誠一郎さんとお義母さんは一般的な母はは子こよりも強い絆きずながあるからだ。

　誠一郎さんの実家は大正時代から続く醤しょう油ゆや味噌を醸造している名家で、お義父さんは誠一郎さんが高校生の時に亡くなっている。

　誠一郎さんには四つ上のお兄さんがいて、当時大学生だったお兄さんは学校をやめて家業を継いだそうだ。

　名家とはいっても、脳梗塞で突然亡くなってしまった大黒柱を失った打撃はとても大きく、誠一郎さんも学業の傍ら、必死で家業の手伝いをしていたとか。

　母子家庭になった誠一郎さんは、苦労して育ててくれたお義母さんのことをとても大切に思っている。だから私は、お義母さんに嫌われたら結婚の話もなくなると強いプレッシャーを感じていた。

　それなのに、そんなにあっさり『親とは思わない』と言ったことに驚いた。

　でも、考えようによってはそれだけお義母さんのことを信頼しているということなのかもしれない。

「お義母さんや、お兄さん、それにお兄さんのお嫁さんやお子さんにも会えたし、誠一郎さんの昔話も聞けて嬉しかったな」

「くだらない昔話だよ」

　そう言った誠一郎さんは少し恥ずかしそうだった。

　お義母さんとお兄さんは、私の知らなかった誠一郎さんの苦労話を教えてくれた。

　家のことが大変で、誠一郎さんは大学進学を諦めていたらしい。けれど、お兄さんはなにがなんでも誠一郎さんだけは大学を卒業させると言ってきかなかった。

　お義母さんとお兄さんの強い意志に、大学へ行くことを決意した誠一郎さんは、猛勉強して難関の国立大に合格。さらに、少しでも家計の負担を減らすために在学中も猛勉強して、優秀な成績を収めて授業料免除になったようだ。

　初めて聞いた話に驚く一方の私の隣で、誠一郎さんは笑いながら『あの時は死ぬほど勉強した』と言った。

　どれほど大変だったことだろう。優しさの中にも強い精神力と我慢強さがあるのは、きっとこの頃に培われたものなのだろう。

「温かくて、優しくて、そして芯が強い。そんな素敵な家族の中で誠一郎さんは育ったんだなぁと思って聞いてた」

「俺が今、東京で好き勝手に仕事していられるのは全部兄貴のおかげだから、兄貴には本当に頭が上がらない。恩を仇あだで返すような恥ずかしい生き方はできないって、いつも思うんだ」

「自慢の弟だって言ってたよ、お兄さん」

「え、いつそんな話してたんだ？」

　驚く誠一郎さんに、私は笑って応えた。

「誠一郎さんがお手洗いに行った時に、嬉しそうに言ってたよ。『弟をよろしく』とも言われた。誠一郎さんに幸せにしてもらうだけじゃなくて、私も誠一郎さんを幸せにしなきゃって、改めて強く思ったよ」

　誠一郎さんは感慨深そうに頷いて、「そっか」とひと言だけ呟いた。

　結婚はスタートラインだと誰かが言っていた。

　その通りだと思う。結婚することが幸せのゴールじゃない。これから、辛いことや大変なことがたくさんあるだろう。ケンカすることもあるかもしれない。嫌なところが見えてくるかもしれない。会社だって、このご時世、いつどうなるか分からない。

　でも、なにがあっても、誠一郎さんとなら乗り越えていける。苦労を共にできる人だと思う。

　誠一郎さんが私を選んでくれたことに感謝して、私を選んでよかったと思えるように素敵な家庭を築いていきたい。誠一郎さんの家族みたいな、強い絆で結ばれた温かな家庭を。

　尊敬できる大好きな人と結婚できる幸せを噛みしめて、しっかりと前を見つめて歩いていこう。

　誠一郎さんと私の未来は、まだ始まったばかりなのだから。
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軋む助手席　～部長目線～




　車のフロントガラスに土砂降りの雨が叩きつけられていた。ワイパー速度をハイスピードにしても、前が見えないほどの豪雨だった。

　こんなに強い雨が降っていたら、スリップしないか心配で、いつもよりハンドルを握る手に力が入る。それに、助手席には部下の女の子が乗っていた。

　初めてその子を助手席に乗せた。いつもより緊張するのはそのせいだ。

　注意深く運転しながらも、隣が気になって仕方がない。

　彼女は小柄で、特に際立って美人というわけではない。どちらかというと目立たないほうだ。

　最初はまったく女として意識していなかった。けれど、いつも仕事に真面目に取り組んでいる姿を見て、いい子だなと思うようになった。自然と目で追っているうちに、だんだんと彼女のことを女として見てしまっている自分に気がついた。

　でも俺は、仕事以外の話をすることができなかった。もともと寡黙だと言われるし、飲み会などでは近くに座った人と日本酒を傾けながら、隅のほうでじっくり話をするのが好きなタイプだ。若い女性が喜ぶような話題なんて知らない。

　それなのに、どうして彼女を助手席に乗せるなんていう展開になったのか。

　それは三十分前に遡る。




　――今日は雷雨だと天気予報が教えてくれていた。だから、早めに帰るように社員には伝えてあった。

　皆も、本格的に降る前に早々と仕事を切り上げて帰っていった。

　だが、彼女だけは帰ることができなかった。新卒採用の問い合わせの電話が長引いているようだった。

　俺はもう仕事が終わっていたが、彼女が気になって、先に帰ることができなかった。そして、ようやく仕事が終わった時に、意を決して話しかけた。

「送るよ」

　自分で発した言葉ながら、あまりにも無愛想な口調だった。下心があると思われたくなかったのだ。

　彼女のことは好きだが、本当に心配しているから勇気を出した。でも、俺とふたりきりになるのは嫌かもしれない。断られる可能性のほうが高いと思っていた。

　俺の申し出に驚いた顔を見せる彼女。

　咄嗟に「嫌ならいいんだ」と言いそうになった時、「お願いします」とぺこりと頭を下げられた。

　その姿がかわいくて、込み上げてくる感情を抑えるのに必死だった。彼女を送っていけるということも嬉しかった。

　静かな車内。フロントガラスに叩きつける雨音と、遠くの方で雷の唸るような低い音が聞こえている。

　なにか話そうと思っても、言葉が出てこなかった。喉がカラカラだ。

　好きな女性とふたりきりになっただけでこの有り様とは。仕事だったら、どんなに苦手な客でも会社の役員でも、話すことはできる。確かに女性と話すのは得意ではないが、当たり障りのない会話くらいできるのに……。

　もうすぐ彼女の家に着くというところで、音楽をかけ忘れていたことに気づいた。普段は必ず流しているのに、彼女のことを意識しすぎていて、すっかり頭の中から飛んでいた。

　今さらとはいえ音楽をかけようともしたが、やめておいた。もうすぐ着くし、なにより沈黙が苦ではなかった。

　沈黙が嫌な時は、一刻も早くこの場から逃れたいと思うものだ。しかし彼女とは、あと何時間でも一緒にいたいと思う。

　それは、俺が彼女を好きだからなのか。でも、彼女のほうも落ち着いている気がする。一緒にいると話していなくても居心地がいい。なぜだろう。

「着いたぞ。ここでいいのか？」

　彼女が住んでいるというマンションの駐車場内に車を停める。

「ありがとうございます」

　そうお礼を言って、彼女はシートベルトに手をかけた。

　ああ、行ってしまう。

　車で送ったからといって、なにか進展したわけでもない。このままではいけないとは思っても、部下だと思うと気持ちにブレーキがかかる。

　変なことを言って、仕事がやりづらくなってはいけない。

　シートベルトを外したにも関わらず、一向に出ようとしない彼女。なにか言い淀んでいるようにも見える。

「どうした？」

　その時、窓ガラスが光り、すぐ後に大きな雷音が鳴り響いた。

「きゃっ」

　彼女は雷に驚いて俺に抱きついてきた。思わず彼女を抱きしめる。

「すみません！」

　慌てて離れようとした彼女の肩を掴み、抱き寄せた。

「……部長？」

　俺の顔色を窺うように、小さな声を出す。

　なにをやっているんだ、俺は。だけど離れたくない。

　抱きついてくれて嬉しかった。だから、気づけば彼女を抱き寄せてしまっていた。

　心臓が早鐘のように鳴り響く。

　……彼女は嫌がっているだろうか。

　彼女の肩を押さえていた手の力を緩める。しかし、彼女は俺に身を任せていた。

　いい香りがする。ああ、もうダメだ。

　彼女を胸に引き寄せた状態で、空いているほうの手で自分のシートベルトを外す。そのまま助手席のレバーに手を回してシートを倒すと、助手席の軋む音がした。

　彼女は助手席の上に仰向けになりながら、驚いたような目で俺を見ている。

　押し倒す体勢となった俺は、じっと彼女の瞳を見つめた。

　鳴り止まない雨音が、車内に響き渡っている。

　彼女の唇に、そっと自分の唇を近づけると、再びギシリと音がして助手席が軋んだ。


【完】












あとがき




　こんにちは、及川桜です。

　王道のオフィスラブを目指して書いた『社内恋愛なんてっ！』いかがだったでしょうか？

　今作は、読者の方に喜んでいただけるような設定を盛り込んで書いてみようと挑戦しました。しかしながら、おもしろいと思っていただけるような小説を書くことは難しいなと、当たり前のことに気づかされました。

　そして結局最後は、書きたいものを書きたいように書けばいいと開き直りました。

　書き手でありながらヒーローに胸キュンし、ヒロインに共感して、笑ったり怒ったりしながら、とても楽しく書くことができました。

　この小説を読んでくださった方も、同じように感じて、ほんの一瞬でも感情が揺さぶられる場面があったらいいなと願っています。

　それは恋する気持ちだったり、悲しみだったり、怒りだったり、どんな感情でもいいのです。そういうものが引き出せる書き手になりたいです。

　最後になりましたが、書籍化にあたり携わっていただいた多くの方にお礼申し上げます。

　担当編集の倉持様、そして校正編集してくださったヨダ様。また、素敵なイラストを描いてくださった篁たかむらふみ様。

　他にも多くの方の協力があり、書籍化することができました。心より感謝申し上げます。

　そして、いつも応援してくださるネットの読者様、本当にありがとうございます。まだまだ未熟な私の作品ですが、読んでくださる方がいるから、最後までがんばって書くことができています。おもしろいと思っていただける作品を書けるように努力し続けることが、恩返しになるかなと勝手に思っています。

　さらに、たくさんある本の中から、私の小説を手に取ってくださったあなた。そう、あなたです。本当に、本当にありがとうございます。しつこいですがもう一度、心からありがとうございます。

　また、お会いできるようにがんばります。





及おい川 かわ桜さくら
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